
臨
淋
冑
験
談
叢

二
六

二

大

正

五

と

二

六
、
五

同

六

年

二

五
、
入

同

七

三

二

入
、
○

同

入

年

一

二

五
、
三

九
、
六

九
、
入

三

一
、

一

一
〇
、
二

同

九

年

一

二
四
、
旦

一
〇

、

】

同

+

年
一

三

、
ム

九
、
五

三

ハ、
二

劃

-
=

二
、
九

一
四

、

一

三
九
、
三

=

ハ
、
○

三
五
、
三

一
四
、
九

三
四
馳
孟

=
二
、
九

五
、
-

死

、
ム

一
五
、
七

六
、
○

六
、
入

六
、
四

二
・
、
三

一
五
、
七

二
『

⊥

モ

、
入

…

、
三

三
六
、
六

六
、
旦

二
二
、
一

六
、
二

同

三

、
三

^

三
一二
、

三
一

山
ハ
、
(
∪

噛

±

年

二

=

、
山△

九
、
山△

三

、
三

一
三
、
ム

六
、
四

同

+
二
上

三
入
、
四

同

+
三
二

一
七

、
九

同

,+
四
主

一
入

、
六

入
、
○

七

、
七

七

、
五

二
六
、
四
一

三

、
三

六
、
○

二
五
、
山⊥

三

、
-

五
、
六

三

ハ、
二

三

、
⊥

五
、
五

六
、
五

七
、
五

七
、
○

二
・
}
一
一

一
五
、
五

六
、
入

一
九
、
三

三
四
,
六

二
・

、
〇

一

一
四

,
入

一
九
、
三

三

・
九

天

、
四
一

三

、
四

天

、
且

一
三
、
七

六
、
七

六
、
九

六
、
二

五

、
九

二

二
』
二

二
五

、
三

二
三
、
吠

一
=

一
、
四

二

三
、
三

一
=

、
七

二
〇
、

一

一
九

亀
三

五
、
五

一
九
、
三

備
考

大
正
十

二
年
以
後

ノ
各

年

「人
口
五
萬

以
上

ノ
市
」
欄

二
記
載

セ
ル
数
字

ハ
人
口
十
萬

以
上

ノ
市

二
拘

ル
モ
ノ
ト

ス

臨

躰

實

験

談

叢

喀
血
の
豫
防
及
治
療

日

本

結

核

病

學

會



(日
本
結
核
病
學
會
機
關
雑
誌
「結
核
」
第
⊥
ハ
巻
第

二
號
)

喀
血
の
治
療
並
に
豫
防

東
京
市
療
養
所

讐
學
博
士

田

澤

鎮

二

喀
血

の
豫
防
及
治
療

こ
い
ふ
は
誰
れ
に
し

て
も
随
分
書
き
悪
い
問
題
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
を
然

か
も
急
に
迫

て
無
理
に
頂

い
た
原
稿
が

多

い
の
で
、
其

一
々
の
書
き
振
り
を
鯨
り
八
釜
し
く
取
立

て
》
論
じ
て
は
迷
惑

さ
る
る
向
き
も
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
併

し
臨
躰
家
の

日
常
多
ぐ
苦
心
す

る
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
諸
家
の
意
見
を
各
項
目
に
就
て
取
纏
め
て
見

る
ご
随
分
興
味

が
多

い
、
で
、
甚
だ
潜
越
な

が
ら
讃
者
諸
君
の
便
宜
を
圖
り
て
前
號
迄
に
掲
げ
ら
れ
陀
諸
君

の
意
見
を
各
項
目
毎

に
抜
鎌
し

て
全
岩
の
総
括

の
や
う
な
風
に
蚊
べ
て

見

陀
。
最
も
其
間
に
私
の
自
分
の
意
見
も
述

べ
て
行
く
爲

め
に
記
載

の
順
序
等

は
全
く
自
己
流
に
な

つ
て
居

る
こ
ざ
ご
、
多
忙
の
爲

め

に
多
少
の
誤
記
等

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
ご
思
は
れ
る
こ
ご
ざ
は
、
特

に
豫

め
御
断
は
り
し
て
置
く
。
唯
諸
家
の
記
載
を
播
か
る
る
ま

で
の
索
引
の
や
う
に
で
も
役
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
、
諸
家

の
意
見
の
抜
録
に
は
馨
局
員
鈴
木
佐
内
君
の
助
力
を
得

た
所
が
大
で
あ
る
。

私
の
記
載

の
順
序
は
安
静

の
問
題
に
次
で
、
大
循
環
系

の
血
塵
上
昇

ご
小
循
環
系
の
代
償
機
能
を
説
明
し
、
遙
で

三
方

に
「
モ
ル
ヒ
ン
」

其
他

の
鎭
咳
鎭
静
測
、
他
方
に
強
心
捌
、
吐
測
其
他

の
血
厘
下
降
捌
、
脈
管
牧
縮
捌
を
論
じ
、

そ
れ
よ
り

一
轄
し

て
諸
種

の
血
液
凝
固
剃

に
就
き
比
較
的
意
義
大
な
る
藥
剖
こ
し
て
之
れ
を
救
述
し
、
次
に
爾
他
の
諸
剖
拉
に
食
餌

の
類
を
掲
げ
、
最
後
に
止
血
後
の
虚
置
拉
に

豫
防

に
就

て
論
じ
て
置

い
陀
。

一
々
の
事
項
に
關
す

る
吾
人
の
意
見
は
東
京
市
療
養
所
馨
局
に
於
け
る
現
在

の
趨
勢
を
標
準
こ
し
て
述

べ
陀
所
が
多

い
。

出
血
は
ど
の
臓
器

か
ら
起
た

に
し

て
も
最
も
不
快
な
現
象
で
あ
る
こ
ご
は
勿
論
だ
。
殊

に
出
血
部
位
叉
は
其
の
状
況
の
不
明
な
場
合
に

は

一
層

に
不
安
を
與

へ
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
肺
出
血

に
於

て
は
人

の
狼
狽
が
甚
し

い
、
從

て
日
常
の
實
際
に
於

て
は
審
者
も
亦
此
狼

狽

に
連
り
込
ま
れ
て
無
用
又
は
有
害
の
庭
置
を
な
す

こ
ご
も
少
く
な

い
。
之
れ
は
圭
こ
し

て
何
で
も
鰍
で
も
血

さ

へ
止
ま
れ
ば
よ
い
ご

曲
㎜
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冊
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臨
淋
實
駿
駿
叢

三
ハ
四

焦
慮
す

る
た
め
に
起

る
事
で
、
肺
結
核
そ
の
も

の
の
経
過
如
何
な
ど
は
顧
み

る
除
裕
の
な

い
や
う
な
場
合
も
あ
る
が
、
流
石
に
今
同
の

諸
家

の
記
載

に
は
そ
れ
等

の
鮎
は
何
れ
も
相
當
注
意
さ
れ
て
居

る
や
う
に
見
え

る
。

私
の
記
載

に
於

て
も
此
爲
め
特
に
自
然
止
血
の

u

項
を
設
け
治
療
即
ち
投
藥

ご
い
ふ
習
慣

に
從
ふ
前
に
、

三
寸

一
度
考
慮
せ
し
め
や
う

ご
注
意
を
喚
起
し

て
置
い
た
。

爾
ほ
蛙

に
喀
血
こ
い
ふ
は
肺
結
核
患
者

に
來

る
喀
血

の
意

で
述

べ
た
も

の
こ
い
ふ
こ
ざ
を
御
断
は
り
し

て
置
く
。

諸
君
の
意
見
が
主

こ
し

て
治
療
に
就
て
述
べ
て
あ
る
の
で
、
先
づ
治
療

よ
り
始
め
る
。

1

安

静

A
、
精
祠

の
安
静

血
疾
喀
血
等

の
治
療
に
當
て
先
づ
第

三
に
必
要
な
事
項
は
精
神
の
安
静

で
あ
つ
て
、
此
爲
め
に
は
理
外
の
理
こ
し
て
種

々
の
便
法
を
探

る
こ
ご
も
あ
る
。
殊

に
中
等
量
以
上
の
喀
血
の
治
療
ε
な

る
ご
患
者
及
周
園
の
者
の
精
紳
を
落
ち
著
け
し

め
て
狼
狽
せ
し
め
の
こ
ご
が

最
も
肝
要
で
あ
る
。

精
神
安
静
の
必
要
は
既

に
充
分

に
諸
家

の
述

べ
た
虜
で
、
例

へ
ば
原
氏
は
精
紳
的
興
奮
を
輕
減
す

る
こ
ご
第

三
義

に
し

て
、

大
喀
血

な
る
程
肉
騰
的
安
静
よ
り
は
意
義
大
な
り
ご
述
べ
暗
示
に
就

て
は
鴻
上
氏
、
松
田
氏
、
篠
原
氏
等

が
詳
述
し

て
居

る
。
入
澤
、
國
崎

氏
は
患
者
を
周
園

よ
り
隔
離
し
、
訪
問
を
断
ち
静

か
に
患
者
及
び
周
園

の
者

に
向

て
懇
諭
す

べ
き
所
を
説
く
。
佐
竹
氏
は
面
會
は
絶

樹

に
禁
止
す

べ
き
も
の
ご
し
て
居

る
。

精
紳
安
静
の
必
要
な
事
及
び
其
鎭
静
方
法
に
關
す

る
説
明
は
大
盟
諸
家

の
意
見
が

一
致
し
て
居
る
。
蓋
し
患
者
の
精
棘
を
落
ち
著
け
し

む

る
第

三
要
件
は
留
師

に
封
す
る
信
頼

の
念
を
起

さ
し
む

る
こ
ご
故
、
留
師
は
言
語
態
度

に
最
も
注
意
を
要
す

る
こ
ε
勿
論
に
て
、
患

者
及
び
家
族
を
敷
育
す

る
こ
い
ふ
親
念
が
極

め
て
必
要
だ
。
患
者
の
周
園

の
人
間
を
狼
狽
せ
し

め
な

い
ざ
い
ふ
の
み
で
な
く
、
室
の
附

近

の
音
響

も
静
寂

に
せ
ね
ば
な
ら
の
。
光
線

の
刺
戟
も
除
り
強
く
な

い
や
う
に
さ
せ
ね
ば
な
ら
の
。
其
他
面
會
及
び
談
話

の
制
限
や
諸

種

の
看
護
法
等

に
細
心
の
注
意
を
彿
ひ
、
何
事

に
も
失

策
の
無

い
や
う
に
氣
を
利
か
せ
る
こ
ε
を
肝
要
ご
す

る
。



泳
嚢
砂
嚢
等
の
作
用

も
此
鎭
静
の
意
味
が
大
で
あ
る
こ
ご
は
同
法

の
條
下
に
述

べ
や
う
。

B
、
身
禮
の
安
静

大
騰
に
於

て
安
静
或

は
絶
樹
安
静
が
必
要
だ
こ
い
ふ
こ
ご
は
無
論
の
こ
ご
で
、
之
れ
に
異
議
の
あ
b
や
う
筈
は
な

い
が
、
其
程
度
問
題

や
、
期
間
の
問
題

に
な
る
ざ
、
多
少
人

に
依

て
意
見
を
異

に
し

て
居

る
。
今
同

の
諸
家

の
記
載
の
中
に
も
、
身
膿
の
安
静
に
就
き
出
血

の

輕
重

に
從
て
其
程
度
を
問
題

ざ
し

て
居

る
人
は
入
澤
、
國
崎
氏
、
高
田
氏
、
永
井
氏
、
永
野
氏
、
前
田
氏
、
小
林
氏
、
大
谷
氏
等
あ
り
。

其
他
の
諸
氏

に
は
或
は
文
獄

の
紹
介
の
み
に
止
む
る
人
も
あ
る
が
、
大
禮
安
静
説
の
み
を
圭
張
す

る
人
が
多

い
。

宮
川
氏
は
諸
家
の
説
を
紹
介
し
て
後
安
静
を
保
た
し
め
置
く
方
が
萬
全

の
や
う
で
あ
る
ど
述
べ
、
有
馬
英

二
氏
、
西
氏
、
三
戸
氏
等

は
主
ε
し

て
嚴
重
な
安
静
を
命

じ
て
居

る
。

永
野
氏
は
血
疾

の
場
合
ご
錐
も
最
初
の
三
乃
至
四
日
は
嚴
重
な
安
静
を
命
す
べ
し
ご
す

る
。
近
藤
氏
は
小
出
血
が
大
出
血
の
前
提
な

る
や
否
や
の
判
断

に
は
既
往
症
、

「
ラ
ッ
セ
ル
」
、
咳
噺
、
熱
、
周
圃
の
關
係
殊

に
患
者
の
精
紳
状
態
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
述
ぶ
。

井
上
氏
は
運
動
を
績
け
だ
に
拘
は
ら
す
止
血
す

る
喀
血

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
多
く
は
肺
組
織
の
破
壊
機
轄
の
未
だ
除
り
進
ま
な

い
時

代

の
所
謂
初
期
喀
血
で
あ
る
。
之

れ
に
反
し

て
組
織
破
壊

の
高
度
な

る
末
期
喀
血
で
は
極

め
て
僅
少
の
運
動
や
精
棘
感
動
で
も
必
す

誘
因
こ
な

る
ご
叙

ぶ
。

身
禮
の
安
静
は
主
ざ
し

て
病
竈

の
安
静
を

目
的
ε
す
る
も
の
な
る
こ
ε
は
固
よ
り
で
あ
る
が
、
有
馬
頼
吉
氏
は
特
に

「病
竈

の
安
静
を

以

て
終
始
第

三
義

ご
す

る
」
ご
聡
し
て
居

る
。

(久
野
氏

は
吸
入
を
行
ひ
居

る
者

に
は
之
れ
を
中
止
せ
し

め
る
ε
述
ぶ
)
。

膿

位

安
静
殊

に
絶
封
安
静
を
守
ら
し

め
る
時
自
然

に
問
題
こ
な
る
は
禮
位
で
あ

る
、
禮
位
の
こ
ご
は
入
澤
國
崎
爾
氏
、
大
谷
氏
、
岩
井
氏
、

熊
谷
氏
、
高
田
氏
、
前
田
小
林
雨
氏
、
服
部
氏
、
竹
山
氏
、
松
田
氏
、
佐
竹
氏
、
井
上
氏
等

の
記
載
に
詳
述
さ
れ
て
居

る
。
之
を
纏

め

臨
淋
實
駿
談
叢

三
ハ
五



臨
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る
ご
次
の
檬
に
な
る
。

仰
臥
の
位
置

に
於
け
る
孚
臥
位

(帥
孚
坐
位
)
が
可

い
。

理
由
。
食
餌
藥
餌
等
の
撮
取
に
當
り

て
無
用
の
運
動
を
螢
ま
し

め
す
兼

て
氣
道
内
容
の
喀
出
を
容
易
な
ら
し

む
。

喀
出
す

る
爲
に
は
實
際

に
仰
臥
よ
り
坐
位
の
方
遙

に
容
易
で
、
大
量
の
出
血

に
於

て
吸
引
せ
す
に
喀
出
せ
し
む

る
に
は
之
れ

が
便
で
あ
る
。
叉
血
液
循
環

の
た
め
に
も
仰
臥
よ
り
坐
位

の
方
遙

に
容
易

で
あ
る
。

難
血
性
の
も
の
に
は
孚
坐
位
が
よ

い
。

患
側
を
下
に
す

る

理
由
。
氣
管
枝
内
の
血
液

が
健
側
の
氣
管
枝
に
流
入
す

る
こ
ご
を
妨
ぐ
る
を
必
要
こ
す
。

胸
部
運
動
を
制
限
す

る
目
的
に
て
此
側
臥
を
探
ら
し
む

る
人
あ
る
も
之
は
呼
吸
運
動
を
多
少
狭
小
な
ら
し
む

る
も
又
同
時
に

血
液
喀
出
を
困
難
な
ら
し
む
る
害
あ
り
。

大
量
の
喀
血

に
は
患
側
を
下

に
し
血
液

の
連
績
喀
出
が
止
む
時
は
患
者

に
静

か
に
仰
臥
位
を
取
ら
し
む
。
翌
日
大
出
血
な
け
れ
ば
患

側
の
肩

の
下

に
坐
蒲
團

三
枚
位
を
押
入
れ

て
僅
に
畢
上
し
漸
次
に
患
側
を
高
く
す

(大
谷
氏
)

理
由
。
な
る
べ
く
早
く
血
液

の
排
出

に
努

め
血
液
蛋
白
の
吸
牧

に
依
る
反
磨
を
輕
減

せ
し

む
る
,

其
他
二
三
を
畢
ぐ
れ
ば

「騰
位
は
患
者
の
随
意
π
ら
し
む

る
も
先
づ
孚
臥
位

が
良
し
」
又
は
輕
度

の
出
血
の
際
に
は
病
鉢
上
に
て
自
由
な

る
膿
位
を

こ
ら
し

め
云
々
。

仰
臥
安
静
の
み
に
て
患
者
に
無
用
な
る
焦
慮

ご
窮
屈
を
強

い
喀
出
の
不
便
を
度
外
覗
す

る
は
當
を
得
な

い
。
出
血
荏
蒋
だ
る
時
長

日
月
に
亙
る
仰
臥
安
静
よ
り
騰
位

の
愛
換
を
行
ひ
て
敷
を
奏
す

る
こ
ご
多
し
。

身
燈
を
静
臥
し
、
衣
服
、
帯
等
の
緊
縛
を
緩
解
し

て
呼
吸
を
安
静
な
ら
し
む

又
曰
く
居
苦
し
く
な

い
位
置
で
絶
樹
安
静
。

椅
子

に
椅
ら
し
め
雨
足
を
垂
れ
し

む
る
の
も
よ
い
。



一
般
に
咳
噺

の
頻
登
せ
ぬ
檬
な
艦
位
を
選
ぶ
が
よ

い
。

松
田
氏
は
身
燈
の
安
静
を
確
實

に
得
せ
し
む
る
爲
に
は
患
者
の
身
禮
が
し
つ
か
り
鉢
面
に
落
ち
付
き
居

る
を
槍
す

る
を
必
要
ご
し

間
隙
あ
ら
ば
物
を
入
れ
て
充
填
す

べ
き
で
あ
る
ご
言
ふ
。

安
静
方
法
の
寛
嚴

以
上
諸
家
の
説
何
れ
も
身
禮
安
静
を
治
療
の
根
本
方
針
こ
し
、
喀
血
量
大
な
れ
ば
、

絶
封
安
静
を
嚴
守
せ
し
む
る
こ
ご
に
は
異
説
の
あ

り
や
う
筈
は
な

い
が
、
蓮
常
問
題

こ
な
る
は
輕
度

の
肺
出
血
時
又
は
止
血
後
に
於
け
る
身
鎧
安
静
の
程
度
方
法
、
期
間
等

で
あ
る
。

宮
川
氏
、
熊
谷
氏
等

の
引
用
し
て
居

る
濁
逸
な
ど

の
文
獄

に
於

て
は

バ
ン
グ
、

ノ
イ

マ
ン
、

バ
ン
デ

リ

エ
ー

ル
、

レ
プ
ケ
又
は
チ
ー
ゲ

ル
ス
テ
ト
氏
な
ど
絶
封
安
静
に
疑
義
を
懐

い
て
居

る
、
其
他
近
來

Q∩
。ぼ
0
α
醇

(置
ぎ
●
ξ
。9
9
。。9
畦漆

。。
こ
餌
ぼ
σq
雪
σq
乞
『●
。。
目
¥
Ω
『碧

(α
2
けω9
①
言
巴
●
≦
○
。
冨
霧
。
ゴ
ユ
津

⑰
G。
甘
ぼ
σq
き
σQ
率

・
蔭
)
な
ど
の
書

い
だ
も
の
を
見
て
も
、
何
れ
も
輕
度
の
肺
出
血

に
封
す

る
身
禮
安

静
の
度
合
は
徐
程
寛

に
な

つ
て
居

る
。
是
等

の
文
獄
を
綜
合
し

て
、
吾

々
の
解
繹
し
て
居

る
所
を
左
に
述

べ
て
見

や
う
.

硬
憂

に
傾

け
る
良
性

の
病
竈

の
小
さ
な
も
の
な
る
こ
ご
が
豫
め
判
明
し

て
居

る
場
合

の
小
出
血
な
ど
は
就
褥
安
静
さ

へ
も
要
し
な

い
ご

言
は
れ
て
居
る
。

叉
喀
疾
中

に
血
液
の
痕
跡
を
認
む
る
如
き
小
出
血
で
は
室
内

に
引
籠

て
安
静
に
し
て
居

る
こ
い
ふ
丈
け
で
臥
躰
安
静

は
必
要
で
な

い
。
便
利
な
安
樂
椅
子

に
坐
し
不
要
な
身
膿
運
動
を
避
け
必
要
な
事
項
だ
け
徐
々
に
行
ふ
や
う
に
す

る
が
よ
い
こ
も
言
は

れ
て
居

る
。
小
出
血
は
そ
れ
自
身
に
は
左
程
恐
れ
る
べ
き
程
の
も
の
で
な

い
の
に
、
そ
れ
が
甚
し
く
恐
れ
ら
れ

る
の
は
、
そ
が
大
出
血

の

前
提
で
あ
る
や
否
や
の
問
題
で
あ
る
が
、
之
に
就

て
は
實
際

に
は
鯨
り
頻

々
あ
る
こ
ご
で
は
な
い
ご
は
れ
て
左
程
恐
怖
し
な
い
や
う
に

も
言
は
れ
て
居

る
。
併
し
叉

三
方
か
ら
は
肺
結
核
の
後
期
喀
血
な
ど
に
於
け
る
「大
出
血
も
初

め
は
先
づ
少
量
の
喀
血
を
起
し
、
後
大
量

を
喀
出
す

る
が
普
通
で
あ
る
」
こ
も

い
は
れ
る
。
之
れ
は
夫
々
目
指
し

て
居

る
場
合
が
違
ふ
の
で
あ
る
。

何
れ

に
し

て
も
初
期
出
血

幽コ
三
9
一①

H・琵
σq
9
三
暮
ニ
コ
σq

は
活
動
性
肺
結
核

の
兆
候
で
あ
る
か
ら
鯨
程
警
戒
を
要
す

る
こ
ご
は
勿
論
で
あ

る
。
況
ん
や
熱
候
で
も
あ
れ
ば

三
層
愼
重
に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

胎
皿淋
奢
百齢α談
恥叢
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二
氏

の
言

に
擦

る
ご
、
梢

ー
重
き
出
血
で

「
ゴ
ッ
ブ
」
に
牛
杯
も

喀
出
し
た
如
き
患
者
だ
こ

臥
躰
安
静
を
守
ら
せ
る
べ
し

ご
あ

る
、
而
し

て
不
安
な
る
神
経
質
の
患
者
な
ど
で
あ
れ
ば
も

つ
ご
輕
症

に
て
も
同
檬

に
安
臥
安
静
を
要
す

る
こ
ご
、
病
院
に
於
て
は
自
宅

患
者
よ
り
は
臥
淋
し
な

い
で
よ

い
こ

い
ふ
範
園
を
籐
程
廣
く
し
て
可

い
ざ
い
ふ
こ
ご
な
ど
も
附
言
し
て
あ
る
。
叉
鉢
中
に
於

て
も
患
者

は
総
て
の
小
蓮
動
を
も
氣
遣
は
し
く
避
け
る
ご
い
ふ
を
要
せ
す
必
要
な
運
動
だ
け
は
落
著

い
て
心
配
な
し

に
實
行
し

て
よ
い
。
自
由
な

仰
臥
の
位
置

に
於

て
上
艦
を
高
め
宇
臥
の
形
に
し

て
静
臥
し
て
居

る
べ
き
で
あ

る
。
之

は
氣
持
ち
好
く
し

て
喀
出
の
容
易
な
る
禮
位

で

あ
る
。

(手
を
敷
蒲
團

の
上

に
置
け
.＼」
も
い
は
れ

る
)
。
廣

ロ
の
疾

「
コ
ツ
プ
」
が
患
者

に
便
利
に
扱

へ
る
様

に
置

て
あ
る
こ
ご
も
必
要
だ
。

砂
嚢
や
絆
創
膏
貼
付
等
も
格
別
の
利
盆
は
認

め
な
い
ご
云

つ
て
居

る
。

(但
し
砂
嚢
、
絆
創
膏

に
就

て
は
別

に
其
條
下

に
述

ぶ
)
.

以
上
本
邦
諸
家
の
説
ご
外
國

の
文
獄
ご
を
逓
覧
し
、
却
説
我

々
の
所
で
は
ど
ん
な
程
度

に
や

つ
て
居

る
か
ご
い
ふ
に
、
之
れ
は
患
者

に

依
て
も
馨
師
に
依
て
も
夫

々
相
違
し
て
行
く
こ
ご
に
な
る
か
ら

三
概
に
は
云

へ
な

い
が
、
多
く
の
場
合
、
出
來
る
だ
け
は
次
第
に
此
の

外
國
文
獄
の
如
き
方
法
に
近
か
う
ご
力

め
だ
り
、
叉
は
自
然

に
そ
う
な
つ
だ
り
し

て
居

る
。
之
れ

に
關
す

る
理
由
は
後
に
大
循
環
系
の

血
腿
、
安
静

ご
運
動
の
利
害

の
條
下

(其
他
自
然
止
血

の
條
下
、
止
血
後
の
注
意
の
條
下
、
強
心
刮
、
「
モ
ル
ヒ
ン
」
の
條
下
等
)
を
参
照
し

て
頂
く

こ
ど
に
し
て
置
く
。
併
し
其
實

行
に
當

て
は
輕
卒
に
失
す

る
は
心
配
で
あ
る
か
ら
、
最
初
は
先
以
て
嚴
に
安
静
を
守
ら
せ
置
き

て
、
能
く
状
況
を
親
察
判
断
し
、
そ

れ
よ
り
次
第
に
前
記

の
如
き
寛
大
な
方
針

に
移
て
行
く
こ
ご
に
し

て
居

る
。
此
判
断

に
當
て
は
喀

出
し
だ
血
液

の
分
量

の
外
、
從
來
の
経
過
及
診
査

の
有
無
が
大
な
る
標
準
ご
な
る
。

(イ
)
斯
く
す
れ
ば
小
出
血
が
大
出
血
の
前
提
で
あ

る
こ
い
ふ
場
合

に
も
大
失
策
を
す

る
こ
ご
が
少

い
。
氣
管
内

へ
出
た
少
量

の
血
液
が
凝
固
し
て
喀
出
さ
れ
な
い
で
居
れ
ば
血
管
孔
を
閉

塞
し
得
る
繹
で
あ

る
が
、

そ
れ
は
歎
時
間
を
経

れ
ば
出
來
る
ご
い
ふ
説
も
あ

る
か
ら
、
如
何
に
從
來

の
輕
過
の
充
分
判
明
し

て
居

て
安

心
ご
思
は

る
る
患
者

(例

へ
ば
反
復
出
血
す

る
患
者
)
の
小
出
血

で
も
、
其
の
間
は
安
静
を
嚴
命
し
て
能
く
観
察
し
た
方
が
安
全

で
あ
る

ご
思
は
れ

る
。
療
養
所
で
は
絶
樹
安
静
が
比
較
的
寛

に
な
る
傾
き
を
生
す

る
は
、
要
す

る
に
長
く
居

て
観
察
濟
み
ざ
な

つ
た
患
者
が
多

い
か
ら
そ
う
な
る
の
で
あ
ら
う
。

(
ロ
)
叉
後
期
出
血

の
大
量
な
の
は
色
の
黒

い
の
が
多

い
檬
に
思
は
れ
る
が
、
之
れ
は
肺
動
脈

(末
梢
動



脈
瘤
等
)
か
ら
來
だ

こ
ご
を
示
す
も
の
こ
見

て
可
か
ら
う
。
從

て
塞
洞
の
存
在

の
豫

め
判
明
し
居

る
患
者
な
ど
は
動
賑
瘤
破
裂
豫
防
の
意

味
で
用
心
深
く
し
た
方
が
よ
い
。

(
ハ
)
大
量
出
血

の
場
合
で
も
窒
息
死
な
ど

に
於
て
は

口
外

へ
多
量
の
血
液
を
喀
出
さ
れ
の
こ
ご
も
あ

る
故
小
喀
血
の
如
く
見

へ
て
も
油
断
な
く
眞

の
出
血
量
は
ど
う
か
ご
考
察
し

て
見
ね
ば
な
ら
な

い
。
叉

か
か
る
窒
息
死
の
例
か
ら
推
す

ご
寧
ろ
喀
血
を
容
易
な
ら
し
む
る
方
が
安
静

よ
り
も
必
要
だ
こ
い
ふ
こ
ど
に
な
る

(「
モ
ル
ヒ
ン
」
の
條
下
参
照
〉
。
観
察
期
間
中
に
は
斯

く
次
か
ら
次

へ
こ
色

々
考

へ
る
が
、
要
す

る
に
前
記
の
如
き
比
較
的
寛
大
な
許
可
を
與

へ
や
う
こ
い
ふ
に
は
決
し
て
簡
輩
に

三
定
の
法

則
ご
し

て
扱

ふ
ご
い
ふ
課

に
は
行

か
な

い
。

絶
封
安
静

に
就

て
は
談
話

の
制
限
は
何
人
に
も
齊
し
く
重
要
親
さ
る
る
所

で
、
止
む
を
得
な

い
事
だ
け
聾
を
立

て
な

い
話
叉
は
指
示
に

て
辮
ぜ
し
め
る
が
例
で
あ
る
が
、
此
爲
め
に
は
周
園

の
者
を
能
く
敷
育
し
て
、
同

じ
く
問
を
登
す
る
に
も
可
否
を
眼
付
き
で
知
ら
せ
得

る
や
う
に
問

へ
ば
患
者
を
煩
は
す

こ
ご
が
少
い
。
患
者
の
身
禮
を
動
か
す
に
當
て
は
、
自
働
的
に
動
か
さ
し
む
る
ご
、
受
働
的
に
動
か

す
ご
は
大
に
意
味
が
相
違
す

る
故
、
殊
に
前
者
を
警
む

る
の
で
あ
る
が
、
叉
同
じ
く
寝

て
居

る
に
も
患
者
に
命

じ
て
勉

め
て
筋
肉
を
弛

緩
し
て
居
ら
し
む

る
や
う
に
す
れ
ば
、
安
静
も
完
全
で
労

々
精
神

(殊

に
興
奮
し
た
精
棘
)
を
鎭

め
る
に
も
数
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。

努
責
な
ど
を
禁
す
べ
き
こ
ご
は
固
よ
り
で
あ
る
。

大
循
環
系

の
血
塵
ご
、
小
循
環
系
の
代
償
機
能
、
安
静
ε
蓮
動
の
利
害

身
膿
運
動
が
喀
血
の
原
因

こ
な
る
は
大
循
環
系
の
血
趣
を
高
む
る
に
在
リ
ビ
せ
ら
る
る
こ
ざ
は
奮
來
の
通
則
で
あ
る
が
、
此
黙

に
は
近

來
別
種
の
考
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
起

て
來
て
居

る
。
即
ち
大
循
環
系
の
血
厘
上
昇
が
喀
血
ご
鯨
り
關
係

が
な
い
こ
い
ふ
成
績

が
報
告
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
之
れ
は
固
よ
り
輕

々
に
は
論
じ
去
ら
れ
な

い
問
題

で
あ
り
今
回

の
諸
家
の
中

に
も
高
亀
氏
等

は
之
れ
を
問
題

こ
し

て
、

肺
出
血
ご
血
座
こ
の
關
係
の
歴
然

ご
覗
は
れ

る
病
例
を
報
告
し

て
居
ら
れ

る
。

東
京
市
療
養
所
で
鈴
木
佐
内
氏
が
多
歎
の
患
者

に
就

て
統
計
的
に
槍
索
し
た
成
績
で
は
大
循
環
系
の
血
歴
壇
進
は
喀
血

の
原
因
こ
し
て

は
心
配
が
少
な
い
こ
い
ふ
こ
ご
に
な
つ
て
居

る
(結
核
第
四
巻
第
六
號
、
第
五
巻
第
⊥
ハ
號
七
號
九
號
十
號
)
。
西
洋

の
大
家

に
も
此
種
の

嘘踊淋
容目験
融眠畿最

二
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説
が
少
く
な
い
。
之
れ
は
肺
臓
循
環

に
於

て
は
代
償
機
能
が
充
分

に
行
は
れ
る
故
、
大
循
環
系
の
血
厘
上
昇
が
こ

、
迄
影
響
す

る
こ
ざ

は
疑
問
視
さ
れ
る
位
で
、
若
し
あ

つ
て
も
極
て
少
な

い
こ
い
ふ
が
根
慷
で
あ
る
。
そ
し

て
肺
結
核

の
如
き
慢
性
炎
症
性

の
攣
化

に
依

て
、

肺
の
脈
管

が
著
し
く
狭
ば
め
ら
れ
花
時
に
於

て
も
、
肺
動
賑

に
於

て
は
左
程
の
血
厘
上
昇
を
起
す
も
の
で
は
な

い
ε
い
は
れ
て
居

る
。

但
し
之
れ
は
心
臓
殊

に
左
心

の
健
全
な
時
の
事

で
あ
る
。

心
臓
殊
に
左
心

さ

へ
健
全
な
れ
ば
小
循
環
系
は
代
償
が
容
易
に
行
は
れ
る
の
で
、
大
循
環
系

に
於

て
諸
種
の
事
項
が

一
々
血
塵
上

へ
影

響
を
及
ぼ
し
來

る
ご
は
鯨
程
見
當
が
違
ふ
も
の
こ
見

て
よ
い
。
其
代
償

の
鍵
を
握

て
居

る
も
の
は
心
臓
殊

に
左
心
で
あ
る
、
之
れ
は
喀

血

に
樹
し
て
「
カ
ン
フ
川
」
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
な
ど
を
用

ふ
る
圭
な

る
理
由
ご
見
ら
れ
る
。
心
臓
殊

に
左
心
が
全
く
健
全
な
る
場
合
に
は
強

心
剖
を
用

ひ
す

ご
も
、
代
償
機
能
は
容
易
に
出
來
得

る
の
で
あ
る
か
ら
強
心
刻
を
用

ふ
る
に
は
自
ら
適
慮
症
も
あ

る
わ
け

で
あ
る
が
、

之
れ
は
別
に
強

心
剰
の
條
下

に
於

て
述

べ
る
こ
ご
こ
し
鼓
に
は
血
厘
を
高

め
る
藥
剤

さ

へ
も
喀
血
治
療
に
賞
用

さ
る
る
場
合
あ
る
こ
ご

を
注
意
し

お
か
う
。

身
禮
運
動
は
そ
れ
自
身
が
胸
部
の
安
静
を
破

る
外
、
呼
吸
の
歎
及
深
さ
の
増
加
拉
に
脈
搏
教
の
増
加

に
依

て
胸
部
の
安
静
を
脅
か
す
も

の
で
あ
る
が
、
尚

ほ
精
紳
的
及
び
身
膿
的
過
勢

に
依
て
は
植
物
性
棘
経
系

を
介
し
て
炎
症
性

の
病
竈
反
鷹
が
惹
起
せ
ら
れ
、
病
竈

の
周

園

へ
多
量
の
血
液
が
集

る
に
由
て
肺
出
血
を
起
し
易

い
こ
い
ふ
説
も
あ

る
。
故
に
身
禮
運
動

に
は
最
も
警
戒
を
加

へ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

ご
は
固

よ
り
で
あ
る
が
、
安
静
療
法
に
於
て
大
循
環
系
血
厘

の
充
進
を
の
み
恐
れ
、
專
ら
そ
れ
の
降
下
を
目
標

こ
す

る
は
必
す
し
も
當

を
得

陀
方
針
ご
は
い
は
れ
な
い
。
此
問
題
ご
密
接

の
關
係
を
有
す

る
は

「
モ
ル
ヒ
ン
」
等
麻
酔
剤

の
使
用
如
何
で
あ
る
。

「
モ
ル
ヒ
ン
」
の

忌
避
さ
る
る
に
は
「
モ
ル
ヒ
ン
」
の
條
下

に
於

て
述

べ
ん
ε
す

る
種

々
の
理
由
も
あ
る
が
、
心
臓
の
沈
衰
も
亦
恐
れ
ら
る
べ
き
事
項

の

三

つ
ご
見
徹
す
が
正
し
い
ご
思
ふ
。

何
れ
に
し

て
も
精
紳
身
禮

の
安
静
が
必
要
だ
こ
い
ふ
大
膿
論
に
於
て
は
異
説
の
起

る
筈

は
な
い
が
、
其
理
由

に
就

て
は
種

々
の
意
見
が

あ
り
、
從
て
又
其
實
行
程
度
に
就
て
も
種

々
の
説
が
起

る
。
例

へ
ば

切
碧
σq
氏
の
如
き
は
適
當

な
身
膿
運
動
に
依

て
呼
吸
の
歎
及
び
深

さ



の
輕
度
に

増
加
す

る
は
肺
臓
中

の

血
液

の
正
常
な
る

循
環
排
流
を
助
く
る
位

な
も
の
だ
こ
い
ふ
て
其
害
を

恐
れ
＼な

い
や
う
に
言
て
居

る
。
叉

「
モ
ル
ヒ

ン
」
の
條
下
に
て
述

べ
や
う
こ
し
て
居

る
如
く
、
肺
臓
内

に
貯
留
停
滞
し
た
血
液

の
喀
出
が
困
難
な
る
は
却

て
危
瞼

で

あ
る
ご
い
ふ
見
方
も
あ

つ
て
、
そ
れ
に
從

へ
ば
過
度

の
安
静
は
必
す
し
も
無
害
安
全
こ
の
み
は
い
は
れ
な
い
。
況
ん
や
榮
養
其
他

三
般

状
態
に
及
ぶ
影
響
を
考

へ
る
ご
き
は
「安
静
に
さ

へ
さ
せ
て
お
け
ば
間
違
ひ
は
な

い
」
ε
い
ふ
考

へ
方
は
謂
は
ば
つ
る
い
考

へ
方
ご
評
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
登
熱
其
他
爾
他

の
徴
候
に
於

て
も
安
静
を
要
す

る
も
の
あ
る
ご
き
は
固
よ
り
別
の
問
題
で
あ

る
。

要
す

る
に
目
的
は
止
血
問
題
そ
の
も
の
よ
り
更
に
進
ん
で
肺
結
核
の
維
過
に
樹
す

る
影
響

の
良
否
如
何
こ
い
ふ
こ
ご
を
第

三
に
念
頭
に

置
か
ね
ば
な
ら
な

い
繹

で
あ
る
。
身
禮

の
安
静
は
病
竈

の
出
血
部
位
を
安
静
な
ら
し
む

る

三
法
で
、
有
致
な
療
法
で
あ
る
が
、
止
血
後

な
ど
で
、
他
に
絶
樹
安
静
を
要
す

る
理
由
の
少
し
も
な
い
時

に
鯨
り
長
く
絶
樹
安
静
を
強
ゆ

る
こ
ご
な
ど
は
他
の
方
面

に
相
當
な
不
利

を
起

さ
す

に
は
行
ひ
得
な

い
方
法
だ
ご
い
ふ
こ
ビ
を
考

へ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
之
れ
は
誰
れ
に
も
當
然
な

こ
ご
ご
思
は
れ

る
で
あ

ら
う
が
、
安
静
に
も
程
度
が
あ
る
ご

い
ふ
意
見
は
そ
う
い
ふ
所

か
ら
も
出
登
す

る
ご
思
ふ
。

診
察
に
就
て

諸
家
の
記
載
中
に
掲
げ
ら
れ
セ
る
も
の
二
一二
を
抜
録
す

る
ご

狼
り

に
患
者
を
動
か
し
、
不
必
要
な
る
槍
査
を
行
ふ
べ
か
ら
す
。
唯
静
か
に
爾
肺
の
後
下
部
を
聴
診
し
、
出
血
側
を
豫
想
し
得
ば
最

早
充
分
な
b

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

多
少
で
も
呼
吸
音
に
異
常
な
き
や
に
注
意
す

る
こ
ご
が

非
常

に
必
要
で
あ
る
。
余
の
病
院
で
は
入
院
す
る
ご
即
時
に
病
鉢
で

「
レ
ン

ト
グ

ン
」爲
眞
を
撮
る
こ
ご
に
し

て
居

る
。
呼
吸
器
病
專
門
家
は
携
帯

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
を
所
持
す

る
こ
ご
が
非
常
に
必
要
だ
虻、
思
ふ

(宮
川
氏
)
。

「危
瞼
な
き
輕
微

の
喀
血

」
に
於

て
も
叩
診
法
を
行
は
す
。
出
血
部
位
は
呼
吸
音
弱
し

(高
田
氏
)
。

泳
嚢
を
置
く
部
位
を
求

め
ん
こ
し

て
反
復
診
察
す

る
が
如
き
を
戒
し
む

(篠
原
氏
)
。

臨
跡
實
験
談
叢

二
七
一
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大
喀
血

(百
琵
以
上
)
に
は
絶
封
安
静
を
嚴
命
し
、
打
診
な
ど
は
出
來

る
丈
け
避
け
て
居

る
。
爾
側
に
理
學
的
症
候
が
認

め
ら
れ
だ
時

は
何
れ
が
出
血
側
な

る
か
を
知

る
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
大
水
泡
音
が
多
敷

に
存
在
す

る
側
が
新
鮮
な
る
病
竈
を
有
す

る
も
の
ご
見

徹
す
。
出
血
は
古

い
病
竈

の
室
洞
か
ら
來
る
こ
ご
は
少
く
、
寧

ろ
新

に
肺
炎
性
病
憂
を
生
じ
陀
場
所

か
ら
出

る
も
の
が
多

い
や
う
に

思

ふ
。
斯

る
病
竈
は
奮
病
竈
の
近
く
に
も
あ
り
他
側
に
も
あ
り
得

る
故
出
血
側
を
知

る
こ
ご
困
難
な
り

(有
馬
英

二
氏
)
。

喀
血
治
療
に
當

て
は
患
者
の
診
察
は
相
當
な

三
問
題
で
あ
る
。
脈
搏
歎
、
呼
吸
歎
等
を
診
し
て
後
、
徐

々
に
愼
重
に
胸
部
を
聴
診
し
た

り
す

る
の
で
あ
る
が
.
最
初

か
ら
病
竈
部
位

の
判
明

つ
て
居

る
患
者
で
あ
る
ご
暗
示
作
用

の
積
り
位

で
可

い
や
う

に
思
ふ
。
米
國

の
サ

ラ
ナ
ー
ク
、

レ
ー

ク
で
或
日
本
人
が
大
喀
血
後
ブ
ラ
ウ

ン
氏

の
治
療
を
受
け

て
居

た
が
、
喀
血
後

一
ヶ
月
以
上

の
時

に
「其
後
ま
だ
胸
部

は
診
て
貰
は
な

い
」
ざ
言
て
居

だ
。
先
生
が
診
察

に
は
折
々
來
る
が
打
嫌
診
は
し
な

い
.こ
の
こ
ご
で
あ

つ
陀
。
最
も
先
生
の
聡
診
に
は
咳

噺
を
さ
せ
て
見
る
こ
ご
が
多

い
の
で

一
暦
愼
重
に
す

る
の
か
ご
も
思
は
れ
、
其
他
特
種
の
事
情
も
あ
つ
た
ら
う
が
、
兎
に
角
そ
れ
で
患

者
が
、
眞

に
信
頼
し

て
安
心
し

て
居

る
状
況
が
大
に
注
目
に
値
し
た
課
で
あ
つ
た
。

泳
嚢
、

ペ
ン
ツ
オ

ル
ト
氏
砂
嚢
、

二
ー
ド

子
ル
氏
絆
創
膏
貼
附
。

之
れ
は
前
號
迄
に
述

べ
ら
れ
だ
諸
家
の
多
く
が
皆
使
用
す

る
こ
ざ
を
記
載
し
居

る
所

で
あ
る
。
そ
し
て
大
膿
同
じ
様
な
書
き
振
り
で
あ

る
が
強

て
小
異
を
属
別
し

つ
、
取
纏
め
て
見
や
う
。

泳
嚢
も
其
主
要
目
的
は
安
静
を
得
せ
し

め
や
う
こ
す

る
に
在

る
こ
ご
は
諸
氏
皆
同
じ
で
あ
る
。
砂
嚢
、
絆
創
膏
貼
附
に
至

て
は
固

よ
り

然
b
で
あ

る
。
其

の
説
き
方
を
畢
げ

て
見

る
ゼ

(イ
)
呼
吸
運
動
を
制
限
す

る
。
.そ
れ
に
依

て
血
栓
の
形
成
を
促
す
。
出
來
陀
血
栓
の
取
れ
な

い
や
う
に
す

る
。

(
ロ
)
容
易

に
且

つ
嚴
格

に
安
静
を
守
ら
し
む

る
こ
ご
が
出
來

る
。

(
ハ
)
急
劇
な
る
膿
動
を
警
戒
す

る
こ
ご
が
出
來

る
。

(
二
)
睡
眠
よ
り
醒
め
た
時
禮
動
咳
噺
等
喀
血
に
不
利
な
る
動
作
を
行

ふ
こ
ざ
を
制
止
し
有
敷
な
警
戒
ビ
な
る
。



(ホ
)
興
奮
し

て
居

る
者
も
安
堵

の
思
ひ
を
な
し
氣
分
爽
快
ご
な
る
。

(
へ
)
頭
部
及
び
心
臓
部
を
冷
却
す
れ
ば
精
神
心
臓
の
興
奮
を
除
く
、
殊

に
神
経
過
敏
な
者
叉
は
鯨
り
心
配
し
て
居

る
者
に
は
心
臓
部

に
泳
嚢
を
載

せ
て
安
静
を
計
ら
し
む
る
こ
ご
を
良
法
ご
す
。

以
上
は
安
静
を
目
的
こ
し

て
の
説
き
方
で
あ
る
が
、
尚
ほ
泳
嚢
に
就

て
諸
家
の
述

べ
陀
説
を
大
禮
に
全
部
列
睾
し

て
見

る
ご
左
の
通
り

で
あ
る
。

(イ
)
三
般

に
胸
部
泳
器
法

に
よ

つ
て
肺
血
管
の
牧
縮
を
招
來
す
る
こ
ご
は
望
み
得

の
こ
見
徹
し
て
居

る
が

(井
上
氏
)
當
該
側
の
肺
臓

に
は
他
側

に
比
し

て
血
流
が
減
少
す

る
を
認
め
て
居

る
人
も
あ
る
(井
上
氏
、
前
田
、
小
林
氏
)
。
但
し
之
れ
が
爲

め
人
間
に
於

て
止
血
作
用

あ
る
も
の
こ
考

ふ
る
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
す

(前
田
、
小
林
氏
)
。

(
ロ
)
皮
膚

に
泳
嚢
を
貼
す

る
時
は
其
の
刺
戟

に
よ
り
肺
臓
の
血
管

は
反
射
的
に
牧
縮
を
來
す

ご
唱
ふ
る
者
ー

フ
オ
ン
、
デ

ン
、
ベ
ル
デ

　

む

ン
ー
あ
り

(入
澤
、
國
崎
氏
、
熊
谷
氏
)
然

れ
ど
も
肺
血
流

に
果
し

て
敷
あ
る
や
疑
問
に
し
て
、
寧

ろ
望
む
可
ら
ざ
る
こ
ご
な
り

然

れ
共
泳
嚢
を
貼
す

る
こ
ご
は
必
す
し
も
利
な
き
に
あ
ら
す
。
患
者
は
泳
嚢
を
出
血
部
に
保
た
し

め
自
ら
膿
位
の
縛
換
姿
勢
の

憂
化
を
可
及
的
制
限

せ
ん
ご
努

む
る
を
以
て
身
禮
の
安
静
は

三
暦
有
敷
に
保
陀
る
る
を
得

べ
し

(入
澤
、
國
崎
氏
、
小
澤
氏
、

永
野
氏
)
。

(
ハ
)
泳
嚢

に
依

て
冷
却
が
出
血
部
に
到
達
す

る
ご
は
考

へ
難

い
。
併
し
之
れ
に
依

る
反
射
作
用
は
考

へ
ら
る
。
健
康
者
に
就
て
胸
部

に
泳
嚢
を
貼
す
る
前
後

の
血
厘
を
測
定
し
て
見

る
ご
殆
ん
ど
凡

て
の
患
者
に
血
塵
の
下
降
ご
同
時

に
脈
搏
数
の
減
少
を
見
る
こ

ご
が
出
來

る
、
叉
泳
嚢
を
置
く
に
依
て
興
奮
せ
る
心
臓
機
能
を
安
静
に
し
患
者
を
絶
封
安
静
に
臥
躰
せ
し

め
得

る
利
釜
が
あ
る

(岩
井
氏
)
。

以
上
は
大
禮
泳
嚢
を
推
賞
し

て
居

る
説
で
あ
る
が
、
省
ほ
泳
嚢
に
樹
し

て
異
論
の
黙
を
墨
げ
労

ー
又
砂
嚢
の
作
用
を
説
い
て
居

る
人
も

あ
る
。
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(
二
)
小
出
血

に
樹
し

て
長
く
泳
嚢
を
貼
す

る
こ
ど
は
有
害
無
敷
で
あ

る
(大
谷
氏
)
。

(
ホ
)
泳
嚢
を
貼
す
る
こ
ざ
は

一
種
の
慣
性

の
如
き
も
の
で
あ
る
、
胸
部
皮
膚

の
凍
傷
を
登
す

る
迄

に
叉
無
熱

の
時

に
戦
悌
し
な
が
ら

多
く
の
泳
嚢
を
貼
す

る
如
き
は
意
義
な
き
こ
ご
ε
考

へ
ら

る
。
寧

ろ
取
扱

に
便
利
な

る
砂
嚢
を
以

て
し
或
は
絆
創
膏
を
施
し
て

も
其
の
敷
果
は
決
し
て
相
違
な

い
で
あ
ら
う

(大
縄
氏
〉
。

(
へ
)
縫
績
す

る
小
喀
血

に
は
爾
胸
側

に
貼
附
す

る
砂
嚢
療
法
屡

≧
有
敷
な
る
こ
ご
あ
り
。

(
ト
)
砂
嚢
は
多
季

ε
か
僻
地

こ
か
叉
は
泳
代
を
も
節
約
す

べ
き
必
要

の
あ
る
人

こ
か
看
護
人
の
無

い
場
合

こ
か
に
用

ふ
べ
き
も
の
だ

(三
戸
氏
)
。

次
に
砂
嚢
絆
創
膏

に
樹
し
て
異
論
を
唱
ふ
る
人
も
あ
る
。
即
ち

(チ
)
砂
嚢
及
び
絆
創
膏

は
何
等
特
別

の
敷
果
を
認

め
す
吾
人
は
寧
ろ
泳
嚢
貼
用
を
選
ぶ
も
の
な
り

(前
田
、
小
林
氏
)
。

(リ
)
泳
嚢
は
必
要
な
ら
す
併
し
止
血
を
助
く
、
砂
嚢
は
喀
血
を
催
す

が
如
し
皮
膚
を
熱
せ
し
む
る
に
由

る
(高
田
氏
)
。

(
ヌ
)
ペ

ン
ツ
ォ

ル
同
氏
は
出
血
側
に
砂
嚢
を
載
せ
、
該
側
の
呼
吸
運
動
を
制
限
し
敷
果
を
得
た
り
ご
云
ふ
。
然
れ
ど
も
斯
く
の
如
く

し
て
肺
臓

に
充
分
な
る
安
静
を
與

へ
得
ざ

る
こ
ご
は
固
よ
り
論
を
侯
セ
す
。
加
之
喀
血
運
動
を
障
碍
す

る
を
以

て
更
に
大
な
る

危
瞼
を
招
く
こ
ε
な
き
に
あ
ら
す
、
且

っ
患
者
は
永
く
砂
嚢

の
重
量
に
堪
え
ざ
る
可
き
を
以

て
、

ペ

ン
ツ
ォ

ル
ト
氏
が
推
賞
す

る
如
き
敷
果
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
可
し
絆
創
膏
貼
付

の
敷
果
は
砂
嚢

に
於
け
る
ご
殆
ど
選
ぶ
所
な
し
ご
錐
も
此

法
は
試
む
る

も
亦
妨
げ
ざ
る
べ
し

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

絆
創
膏
、
繍
帯
は
可
な
り
有
敷
な
り
ご
信
す

る
(有
馬
英

二
氏
)

以
上
は
諸
家

の
掲
げ
泥
る
理
論
で
あ
る
。
精
紳
身
燈
殊

に
胸
部
の
安
静
を
目
的
ご
し
、
心
臓
肺
臓

に
鎭
静
作
用
を
與

へ
や
う
ご
い
ふ
が

第

三
で
あ
る
。

次
に
泳
嚢
に
就
て
は
肺
臓
血
管

の
反
射
的
牧
縮
説
も
紹
介

さ
れ
て
は
居

る
が
、
之
れ

に
關
す

る
議

論
が
不
足
し

て
居

る

や
う
に
思
は
れ
る
。
皮
膚

に
寒
冷
作
用
を
及
ぼ
す
ご
身
禮
表
面

の
血
管
は
牧
縮
し

て
血
液
は
腹
腔

に
集

る
の
で
あ

る
が
、
此

の
際
呼
吸



器
の
血
管
は
外
温
に
依
り
反
射
的
に
禮
の
表
面
の
血
管

ご
牧
縮
振
張
を
共
に
す

る
こ
い
は
れ
て
居

る
か
ら
喀
血

の
場
合

の
如
く
肺
臓
血

管
に
少
し
に
て
も
牧
縮
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
い
こ
い
ふ
時
に
は
之
亦
相
當
重
要
な
問
題
こ
し
て

三
鷹
今
少
し
く
多
く
論
議

さ
る
べ
き
貼

で
あ
る
ε
思
ふ
。
其
の
他
心
臓
部
、
項
部
等
の
泳
嚢
、
泳
枕
等

に
就

て
は
血
液
凝
固
促
進
の
作
用
が
あ
る
ご
い
ふ
人
も
居
る
。

貼
用
の
方
法
に
就

て
は
第

三
其
の
部
位

に
就

て
諸
家
の
説
を
見
る
に
次
の
如
し
。

泳
嚢
等
を
置
く
場
所
は
病
側
、
出
血
部
の
上
に
置
き
更
に
爾
ほ
心
臓
の
上

に
も
輕

い
泳
嚢
を
置
く
ご
可
い
ざ
い
ふ
。
又
額
部
に
も

泳
嚢
を
置

い
て
可

い
ご
も

い
は
れ
る
。
出
血
部
位
の
推
測
困
難
な
る
を
述
ぶ
る
人
な
り
、
出
血
部
位
は
呼
吸
音
弱
し

ご
い
ふ
あ
り
。

出
血
部
位
明
か
な
ら
ざ
る
ご
き
は
雨
側
前
胸
部
に
貼
せ
よ
ε
い
ひ
叉
は
雨
側
上
葉

に
置
け
ざ
い
ふ
。
叉
泳
嚢
は
安
静
を
保
た
し
む

る
目
的
故
出
血
側
を
推
測
し
得
ざ
る
場
合

に
は
心
臓
部
に
置
き
之
れ
を
正
し
く
該
部
に
保
た
し
む
る
時
は
其
の
目
的
を
達
す

る
曾
▼

い
は
る
。

患
部

に
貼
す

る
泳
嚢
砂
嚢

の
重
量
、
作
り
方
、
置
き
方
等

に
關
す

る
説
を
墨
ぐ
れ
ば
、

(イ
)
喀
血
の
懸
急
慮
置
こ
し

て
は
重
い
泳
嚢
を

一
、
二
個
置
き
、
時

に
は
そ
の
上
よ
b
砂
嚢
で
更
に
趣
迫
す
る
こ
ご
あ
り

(宮
川
氏
)
。

(
ロ
)
泳
嚢

の
癒
用
は
肺
血
管

を
牧
縮

せ
し
む
る
こ
い
ふ
の
で
は
な

い
か
ら
寒
冷
を
厭

ふ
患
者
に
は
泳
嚢
叉
は
砂
嚢
を
な
る
べ
く
重
く

(四
〇
〇
乃
至

三
・
○
○
○
乃
至

三
二
〇
〇
琵
)
置
き
頑
固
な
出
血
に
は
尚
ほ

=
暦
堪
え
ら
れ
る
丈
け
重
く
し
、
時
ε
し
て
は
病
側

の
側
胸
部
に
二
〇
〇
〇
琵
以
上
の
砂
嚢
を
密
著
せ
し
め
て
病
肺

の
運
動
を
制
限
し
喀
血
の
制
止
後
漸
次
輕
く
す

る
(久
野
氏
)
。

(
ハ
)
泳
嚢
は
心
悸
充
進
抑
制

の
目
的
で
小
さ
な
も
の
を
用
ふ
る
(三
戸
氏
)
。

(
二
)
砂
嚢
を
作
る
に
は
布
を
枕
の
や
う
に
縫
ひ
て
中

に
川
砂
を
入
れ
れ
ば
良

い
(熊
谷
氏
V
。

(
ホ
)
泳
嚢

ご
皮
膚
こ
の
間

に
は
「
フ
ラ

ン
子
ル
」
「タ
オ
ル
」
等

を
播
入
し
直
接

に
接
鯛
す

る
を
避
く
べ
し
。
患
者
の
苦
痛
を
察
し
、
凍

傷

を
豫
防
す

る
爲

め
で
あ
る

(入
澤
、
國
崎
氏
、
岩
井
氏
)
。

泳
嚢

の
使
用
法
は
前
記
諸
家

の
設
に
充
分
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
荷
ほ
感
冒
に
罹
ら
せ
漁
注
意
の
だ
め
に
は
十
五
分
か
三
十
分
間
位
宛

臨
跡
實
験
談
叢

二
七
五



鴎
剛鼎冊害
露
職
談
叢眠

二
Lて
山ハ

行

て
は
休
む
や
う
に
し
た
方
が
可

い
こ
い
ふ
人
も
あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
附
言
し
て
置
く
。

絆
創
膏
貼
附
法
。

(イ
)
出
血
側
に
絆
創
膏
を
貼
附
し
て
呼
吸
運
動
を
制
限

せ
ん
ご
企

つ
る
方
法
あ
り
。
幅
凡
そ
三
糎
の
帯
状
絆
創
膏
を
脊
柱
よ
り
胸
骨

に
亙
り
て
貼
附
し
、
肺
尖
よ
り
始

め
次
第

に
下
方

に
及
び
患
側
の
全
部

に
行

ふ
(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

(
ロ
)
當
該
胸
部
肋
骨
走
向

に

直
角

に
二
三
條

の
絆
創
膏
を
貼
布
し

て
、
咳
噺
時
肋
骨
運
動
の

過
動
を
止
め
る
こ
ご
を
勉

め
る

(小
澤

氏
)
。

(
ハ
)
絆
創
膏
を
胸
に
十
文
字

に
貼
し
た
り
す

る
も
安
静
を
保

つ
意
味
あ
り

(松
田
氏
)
。

(
二
)
病
患
側

に
丁
寧
に
斜
に
十
字

に
張
り
付
け
て
呼
吸
を
努
め
て
淺
く
さ
せ
る
や
う
に
す

る
(宮
川
氏
)
。

(
ホ
)
繍
帯
叉
は
絆
創
膏
を

一
、

二
寸
位

の
幅

に
切
り
横

に
叉
は
斜
に
背
よ
り
前
の
方

に
廻
し
て
縛
り
、

大
き
な
呼
吸
の
出
來

ぬ
様
に

す
る

(熊
谷
氏
)
。

(
へ
)
胸
壁

に
一
ご
二
糎

の
幅

の
絆
創
膏
を
屋
琵
状

に
貼
す

(服
部
)
。

(ト
)
室
o号
2

氏
方
法
に
從

ひ
絆
創
膏
を
以
て
、
胸
骨

か
ら
脊
柱

に
か
け
て
呼
氣

の
状
態
に
固
定
す

る

(岩
井
氏
)
。

(チ
)
患
側
胸
部

の
運
動
を
制
限
す
る
爲

ニ
ー
ド
子
ル
氏
の
絆
創
膏
纏
絡
を
行
ふ
か
、
私
は
近
時

「
ア

ン
チ
フ

ロ
ヂ

ス
チ
ン
」
を
冷
た

い

儘
、
長

さ
三
〇
乃
至
四
〇
糎
幅

二
〇
乃
至
三
〇
糎
の
長
方
形
の
「
子
ル
」
に
厚
く
延
し

て
患
胸
肋
骨

の
走
行

に
直
角
の
方
向
に
貼

用
し

て
居

る
。
大
層
便
利
で
あ
る
(井
上
氏
)
。
・

我

々
の
審
局
で
は
絆
創
膏
は
折

々
試
み
る
位

の
威
で
あ
る
が
、
間
欲
時
又
は
止
血
後
に
於
て
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
れ

に
し
て
ム
再

襲
豫
防
の
意
味
で
あ
る
。
絆
創
膏
は
幅
の
廣

い
を
用

ひ
呼
氣
の
状
態
に
於
て
横

に
屋
琵
状

に
貼
附
す

る
。
其
の
際
絆
創
膏
の
雨
端
は
前

面
背
面
共

に
中
央
線
を
越
し
て
他
側
迄
及
ん
で
居

る
や
う
に
す

る
こ
ご
を
そ
の
作
用
を
強
く
す

る
所
以

こ
し

て
居

る
。

、

人
工
氣
胸



大
出
血
の
反
復
す

る
者
に
封
す

る
確
實
な
方
法
こ
し
て
は
人
工
氣
胸
よ
b
外
に
道
が
な

い
ε
云
は
れ
て
居

る
。
併
し
人
工
氣
胸
は
出
來

る
場
合
ご
出
來

の
場
合
ご
あ
つ
て
出
來
る
場
合
は
寧
ろ
少
い
の
で
あ
る
か
ら
、
能
く
專
門
的
に
経
瞼
を
積
ん
だ
人
に
相
談
す

る
が
要
訣

で
あ
る
。

人
工
氣
胸
の
理
論
、
實
施
注
意
等

に
就

て
は
宮
川
氏
、
大
縄
氏
、
前
田
、
小
林
氏
、
入
澤
、
國
崎
氏
、
永
野
氏
、
三
戸
氏
も
救

べ
て
あ
る
が

殊
に
熊
谷
氏
村
尾
氏
は
專
門
家
こ
し

て
人
工
氣
胸
を
行

ふ
べ
き
患
者
の
選
澤
ご
方
法
に
就

て
述
べ
て
居

る
。
帥
ち
熊
谷
氏
は

出
血
側
を
知

る
の
肝
要
な
る
こ
ご
、
以
前

よ
り
診
察
し
居

る
患
者
な

る
ご
き
は
患
側
に
行
て
見

る
べ
き
こ
ご
、
高
度
で
な
く
こ
も
八

〇
〇
乃
至

三
〇
〇
〇
琵
位
を
入
れ

て
試
む
る
こ
ご
、
癒
著

の
有
無
を
精
槍
す

る
を
要
す
る
こ
ご
。
反
復

せ
る
喀
血
に
大
抵
氣
胸
で
止

血

の
致
を
奏
し

て
居

る
等

の
鮎
を
畢
ぐ
。
村
尾
氏
は
止
血
氣
胸
法
を
行
ふ
べ
き
場
合
を
大
髄
次
の
如
く
に
述

ぶ
。

二

)
重
篤
な
る
喀
血
、

(イ
)
病
竈

が
主

こ
し

て
片
側
に
在
て
氣
胸
を
績
行
し
得
る
場
合
、

(
ロ
)
爾
側
に
病
攣
が
あ

つ
て
氣
胸
績
行
は

不
可
能
な

る
も

一
時
止
血
の
目
的
に
て
行
ふ
場
合
。

(二
)
反
復
性
喀
血
、

(イ
)
間
歌
時

に
行

ふ
場
合

(豫
防
的
)
、

(
ロ
)
喀
血
時
に
行
ふ
場
合
。

(三
)
他
の
肺
疾
患

で
喀
血
を
伜
ふ
場
合
。

尚
ほ
氏
は
氣
胸
實
施
法

に
就
て
の
注
意
、
横
濱
療
養
所
の
患
者
に
於
け

る
喀
血
頻
度
及
び
氣
胸
適
癒
症
患
者
の
%
を
求
め
有
致
な
り
し

實
施
例

に
就

て
述

ぶ
。自

然
止
血

喀
血
治
療

に
用

ひ
ら
る
る
藥
剖

に
就

て
述
ぶ
る
に
先
ち
抑
も
藥
渕
鷹
用
を
必
要

こ
す

る
や
否
や
の
問
題

に
就
て

三
考
す

る
は
最
も
重
要

な

る

一
事

に
囑
す

る
。
之
は

三
般

に
結
核
治
療
に
當
て
考
慮

を
要
す

る
場
合
の
多
い
問
題
で
あ

つ
て
、
殊

に
我
國
の
如
く
治
療
、
即
ち

投
藥
こ
い
ふ
観
念
の
強

い
風
習
あ
る
所

に
於
て
は

三
層
然
り
だ
ε
感

せ
ら
れ

る
。

鼓
に
自
然
止
血

ど

題
し
た
の
は
圭

こ
し

て

「藥
刻
等
を
用

ひ
な
く
し
て
血
液
の

喀
出

が
止
む
」
こ
い
ふ

を
意
味
し
て
居

る
の
で
あ

る
。

臨
淋
賓
駿
鼓
叢

二
七
七



臨
淋
審
験
設
叢

二
七
入

血
液

の
血
管
外
逸
出
は
喀
出
時
よ
り
は
幾
分
な
り
前

に
濟
ん
だ
こ
.し
も
多

い
繹

で
あ
る
か
ら
最
後
の
血
管
外
逸
出
以
來
を
自
然
止
血

こ

す

れ
ば
、
最
後
の
喀
出
時
か
ら
、
更
に
そ
の
刹
那
に
迄
遡
て
考

へ
ね
ば
な
ら

の
こ
ご
も
あ
る
。
血
管
外

に
噴
出
し
た
血
は
ど
の
位
の
時

間
を
経
過
す
れ
ば
凝
固
し
て
血
管

の
破
裂

ロ
を
塞
ぐ
か
は
問
題
で
あ
り
、
叉
氣
管
内

に
出
陀
血
液
は
ど

の
位

の
大
さ
迄
は
咳
噺
喀
血
を

起

さ
な

い
で
停
滞
す

る
か
は
問
題

で
あ
る
が
四
、

五
時
間
も
再
喀
出
が
な
け
れ
ば
血
管
孔
は
閉
塞

さ
れ
た
も
の
こ
見

て
可

い
マ、
い
ふ
説

も
あ
る
。
宮
川
氏
は
止
血
は
多
分
血
栓
形
成
に
因

る
も
の
で
は
あ
ら
う
が
、
或
は
出
血
せ
し
病
竈

に
反
癒
現
象
現
は
れ
て
來
る
の
か
も
知

れ

の
こ
述
ぶ
。
止
血
の
場
合
に
於
け

る
病
竈
内
の
現
象

は
外
部
か
ら
で
は
結
局
色

々
に
想
像
し

て
見
る
丈
け
に
過
ぎ
な

い
が
、
先
づ
血

栓
形
成
の
時
間
を
推
測
し
つ
、

三
面
に
は
叉
喀
出

さ
れ
な
い
小
出
血

の
持
績

な
き
ゃ
も
考

へ
て
油
断
な
く
、
冷
静
に
経
過
を
観
察
す
る

の
用
意
は
第

三
に
必
要

で
あ
る

(末
尾

に
掲
ぐ
る
止
血
後
の
注
意
の
條
下
参
照
)
。

入
澤
、
國
崎
氏
は
「少
量
の
喀
血

に
際
し
て
は
身
盟
の
劇
動
を
戒

め
、
甚
し
く
興
奮
せ
る
場
合

に
は
適
當

の
慰
安
を
與
ふ
る
外
特
種
の

庭
置
を
要
せ
す
」
ご
謂

ひ
、
叉
身
禮
の
安
静

に
ょ
り
て
自
然
停
止
す

る
を
常
こ
す
ご
述
ぶ
。
原
氏
は
「
喀
血
は
多
く
の
場
合
自
然

の
経

過
に
て
止
ま
る
も

の
な
り
」
こ
の
信
條
を
原
則
こ
し
て
種

々
の
技
巧
的
庭
置
は
な

る
べ
く

避
け
る
べ
き
を
述
べ
篠
原
氏
は
止
血
捌

に

封
し
大
な
る
期
待
は
出
來
難
く
、
身
騰
精
紳
上
の
安
静
を
保
ち
且

っ
咳
噺
を
鎭
静
せ
し
む
る
等

に
依

て
虜
置
し
他
は
凡
て
樹
症
療
法

に
依
る
方
が
策
の
得
陀
る
も
の
で
な

い
か
ご
思
ふ
.・」
説
く
。
高
鶏
氏

は
多
く
の
場
合
、
何
等

の
手
當
も
施

さ
す

ご
も
止
血
す

る
も
の

で
あ
る
ご
言
ひ
,
喀
血
治
療

に
策
多
き
は
畢
覚
無
策
を
意
味
す

る
ざ
述

べ
て
居

る
。
佐
竹
氏
、
三
戸
氏
は
藥
剖
濫
用
を
戒

め
る
言
の
中

に
高
贋
な
藥
捌
を
輕
濟
的
方
面
よ
り
戒

め
、
近
藤
氏
は
臨
淋
上
の
経
験
少
き
人
程
藥
の
致
力
を
輕
卒

に
過
信
す
る
こ
い
ふ
某
大
家

の

言
は
洵
に
味

ふ
可
き
言
で
あ
る
ご
言
ふ
。
鴻
上
氏
、
松
田
氏
其
の
他
に
も
自
然
止
血
の
信
念
を
種

々
の
方
面
か
ら
説

い
て
居

る
人
が

多

い
。

實
際

に
於

て
血
疾
の
如
き
小
出
血
は
就
薄
安
静
丈
け
で
、
充
分
で
他
に
藥
捌
等
を
用
ひ
な
く
し

て
自
然

に
止
血
す

る
こ
ご
が
多

い
マ、
い

ふ
は
事
實
で
、
東
京
市
療
養
所

で
、
春
木
博
士
が
先
年

「
ア
ド

レ
ナ
リ

ン
」
の
止
血
作
用
を
槍
し
だ
時
の
報
告
が
前

に
掲
載

せ
ら
れ
て
あ



▼

る
が
、

そ
れ

の
封
構

の
方

の
例

を
見

る
ご
何

等

止
血
藥

等

を
用

ひ
な

く
し

て
、
血
疾

が
自

然

に

三
、

二
日
で
止

ん

だ
も

の
が
割

合
上

最

も
多

い
。

故

に
血
疾

喀

血

等

の
治
療

に
當

て
は
自

然

止
血

ご
云

ふ

こ
ご

は
蝕

程

重
要

な

る

三
問

題

こ
し

て
槻
察

せ
ね

ば
な

ら

ぬ
所

ご
思

は
れ

る
。

鎭

咳
鎭

静
剃

「
モ
ル

ヒ
ン
」
問
題

「
モ
ル
ヒ

ン
」
は
鎭

咳

の

目

的

に
て
今
同

の
投

稿
諸

家

も
概

ね
皆
之

れ
を
用

ひ

て
居

る
。

鎭
静

の
目

的
を

記
し

陀
人

が

二
三
あ

る
。

又
催

眠

の
目

的
を

墨
げ

だ

る

人

が
あ

る
。

又
局

部

の
安
静

の
目
的

に
必
要

で
あ

る

ご

い
ふ
人

も

あ

る
。
何

れ
も
皆
そ

れ

の
濫
用

を
禁
す

ご
か

大
量

は
不

可

ε

か

い
ふ
意
味

は
能

く
附
言

せ
ら

れ

て
あ

る
、

・

鴻

上
氏

は

「
モ
ル

ヒ

ン
」
属

の
製
渕

を
注

射
す

る
が

未
だ
嘗

て
窒

息

死
、

或

は
吸
引

性
肺
炎

を
來
し

た

こ
ご
は
な

い
ご
言

ひ
、
又

「
モ
ル

ヒ

ン
」
製
測

に

「
ア
ト

ロ
ビ

ン
」
「カ

ン
フ

〃
」
「ヂ
ギ

タ

リ

ス
」
等

を
伍

す

る
を
常

套

手
段

の
や
う

に
し

て
居

る
ご
述

ぷ
。
篠

原
氏

は
鎭

咳

が
喀
疾

血
液

排
出

の
妨

げ

こ
な
ら

ざ

る

べ
き

理
由
を

述

べ
4、
爾

ほ

「
ペ

ロ
ナ
ー

ル
」
、
「
ア
ダ
リ

ン
」
等

の
使

用
を

も
説

い
て
居

る
。

有
馬

英

二
氏

は
大
喀

血
後

の
吸
引
性

肺
炎

は

「
モ

〃
ビ

ン
」
の
使

用

ざ
は
關

係
し

な

い
ε
確

信
す

る

こ
い
ふ
理
由

を
述

べ
、

梢

ー
多

量

(○

・

〇

二
乃

至
○

・
〇
三

琵

)
に
用

ひ
セ

ご
き

は
確

か
に
止
血

を
催

進
す

ご

い
ひ
、

ユ
ル
ゲ

ン
ゼ

ン
内

科
書

に
躊
躇
す

る

こ
ε
な
く
唯

之

れ

の
み
を
治

療

法

こ
し

て
墨

げ
居

る
こ
ご
を

紹
介

し

、
省

ほ
鎭

咳
剖

ε
し

て

「ヂ

コ
ヂ

ト
」
は
最
有

敷

な
り

ご
記
す

。
入
澤
、
國

崎
爾

氏

は

「
モ
ル

ヒ

ン
」
類

は
鎭

咳
刻

こ
し

て
必
要

な

る
も
、

使
用

に
は
注
意

を
要
す
、
安
全

に
は

「
コ
デ

ィ

ン
」
「
バ
ト

ン
ポ

ン
」
「
ヂ

オ

ニ
ン
」
「
ヘ

ロ
イ

ン
」
等

を
使
用

す

る
を

良
し

ご
す
、

こ

い
ひ
、

特

に

「
コ
デ

ィ

ン
」
を
賞

用
す

。
高

田
氏

は
鎭

咳
藥

こ
し

て
は

「
ヘ
ロ
イ

ン
」
「
ナ

ル

コ
ポ

ン
」
「
パ

ン
ト
ポ

ン
」
の
み
を
器

げ

て
居

り
、

服
部

氏
は

「
モ
ル
ヒ

ン
」
を
危
瞼

こ
し
.
鎭

咳

の
目

的

に
て
長

く
用

ひ
慢

性
中

毒

を
起

せ
し

例
を
實

見

せ
り

ご
言

ふ
。

小
澤

氏

は

「
モ
ル

ヒ

ン
」
渕
使

用

を
説

き
且

つ
「
モ
ル
フ
ヰ

ン
」
剣

に
て
嘔

吐
を
招

來
す

る
不

安
も

あ

る

此

の
時

は

「
ア
ト

ロ
ピ

ン
」
ご
合

剤

に
し

て
用

ふ
ご
述

ぶ
。

同

氏

は
叉
止
血
藥

の
注

射
も
試

み
な

い
こ
ご
は
73
ひ
い
が
、

鎭
咳

捌

π

る
阿

片
及

び
黄

蒼

「
ア

ル

カ

ロ
イ
ー

ド
」
に
信
頼

を
彿

ふ
ご
云

ふ
。

高
亀
氏

は
鎭

咳
剖

こ
し

て

「
バ

ン
ト
ポ

ン
」
鎭

静
捌

こ
し

て

「
ル
ミ
ナ
ー

臨
淋
實
験
談
叢

二
七
九



臨
淋
審
駿
談
叢

二
入
○

ル
」
を
賞
揚
す
。

「
モ
ル
ヒ

ン
」
は
嘔
吐
が
起

て
五
月
蝿
い
、
吸
引
性
肺
炎
が
ど
う
だ
ご
か
い
ふ
こ
ご
は
徐

り
に

無
理
解

で
あ
る
ど
説

く
。
川
村
氏
は
「
パ
ン
ト
ポ

ン
」
、

「
ス
パ

ス
マ
ル
ギ

ン
」
「
パ
ヴ
ィ
ナ
ー
ル
、
ア
ト

ロ
ピ

ン
」
を
用
ふ
ご
言
ひ
、
「
モ
ル
ヒ
ン
」
を
畢
げ
す
。

永
井
氏
、
井
上
氏
、
三
戸
氏
は
「
パ
ン
ト
ボ

ン
」
類
を
注
射
し
、
井
上
氏
は
豫
防

に
は
燐
酸

「
コ
デ
ィ

ン
」
の
内
服
を
愛
用
す
る
ご
稽
し
、

「
モ
ル
ヒ
ン
」
に
及
ば
す
。
佐

々
木
氏
は
麻
酔
剖
を
凱
用
し
過
ぎ
る
ご
止
血
し

て
も
其
後
の
経
過
が
好
く
な
い
ε
い
ふ
こ
ご
が
多

い
ご

言
ひ
、
其
他

の
諸
氏
は
皆

「
モ
ル
ヒ
ン
」
使
用
を
止
む
を
得
す

ご
述

べ
て
居

る
。
原
氏
は
出
血
少
く
し
て
刺
戟
性
の
咳
噺
多
き
時
は
「
モ

ル
ヒ
ン
」
「
バ
ン
ト
ポ

ン
」
を
注
射
し
、
大
喀
血
に
は
喀
血
を
妨
ぐ

る
故

に
是
等

の
注
射
を
避
く
る
を
要
す

ご
い
ふ
。
而
し
て
林
春
雄

氏

は
鎭
静
醐
は

一
般

に
呼
吸
を
安
艀
な
ら
し
む

る
も

「
モ
ル
ヒ
子
」
属
類
盤
基

に
其
敷
特

に
著
明
な
り
。
特
に
「
モ
ル
ヒ
子
」
属

の
も
の

は
咳
噺
を
除

く
数
あ
り
こ
い
ひ
、
極
度
に
奏
致
し

て
窒
息
す

る
を
警
め
、
且

つ
喀
血
は
多
く

一
個

の
肺
よ
り
出
血
す

る
も
の
な
る
が
、

該
側

の
呼
吸
運
動
の
み
を
静
止
す

る
こ
ε
は
藥
捌
に
て
は
不
可
能
な

る
に
注
意
し

て
居

る
。

惟

ふ
に
「
モ
ル
ヒ
ン
」
使
用
を
警

め
る
理
由
は
差
當
り
三
っ
で
あ
る
。
第

三
に
喀
出
す

る
力
が
減

じ
る
結
果
血
液
喀
疾
等
が
肺
臓
内

に
停

滞
し
、
そ
れ
を
吸
ひ
込
ん
で
氣
管
枝
肺
炎
を
起
し
、
登
熱
し

て
結
核

の
増
悪
す

る
こ
ピ
が
あ

る
。
特

に
細
菌
を
有
す

る
喀
疾
な
れ
ば
肺

臓
内
に
急
劇
な
る
病
竈

の
傳
播
を
來
す
危
瞼
が
あ
る
。
爾

ほ

三
っ
の
危
瞼
は
喀
出
力

の
不
足
な

る
爲

め
大
喀
血

の
際
窒
息
死
を
來
す
恐

れ
が
多

い
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
之
れ
は
起
た
こ
す

れ
ば
眞

に
恐
る
べ
き
不
幸
な
縛
蹄
で
あ
る
。

折
々
あ

る
ざ
い
ふ
程
で
は
な
い
が
、

ゆ

多
歎
の
患
者
を
擁
す

る
ご
時

に
遭
遇
す

る
所
で
あ
る
。

ロ
外

へ
は
殆
ん
ど
血
が
出
な
く
し

て
、
主
に
口
内
以
下

に
在

て
看
護
婦
が
手

で

掻
き
出
し
陀
り
し
忙
や
う
な
例
も
あ

る
か
ら
、
外
部

へ
の
喀
血
が
少

い
こ
て
油
断
は
な
ら
な
い
。

高
亀
氏
は
喀
血
患
者
が
濃
厚

食
璽
水
を
飲
ん
だ
機
會

に
窒
息
し
た
例
を
畢
げ
、
永
井
氏

は
窒
息
死
の
懐
惨
な
状
況
を
述

ぶ
。

高
亀
氏
、
永
井
氏
共

に
櫓
林
君
が
患
者
を
逆

に
吊
し
て
振
揺
し
た
例
を
引
合
ひ
に
出
し

て
居

る
。

佐
竹
氏

の

窒
息
豫
防
の
注
意

の
中

に
は

「不
安
、
報
轄
反
側
な
き
様
鎭
静
し
、
送
出
す

る
喀
血
を
強

い
て
抑
歴

せ
ん
ご
努
力
す

る
こ

ご
或
は
之
れ
を
嚥
下
す

る
が
如
き

こ
ご
の
不
必
要
な
る
こ
ご
を
敷
諭
す

べ
し
」
ご
言
ひ
、
大
喀
血

に
際
し
て
暫
く
撲
手
傍
観
す

る
の
勇



氣
ご
沈
著
ご
を
希
望
し
て
居

る
。
永
野
氏
は
窒
息
し

て
死
す
程

の
大
喀
血
は
常
に
突
然
起

る
も
の
で
入
院
患
者
の
場
合
に
於
て
も
當

直
留
が
駈
け
付
け
る
時
に
は
殆
ん
ど
皆
絶
息
し

て
居

る
。
讐
師
が
間
に
合
ふ
程
の
場
合
な
ら
ば
兎
も
角

も

三
時
は
止
血
す

る
ー
ご
述

ぷ
。

喀
血
に
て
窒
息
で
も
起
し
そ
う
な
時
は
患
者

の
膿
位
、
は
重
要
な
問
題
こ
な
る
。
如
何
な
る
禮
位
が
良

い
か
は
患
者
自
身
の
氣

持
ち
に

從
ふ
が
良

い
檬
に
思
ふ
が
上
禮
を
少
し
前
方

へ
遠
く
伸
ば
し

て
屈
ま
せ
る
や
う
な
位

置
に
す

る
が
よ
い
こ
も
い
は
れ
て
居

る
。
窒
息
死

や
吸
引
性
肺
炎
又
は
結
核
竈
の
急
劇
な
る
傳
播
を
恐
れ
る
爲
め
徐
り
極
度
に
沈
静
ー

こ
い
ひ
麻
酔
捌
を
多
量
に
用
ふ
る
方
針
は
却
て

恐
れ
ら
れ
る
所

で
あ
り
、
省
ほ
食
慾
不
振
、
便
秘
叉
は
心
臓
力
の
衰
弱
等
も
問
題
こ
し
て
考
究
せ
ら
る
べ
き
所
で
あ
る
。
併
し
實
際

に
於

て
は
強
度

の
咳
噺
の
起
る
場
合
な
ど
に
之
れ
を
鎭
静

さ
せ
る
作
用
は
「
モ
ル
ヒ
ン
」
が
最
も
有
力
で
あ
る
か
ら
、
我

々
も
全
く
使
は
な

い

ご
は

い
へ
な

い
が
先
づ
稀
な

こ
ご
で
、
度
数
分
量
等
を
加
減
し

て
過
多
に
失
せ
の
や
う
用
心
深
く
與

へ
る
。
咳
噺
に
就
て

入
澤
、
國

崎
氏
は
咳
噺

の
頻
螢
素

よ
り

忌
む
可
し
ご
錐
も
、
亦
之
れ
を

全
然
抑
制
す

る
の

危
瞼
あ
る
こ
ご
も

忘
る
べ
か
ら
す

.し
記

し
、
又
患
者
自
ら
意
志
を
以
て
咳
噺
を
極
度

に
抑
厘
す
る
が
如
き
、
叉
は
強

て
血
液
の
喀
出
を
忌
避
す

る
が
如
き
念
を
起
す

こ
ご
な

か
ら
し
む
べ
し

ざ
述
べ
、
熊
谷
氏
も
全
く
咳
噺
の
無

い
や
う
に
す

る
は
誤
り
で
あ
る
ご
述
ぶ
。
但
し
鎭
咳

に
意
志
を
以

て
抑
制
す

る

檬
に
説
く
者
、
高
田
氏
、
岩
井
氏
、
佐
竹
氏
等

が
あ
る
。

麻
酔
剖
殊
に
「
モ
ル
ヒ
ン
」
の
濫
用
は
鎭
咳
を
望
む
考

の
程
度
如
何
に
因
る
が
多

い
。
實
際
に
當

て
は
全
然
咳
噺
を
無
く
し
ゃ
う
ざ
し

て

豫
防
的
に
強
力

に
麻
酔
剤
を
用

ふ
る
場
合
が
問
題

こ
な

る
の
で
あ
る
。
我

々
も

三
面
に
は
盲
目
的
に
西
洋
人

の
文
職

に
捉
は
れ
過
ぎ
て

は
な
ら
な

い
ご
考

へ
つ
、
、

三
面
に
は
叉
咳
噺
を
恐
れ
過
ぎ
て
却

て
全
維
過
に
不
利
を
起
し

て
は
な
ら
の
ど
考

へ
、
各
病
例
に
臨
み
て

所
謂
濫
用

に
陥
ら
の
や
う
に
勉
め
て
居

る
。
我
々
の
所
で
今
日
多
く
用
ふ
る
は

(「
パ
ン
ポ
ト

ン
」
)
「
ナ

〃
コ
ボ

ン
」
「
コ
デ
イ

ン
」
等

で
、

「
モ
ル
ヒ
ン
」
を
全
く
用
ひ
の
こ
は

い

へ
の
が
、
用
ひ
る
場
合
が
少
い
.
咳
噺

に
封
し
て
は
今
同

の
諸
家

の
言
の
中
に
も
患
者
を
能
く
敷

育
し
だ
り
、
談
話
を
避
け
し

め
だ
り
、
飴
や
、

「
ド

ロ
ツ
プ

ス
」
、
少
量

の
泳
片
等
を
與

へ
た
り
、
鹿
埃
其
他
催
咳
事
項
を
除

い
陀
り
、

臨
淋
實
験
談
叢

二
八
一



臨
淋
實
駿
談
叢

二
入
二

温
度

灘
度
を

加
減

し

だ

り
す

る
や
う

な

三
般

的
事

項
を

以

て
も
徐

程
ま

で
は
鐘

め
得

ら

れ

る
ご
あ

る
。

咳
噺

を

恐
れ

る

べ
き
度

合

は
喀

血

の
程
度

に
も

依

る

べ
き

こ
ご
で
あ

る
が
、

大
騰

に

い
ふ
ご
咳
噺

の

恐
れ

る

べ
き

も

の
で
あ

る
だ

け

に
、

無
意

味

に

恐
れ
過

ぎ

る
こ

い

ふ

こ
ご
も
随
分

多

い
ご

思

は
れ

る
。

鎭

静
捌

こ
し

て
臭

素

「ナ

ト

リ
ゥ

ム
」
を

用

ふ
る
人

が
少

く
な

い
。
使

用
し

易

き
藥

品
で

あ

る

(後
條

璽
類

の
條

下
参

照
)
。

,

強

心

劃

(
「
カ

ン
フ

ル
」
、

「ヂ
ギ

タ

リ

ス
」
等
)
。

喀
血

に
劉

し

て

「
カ

ン
フ

ル
」
、

「
ヂ
ギ

タ
リ

ス
」
を
用

ひ
ら

る
る
理
由

は
前

に
述

べ
て
置

い
陀
。

但
し

「
カ

ン
フ

ル
」
ご

「ヂ

ギ

タ
リ

ス
」
の

中

で
は
後

者

に
就

て
は

肺

患
者

の
心

臓

が
慢

性

衰
弱

に
陥

り
居

る
故
、

面
白

く

な

い
こ
も

云
は

れ

て
居

り
、

反

封

に
又

「
カ

ン
フ

ル
」
は

肺
血

管

を
援
張

さ
す

.こ

い
ふ
説
も

あ

る
。

「
カ

ン
フ

ル
」
の
作
用

は
呼

吸
及

び
脈
管

の
中

椹

に
封
し

叉

心
臓

の
機

能

に
樹
し

て
興

奮

的

に

作
用
す

る
も

の

で
、

爲

め

に
呼
吸

は
深

く
な
り

血
趣

は
高

ま

る
筈

で
あ

る
が
、

そ
れ

が
喀
血

者

に
危
瞼

で
な
く

て
有

敷
だ

こ
い

ふ
こ

ご

は
報

告
者

が

甚
だ
多

い

(≧
。
×
磐
α
・き

く
。
=
p
旦

]ぎ

。
コ
鼻

を
。
凶ωω℃
N
。ぎ

g

ω
∩
訂
,α
α
。
「等

)
。

「
カ

ン
フ

ル
」
、

「
ヂ
ギ

タ

リ

ス
」
に
就

て
は
血
液

凝
固

を
高

め
る

こ

い
ふ
説

も
あ

る
が
、

之

れ
を

強
心

捌

こ
し

て
見

る
人

か
ら

は
前

に
述

べ
た
如

く
心

臓
殊

に
左

心

の
機

能

不
全

が
あ

つ
て
肺

臓

に
鰐
血

の
あ
り
そ

う

な
場
合

叉

は
頑
固

な
小

出
血

で
所

謂
實

質
性

出
血

こ

い
ふ

や
う

な
出
血

の
模
檬

で

あ

る
時

(屡

ー
粘

液

.こ
血
液

ご
密

に
混

じ
居

る
や

う
な
場

合
)
に
用

ふ
る

こ

い
は

れ
大

き
な

喀
血

に
は
敷

が
.な

い

こ

い
は
れ

て
居

る
。

肺

臓

の
鰐
血

に
因
す

る
喀
血

な

り
や
、
炎

症
性

の
充

血

に
因

る
出
血

な
り

や

の
判
断

は
困

難

で
あ

る
か
、

肺

動
脈

第

;
音

の
強

盛

な
ど

が

多

少

の
参

考

に
供

せ
ら

れ
得

る
筈

で
あ

る
。

「
カ

ン
フ

ル
」
の
使

用

法

に
就

て
は

二
〇
%

「
カ

ン
フ

ル
」
油

二
姥
位
宛

三
日
二
乃

至
三

同
皮
下

注

射
を
す

る
が

よ

い
こ

い
ひ
、
.叉

は
も

つ

だ
大
量

に
「
カ

ン
フ
ル
」
油
五

乃

至

三
〇

琵
を

三
日

二
同

筋
肉
内

に
注
射

し
、

出
血

あ

る
間

は

日

々
之

れ
を
綴

績

し
、
血

藻

の
み

こ
な
れ

ば
徐

々

に
分
量

を
減

じ

其

の
後

術

ほ

三
週
間

も
豫

防

の
陀

め

一
日

三
乃

至

二
琵
宛

の
注

射
を

行

ふ
ざ

い

ふ
人

も

あ

る

(QO
O
ゴ
『α
飢
O
「)

今

同
諸

家

の
述

べ
ら

れ

た
意

見

を
列
翠
し

て
見

る
ご



(イ
)
強
心
藥

「
ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
「
カ

ン
フ
ル
」
は
屡

ー
敷
を
奏
す
。
心
臓
衰
弱
し
膨
血
あ
る
場
合
な
ら
ん

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

(
ロ
)
「
カ
ン
フ
ル
」
大
量
叉
は
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
捌
無
條
件
投
藥
の
患
者
は
心
臓
力
衰
頽
肺
臓
鰺
血

に
原
因
し

て
血
疾
が
咳
噺
を
誘
登
し

朝
醒
時

に
血
疾
の
一
ご
二
塊
を
喀
出
す

る
如
き
頑
固
の
血
疾
患
者
な
り

(永
井
氏
)
。

(
ハ
)
心
臓
衰
弱
に
因

る
肺
循
環
の
鰐
血
が
喀
血

の
誘
因
蛇
に
止
血
の
障
碍
を
な
す
場
合
あ
り
。
少
量

に
し

て
持
績
性
の
喀
血

に
於

て

之
れ
を
見

る
。
此
の
時
に
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」製
劃
偉
致
を
奏
す

る
こ
ご
あ
り

(佐
竹
氏
、
西
氏
)
.

ワ

ン
、
デ

ン
、
ヴ

ェ
ル
デ

ン
氏

は
「
ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
奏
敷
の
理
由
を
そ
が
血
液
凝
固
性
を
高
む
る
に
蹄
す

(佐
竹
氏
)。

(
二
)
初
期
の
喀
血
は
多
く
は
實
質
性
の
出
血
で
、
血
鮎
、
血
線
小
喀
血

の
類
で
あ
る
が
、
多
く
静
脈
出
血

で
あ
る
。
後
期
の
出
血
は

室
洞
内

に
形
成
さ
れ
陀

小
動
脈
瘤

の
破
壊
に
因
る
も
の
で

動
脈
出
血
で
あ
る
。
從
て
爾
者
の
簡

の
止
血
鞍
機

に
は

難
易
が
あ

る
(熊
谷
氏
、
井
上
氏
)
。

鰐
血
性
喀
血
に
は
「
ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
葉
末
を
持
長
す
。
水
溶
性

「
カ
ン
フ
ル
」
の
静
賑
注
射
よ
り
「
カ

ン
フ
ル
ォ

レ
ー

フ
」
油
の
皮
下
注
射
可
な
り

(井
上
氏
)
(松
田
氏
)
。

(
ホ
)
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
捌
を
睡
化

「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
叉
は
高
張
食
璽
水
ざ
共

に
注
射
す
る
。
人
に
よ
り

「
コ
フ

ェ
ィ

ン
」
又
は

「
カ
ン
フ
ル
」

翻
を
用

ふ
。
然
し

「
カ
ン
フ
ル
」
劃
は
肺
血
管
を
獲
張
し
て
肺
の
充
血
を
來
す
故
避
く

る
方
が
至
當
で
あ
ら
う

(熊
谷
氏
)
。

(
へ
)
比
較
的
有
敷
ご
信
じ
得
る
も
の
の

三
つ
こ
し

て
少
量
の
「ヂ
ギ

タ
リ

ス
」
製
捌
を
翠
ぐ

(近
藤
氏
)
。

(ト
)
局
方

「
カ

ン
フ
ル
」
は
有
敷
で
あ

る
。

喀
血
は
膨
血
性
で
あ
る
か
動
脈
性
で
あ

る
か
不
明
な
り
、
そ
の
爲
め
蓮
例

「ヂ
ギ
タ
リ
ス
」

を
用
ひ
な
い
。
叉
は
使
用
範
園
は
狡

い
(有
馬
頼
吉
氏
、
岩
井
氏
)
併
し
其
の
使
用
を
恐
れ
る
必
要
は
な

い
。
之
に
由
て
は
小
循

環

の
血
歴
は
寧

ろ
下
降
す

る
か
ら
で
あ
る

(岩
井
氏
)
。

(チ
)
肺
暢
血

に
ょ
b
て
來
り
し

も
の
に
在
り
て
は

「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
製
剤
、

「
カ
ン
フ
ル
」
製
剖
の
利
用
は
合
理
的
に
て
有
利
な
り

(竹

山
氏
)
。

(リ
)
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
は
減
量
的
に
少
量

に
用
ひ
て
敷
あ
り
。

「
カ

ン
フ
ル
」
「
ア
ト
ロ
ビ

ン
」
「
モ
ル
ヒ
ン
」
ご
共

に
小
循
環
系

の
血
厘
沈

臨
淋
冒
験
談
叢

二
入
三



臨
淋
實
駿
談
叢

二
入
四

降
を
來
す
藥
剣
こ
す

(前
田
、

小
林
氏
)
。

(
ヌ
)
「ヂ
ギ
」
侵
も
よ
い
や
う
で
あ
る
が
血
厘
充
進

の
嫌
あ
る
故
永
績
に
は
注
意
を
要
す

る
「
カ
ン
フ
ル
」
も
よ

い
(松
田
氏
)
。

(
〃
)
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
剤
を
用
ふ
る
こ
ご
も
あ
る
が
、
判
断
は

つ
き
兼
ね
る

(有
馬
英
二
氏
》
。

(
ヲ
)
失
血
の
心
配
あ
る
場
合
に
は
生
理
的
食
璽
水
、
リ

ン
ゲ

ル
氏
液
、
葡

萄
糖
液

の
大
量
を
皮
下
注
射
に
す

る

(宮
川
氏
、
小
澤
氏
.

有
馬
英
二
氏
)
併
し
未
だ
輸
血

の
必
要
を
認

め
だ
こ
ご
は
な
い

(宮
川
氏
)
。

大
出
血
で
急
劇

の
心
臓
衰
弱
を
來
す
場
合
に
は
生
理
的
食
璽
水
叉
は
リ

ン
ゲ

ル
氏
液

の
皮
下
又
は
静
脈
内
注
射
を
行

ふ
、
「
ト

ロ

ン
ボ
キ
ナ
ー
ゼ
」
の
血
液
内
流
入
を
促
す

ξ
云
は

る
(服
部
氏
)
。

心
臓
衰
弱
の
場
合
生
理
的
食
璽
水
、
リ

ン
ゲ

ル
氏
液
の
注
射
叉
は
葡
萄
糖
リ

ン
ゲ

ル
氏
液
、
高
張
葡
萄
糖
液
を
用

ふ
。
輸
血
も

止
む
を
得
な

い
(岩
井
氏
)
。

(フ
)
萬

一
大
喀
血
盆

ζ
強
く
心
臓
衰
弱

の
恐
れ
あ

る
時
に
は

「
カ
ン
フ
ル
」
、
硝
酸

「
ス
ト
リ
キ

ニ
ー

子
」
、
食
盤
水
等

の
注
射
を
試
み

る
(久

野
氏
)
。

(カ
)
「
オ
リ
ザ

ニ
ン
」
の
注
射
を
薦
め
て
大
に
感
謝
さ
れ
た
こ
ご
も
あ
る
。
多
量

の
生
理
的
食
璽
水
の
皮
下
注
入
は
却

て
良
く
あ
る
ま

い
ご
考

へ
ら

る
る
の
に
其
後
す

つ
か
b
止
血
し
だ
ご
聞

い
た
こ
ご
も
あ
る
(佐
々
木
氏
)
。

序

に
鼓
に
少
し
く
私
見
を
述
べ
て
見
た
い
の
で
あ
る
が
、
心
臓
の
衰
弱
及
び
そ
れ
に
因
す
る
鰐
血

ご
い
ふ
問
題
に
就

て
は
我
々
の
蓮
常

考

へ
て
居

る
所

ご
鼓
に
述
ぶ
る
所
ご
は
著
し
き
程
度

の
差
が
あ
る
も
の
ご
推
定
さ
れ
、
之
れ
が
我

々
の
新
し
き
問
題
こ
し

て
考

へ
て
居

る
所
で
あ
る
。
日
常
我

々
の
見

る
雛
血
は
大
循
環
系

の
鰐
血
で
、
そ
れ
は
左
心
の
衰
弱
が
小
循
環
系

に
及
び
、
更

に
右
心
を
経
て
大
循

環
系
に
波
及
し
だ
も
の
で
、
飴
程
高
度
な
も

の
で
あ
る
が
、
今
鼓
に
我

々
の
問
題

こ
し

て
居

る
は
、
其
の
第

三
次
に
當

る
小
循
環
系
の

鰐
血
で
あ
る
か
ら
、
極
く
輕
度
に
て
も
左
心
に
機
能
不
全
が
あ
れ
ば
、
直
ぐ
其
所

に
鰐
血

の
起

る
べ
き
理
で
あ
る
。
而

か
も
臓
器
は
出

血
し
つ

、
あ

る
肺
臓

で
あ
る
か
ら
、
輕
度

の
馨
血

に
て
も
其
の
結
果
は
恐
れ
ら
る
べ
き

こ
ε
固
よ
り
で
あ
つ
て
、
強
心
剰
適
懸

の
範
園



は
そ
れ
丈
け
廣
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
鰐
血
は
第

一
に
は
肺
静
脈

に
起
り
、
次
で
肺
動
脈

へ
及
ぶ
理
で
あ
る
。
損
傷

は
病

竈

の
状
況
に
依
て
或
は
肺
静
賑

に
起
り
、
或
は
肺
動
脈
に
起
る
で
あ
ら
う
が
、
損
傷

が
其

の
何
れ
に
在

る
こ
し
て
も
、
叉
如
何
な
る
種

類
で
あ
る
こ
し

て
も
左
心
の
機
能
不
全
に
因
る
鰐
血
は
其
の
程
度
相
當

の
悪
影
響

を
此
の
出
血
部
に
及
ぼ
す

べ
き

こ
ご
は
想
像
し
易
き

所
で
あ
る
。
大
循
環
系
に
属
す

る
氣
管
枝
動
脈

の
出
血

に
在

て
は
強
心
刮

に
依

て
其

の
血
厘
を
高

め
る
は
固
よ
り
不
利
ご
見
ね
ば
な
ら

お
。

吐
捌
其
他
の
血
塵
沈
降
剤

大
出
血
の
場
合
に
は
吐
剖
を
適
當
こ
し

て
用
ふ
る
人
が
あ
る
。

「
エ
メ
チ

ン
」
注
射
等

も
用

ひ
ら

れ
、
我

々
も
折

々
試

み
た
が
判
断

は
⊥
ハ

ケ
し
い
。

吐
劃

こ
す

れ
ば
璽
酸

「
ア
ポ

モ
〃
ヒ
子
」
が
最
も
有
敷
な
繹

で
あ
つ
て
嘔
吐
を
起

さ
な

い
程
度

に

(
一
%

の
液
○
・
五
又
は
○
・

七
位
)
に
用

ひ
ら

る
。
吐
剤
は
同
時

に
止
血
捌

こ
し

て
働
く
ざ
も
言
て
居
り

(ω
ぼ剛∩
冨
H)
労

ー
窒
息
の
危
瞼

に
樹
す

る
作
用
ご
爾
方
の
意

味
を
兼
ね
て
推
賞

せ
ら
れ
て
居

る
。

今
同
掲
げ
ら
れ
だ

る
諸
家

の
説
を
紹
介
す

る
ご

林
春
雄
氏

は
「
エ
メ
チ

ン
」
又
は
吐
根
製
捌
は
輕
度
の
悪
心
を
起
さ
し
む
る
程
度
に
用
ふ
れ
ば
喀
血

に
有
利
な
る
場
合
あ
る
べ
し
。
血

歴
を
沈
降

せ
し
む
る
に
因
る
な
り
。
出
血
部
位

の
血
塵
沈
降
は
血
液
噴
出
力
を
減

じ
て
有
利
な
b
。
全
身
の
血
歴
沈
降
は
「
ト

ロ
ン
ボ

キ
ナ
ー
ゼ
」
の
移
動
を
來
し
血
液
凝
固
を
促
す
作
用
あ
リ
ビ
す
。
此
の
意
味

に
て
亜
硝
酸

「
ア
ミ
ー

ル
」
、
亜
硝
酸
璽
類
、
緩
下
刻
、
諸

種

の
鎭
静
刺

(臭
素
璽
類
、

「
モ
ル
ヒ
子
」
属
璽
基
、
黄
蒼

「
エ
キ

ス
」
、
「
ヒ
ヨ
ス
エ
キ

ス
」
、

「
ベ
ラ
ド

ン
ナ

エ
キ
ス
」
)
も
有
利
な
る
べ

し
。

「
ア
ト

ロ
ピ

ン
」
は
宜
し

か
ら
ざ

る
鮎
あ
り
。
故

に
黄
蒼

「
エ
キ

ス
」
等
は
大
量

に
は
却

て
有
害
な
る
こ
ざ
あ
る
べ
し
と
説
く
。

有
馬
英

二
氏
は
吐
剰
鷹
用
説
の
歴
史
及
び
有
敷
理
由
に
就
て
興
味
深
き
記
載
を
掲
げ
、
熊
谷
氏
も
推
賞
者
を
列
畢
し
て
居

る
。
入
澤

國
崎
氏
は
嘔
氣
を
件

ふ
血
趣
下
降
を

意
義

あ
る
も
の
ざ
爲
し
、
吐
根
末
を
毎
十
分
に
○
・
一
琵
宛
與

へ
嘔
氣
を

催
す

に
至
て
止
む
ご

い
ひ
、
叉
盤
酸
「
エ
チ
メ
ン
」
亜
硝
酸
璽
類
、

「
ア
ト

ロ
ピ

ン
」
の
使
用
法
を
救

ぶ
。
永
井
氏
は
吐
捌

に
就

て
自
瞼
な
き
も
食
塵
水
の
連

臨
駄
…麿
駿
談
叢

二
入
五



臨
淋
實
駿
談
叢

二
入
六

用
よ
り
嘔
吐
を
起
す

に
至
り
て
烈
し
き
連
績
喀
血

の
止
み
た
る
も
の
二
例
を
見
セ
リ
こ
い
ひ
、
嘔
吐
運
動
は
肺
出
血

に
良
影
響

を
與

ふ
る
も
の
な
ら
ん
ご
稽
し
熊
谷
氏
は
民
間
療
法
た
る
食
盤

一
掬
服
用

の
敷
を
其
嘔
吐
を
促
す

作
用
に
蹄
し
た

る

説
を
紹
介

し

て

居

る
。
岩
井
氏
も
大
量
喀
血
に
は
吐
根
浸
、

「
ア
ポ

モ
ル
ヒ
ン
」
遠
志
浸
等

に
て
喀
出
を
計

る
こ
ご
を
述
べ
、
又
璽
酸
「
エ
メ
チ

ン
」
は
小

出
血
が
度

々
來
る
場
合

に
有
敷
で
あ
る
ε
い
ふ
。
前
田
小
林
氏
は
「
エ
メ
チ

ン
」
の
作
用
は
凝
血

よ
り
血
管
牧
縮

に
在
り
、
故

に
出
血

量
比
較
的
少
く
し

て
高
緊
張
が
存
在
せ
る
時
敷
あ
り

ご
述
ぷ
。

宮

川
氏

は

ー

「
ア

ミ
ー

ル

ニ
ト
リ

ツ
ト
」
「
ニ
ト

ロ
グ

リ

セ
リ

ン
」
等

を
使

用
す

る
は
注
意

を
要

す

べ
き

で
あ

る
が
、

萬

策
壷

き

だ

る

時

に
は
試

む

べ
き

か

ご
思

ふ
ご
言

ひ
、

前

田
、

小
林
氏

は
頑

固
な

る
喀

血

に
は

「
ア
ト

ロ
ピ

ン
」
敷

あ

り

ご
幕

し
、

井

上
氏

は
頑

固

に

ノ

血
疾
が
持
績
す

る
場
合
硫
酸

.
ア
ト

p
ビ

ン
L
.

⊃
プ
レ
ピ

ン
」
油
著
敷
を
奏
す

る
こ
ご
あ
り
ご
陳
べ
て
居

る
。

血
管
牧
縮
剤

姿
角
測

に
就

て
は

(イ
)
比
較
的
有
敷
だ
。
良

い
や
う
だ
、

(近
藤
氏
、
久
野
氏
、
松
田
氏
)
。

ヘ
ロ
)
理
論
上
不
適
當
な

る
も
實
際

に
は
用
ひ
な

い
こ
ご
は
な

い
、

(入
澤
國
崎
氏
、
宮
川
氏
)
慰
安
的
に
通
常
使
用
す

(佐
竹
氏
)
。

(
ハ
)
無
敷
、
奏
数
望
み
難
し
等

(有
馬
頼
吉
氏
、
前
田
小
林
氏
、
永
井
氏
、
井
上
氏
)
。

「
ア
ド

レ
ナ

リ

ン
」
に
就

て
は

(イ
)
出
血
室
洞
内

に
注
射
す
、
止
血

の
敷
確
實
な
り

(高
田
氏
)
。
用

ふ
べ
き
で
あ

る
(岩
井
氏
)
,

(
ロ
)
奏
敷
し
π
る

一
例
の
實
験
談

(宮
川
氏
)
、
大
邊
よ
り
奏
敷
し
だ
こ
聞
い
た
場
合
も
あ
る

(佐

々
木
氏
)
。

入
澤
、
國
崎
氏
は
用

ふ
可
ら
す
。

但
し

心
臓
非
常
に
衰
弱

せ
る
時
は
敷
を
奏
す

る
こ
ご
あ
り
ご
述
ぶ
。

(
ハ
)
敷
を
認

め
な

い
。
又
は
使
用
を
禁
す

る

(有
馬
頼
吉
氏
、
永
井
氏
、
久
野
氏
、
前
田
、
小
林
氏
、
熊

谷
氏
、
井
上
氏
)
。

春
木
氏
は
實
瞼
報
告
こ
し
て
「
ア
ド

レ
ナ
リ

ン
」
は
血
疾
縫
績

日
敷
を
短
縮
し
な

い
ぜ

か
り
で
な
く
、
不
良
の
影
響

を
與

へ
る
場



合
が
あ
る
。
故

に
輩
に
血
液
凝
固
作
用
を
癒
用
す
る
ご
い
ふ
な
ら
ば
他
の
藥
捌
を
用

ふ
る
に
如

か
な
い
の
で
あ
る
ご
述
ぶ
。

熊
谷
氏
は
屡
角
、
「
ヒ
ド
ラ

ス
チ

ス
」
測
、
「
ハ
ツ
メ
リ
ス
」
捌
等
は
今
日
の
實
験

で
は
肺

の
血
管
を
牧
縮
す

る
は
惜

か
な
る
も
、
肺

の
血
管
を
牧
縮
す
る
こ
ご
が
、
直
に
止
血
作
用

の
助
け
ざ
な

る
か
或

ば
却

て
肺

の
血
行
障
碍
を
來
し

て
出
血
を
促
す

で
は
な

い

か
ご
考

へ
る
人
も
あ
る
。
習
慣
上
用

ふ
る
も
自
信
を
以

て
用

ふ
る
人
は
な
い
や
う
で
あ
る
ご
述
ぶ
。

林
春
雄
氏
は

三
過
性

に
血
液
昇
騰
を
來
す

「
ア
ド

レ
ナ
リ

ン
」
の
如
き
叉
血
墜
下
降
を
來
陀
す
亜
硝
酸
の
如
き
何
れ
も
組
織
液
の

血
管
内
流
入
を
來
た
し
血
液
疑
固
を
促
す
働

あ
り
こ
い
ひ
、
叉

三
方

に
は
血
管
運
動
神
経

に
作
用
し
て
血
管

の
牧
縮
を
促
す

「
ア

ド

レ
ナ
リ

ン
」
褻
角

の
如
き
は
小
循
環
系
の
出
血

に
封
し

て
は
止
血
を
遷
延
せ
し

め
、
大
循
環
系

に
属
す

る
氣
管
枝
動
賑
及
び
其

分
枝
の
出
血
は
早

く
之
れ
を
停
止
せ
し
む
る
こ
ご
あ
り
得

べ
し
ご
い
ふ
。

其
他
同
種
の
藥
渕
を
列
畢
す
れ
ば
左
の
如
し
。

「
ヒ
ド
ラ

ス
チ
ス
」
も
奏
妓
せ
す

(熊
谷
氏
、
宮
川
氏
、
永
井
氏
、
井
上
氏
、
前
田
、
小
林
氏
)
。

盛
酸

「
ヒ
ド
ラ
ス
チ

ニ
ン
」
、
少
量

に
し
て
久
し
く
縫
績
す
る
血
疾

に
致
あ
り

(原
氏
)
。

「
ヒ
ー3
ラ

ス
チ

ス
、

ヵ
ナ
デ

ン
ヂ

ス
」
有
致
ご
信
す

る
庭
方
の
中
に
之
れ
を
畢
ぐ
(林
止
氏
)
。

「
ス
チ
プ
チ
チ

ン
」
も
奏
数

せ
す

(宮
川
氏
、
井
上
氏
、
永
井
氏
等
)
。

「
ス
チ
ブ
ト
ー

ル
」
も
奏
敷

せ
す

(宮
川
氏
)
。

以
上
諸
氏
の
意
見
何
れ
も
此
種
藥
謝

に
贅
成
し

て
居
な

い
が
、
我

々
の
馨
局

で
も
是
等
の
藥
捌
は
垣
常
殆
ど
使
用
し
な

い
。

篠
原
氏
は
癒
急
手
當
こ
し

て
屡

ー

一
側
の
手
首
を
縛
し
、
叉
は
舌

の
上

に

三
塊
の
食
璽
を
置
き
て
、
水
を
以
て
嚥
下
せ
し

め
、
叉
は

一
片
の
泳
塊
を
嚥
下
す

る
如
き
方
法
を
行
ふ
は
反
射
作
用
に
依
て
血
管
を
牧
縮

せ
し

め
ん
こ
す

る
の
で
あ
る
ご
述
ぶ
。

局
部
止
血
剖

局
所
止
血
剤

が
喀
血

の
治
療
藥
こ
し
て
債
値
少
き

こ
ご
多
く
言
ふ
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。
今
同
諸
家

の
述

べ
ら
れ
花
説
を
否
定
説
よ

臨
淋
實
験
談
叢

二
入
七



臨
淋
實
駿
談
叢

二
入
入

り
順
次
に
左

に
掲
げ
て
見
や
う
。

局
所
止
血
捌
な
る
鐵
盤
、
鉛
璽
、
靱
酸
、
破
酸
の
如
き
も
の
を
内
用
し
て
も
喀
血

に
致
な
き
こ
ご
は
云
ふ
を
要
せ
ざ

る
な
り
。
叉
之

等
藥
捌
を
吸
入
叉
は
穿
刺
注
入
に
よ
り
て
出
血
部
位

に
作
用
せ
し

め
ん
こ
ご
も
不
可
能
な

る
べ
し

(林
春
雄
氏
)
。

牧
敷
藥
中

三
牢

「ク

ロ
ー

ル
」
鐵
、
酢
酸
鉛
、

「
ハ
マ
メ
リ

ス
」
流
動

「
エ
キ

ス
ー一等
を
内
服
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。
但
し
是
等
藥
物
が
吸

牧
性
牧
敏
作
用
を
呈
す

る
や
否
や
は
頗
る
疑
は
し
き
も
の
な
り

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

是
等
藥
品
の
肺
出
血

に
封
す

る
止
血
作
用

は
認

め
ら
れ
な

い
(宮
川
氏
)
。

鉛
糖

の
内
用
は
時
に
害
あ
b
、
常
に
無
敷

の
も
の
で
あ
る
。
吐
血
を
起
し
た
例
あ
り

(熊
谷
氏
)。

三
孚

「
ク

ロ
ー

ル
」
化
鐵
の
内
服
に
就

て
は
省
経
瞼
少
し

(服
部
氏
)
。

以
前

に
佐
々
木
政
吉
博
士
は
好
ん
で
「
ハ
ぜ
リ

ン
」
や

「
ハ
マ
メ
リ

ス
」
水
を
用
ひ
ら
れ
た

(佐

々
木
氏
)
。

過

「
ク

"
ー

ル
」
鐵
、
沃
度
丁
幾
、
酷
酸
鉛
の
内
服
或
は
吸
入
唯
百
方
盤
き
た
る
時
に
試
み

て
可
な
る
方
法
な
ら
ん

(永
井
氏
)
。

血
液
凝
固
促
進
捌

止
血
藥
の
中

で
は
大
騰

に
言

て

三
般
的
に
血
液
凝
固
を
促
進
す

る
藥
剣
ヌ
は
方
法
は
其
敷
果
に
於

て
は
最
も
異
論
が
少
い
繹

で
あ
る
。

(唯
果
し

て
非
常

に
能
く
作
用
し
た
こ
す

れ
ば
大
喀
血
の
際
窒
息
の
危
瞼
が
多

い
繹
で
は
な

い
か
ご
の
論
も
立

つ
課

で
あ
る
が
、
題
常

の

藥
渕
で
は
そ
ん
な
機
會
は
殆
ど
無

い
こ
ご
ご
見
て
可
か
ら
う
)
先
づ
墜
類

か
ら
述
べ
て
見
や
う
。

食

塾

璽
類
の
中
で
は
第

三
に
考

へ
ら
る
る
も

の
叉
最
も
多
く
使
用

さ
る
る
も
の
は
食
盛
で
あ
る
。
之
は
既

に
久
し
き
以
前
よ
り
有
敷

こ
し
て

知
ら
れ
居

る
所
で
、
大
量
を
注
射
文
は
内
用
す

る
ご
、
間
も
な
く
血
液
凝
固
性
は
著

る
し
く
高

ま
る
も
の
こ
せ
ら
れ
て
居

る
。
今
同
掲

載

の
諸
家
中

に
も
此
種
の
問
題
に
及
べ
る
人
は
殆
ど
皆
食
墜

の
癒
用
を
記
載
し

て
居

る
。
其
方
法
は
静
脈
内
注
射
を
賞
用
す

る
人
が
大

多
歎
で
、
濃
厚
食
璽
水

三
〇
乃
至

二
〇
%
液
を
五
乃
至

三
〇
乃
至

二
〇
蝿
用

ふ
る
。
殊
に
有
馬
頼
吉
氏

は
盤
類
こ
し

τ
は
之
れ

一
つ
の



み
を
畢
げ
て
居

る
。
中
村
氏

は
劉

、
引

、
ヴ

ェ
ル
引

氏

に
よ
り
て
試
み
ら
れ
だ
る
高
張
食
璽
溶
液

(
三
〇
%

一
〇
琵
)
の
静
脈
内

注
射

を
最

も
好

み

て
用

ふ
ご

い
ふ

て
居

る
。

三
〇

%
液

五
蛇
位

こ

い
ふ
説

も
あ

る
。
そ

れ
を

肘
窩
静

脈

へ

三
日

一
、

二
同
注

射
す

る
の

で
あ

る
。

佐
竹

氏

は

三
日
何
同

に
て
も
行

ふ
。

少
し

く
登
熱
を

見

る
外
何
等

忌

む

べ
き

副
作
用

な
し

ご
述

ぷ
。

濃
厚

食
購

水
注

射
を
稻

贅
す

る
理
由

こ
し

て
諸
氏

の
畢

ぐ

る
所

は

左

の
通

り

で
あ

る

(但
し

「
カ

ル
チ
ゥ

ム
」
「ゲ

ラ
チ

ン
」
等

に
就

て
も

、

同
時

に
述

べ
た

る
人
も
あ

る
)
。

食
璽
又
は
葡
萄
糖

の
高
張
液

の
注
射
又
は

食
璽
の
内
服
等

は

組
織
液
の
血
管
内
流
入
を
來
し

「
ト

ロ
ン
ボ
キ
ナ
ー
ぜ
」
を
俘

ふ
が
故

に
、
血
液
凝
固
を
促
す

べ
し

(林
春
雄
氏
)
。

多
量

の
食
魎
は
屡

ー
奏
致
す
。
其
の
作
用
は
滲
透
厘
の
關
係

よ
り
組
織
内

の
水
分
血
液
中

に
移
行
す
る
際
同
時

に
組
織
よ
り
血
液
凝

固
催
進
物
質

(繊
維
素
、
醗
酵
素
)
を
血
中

に
搬
出
す

る
に
由

る
故

に
内
服
よ
り
も
濃
厚
液

の
静
脈
内
注
射
の
方
敷
果
著
明
な
b

(入

澤
、
國
崎
氏
)
。

止
血

の
目
的
に
は
濃
厚
食
璽
水
が
最
も
良

い
や
う
で
あ
る
(岩
井
氏
)
。

濃
厚
食
塵
水
、

「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
溶
液
及
び
諸
種
蛋
白
質
の
注
射
は
皆
刺
戟
療
法
に
属
す

る
も
の
こ
し
、
之
れ
に
依
て
病
竈
反
慮
起
り
、

毛
細
血
管
鑛
張
し
、
同
部
の
動
脈
枝

の
血
駆
下
降
を
來
す

を
有
敷
な
る
所
以
こ
し
、
刺
戟
の
程
度
を
要
訣
こ
す

(大
谷
氏
)
。

血
液
凝
固
を
促
進
す

る
ご
云
は
る
る
藥
剤
も
肺
出
血

の
病
竈
に
於

て
血
栓
の
形
成
を
促
進
す

る
や
否
や
疑
は
し
い
が

(宮
川
氏
)
食

璽
、

「カ

ル
チ
ゥ

ム
」
其
他
諸
種
の
蛋
自
質
等
は
實
験

的
に
白
血
球
増
加
ご
血
小
板
の
増
加
を
來
し
て
血
液
の
凝
固
を
促
進
す

ご
い
ふ

故
無
意
義

に
は
あ
ら
す

(宮
川
氏
、

西
氏
)
。

又
高
張
食
盤
水
は
強
力

の
「
リ

ン
フ
ァ
ゴ
ー

ヵ
」
で
あ
る
、
其
作
用
は
持
長
せ
す

一
乃
至
二
時
間
か
ら
長
く

て
も
七
乃
至
八
時
間
で
あ

る

(熊
谷
氏
)
。

止
血
作
用
確
實
な
る
も
致
果
持
久
的
な
ら
ざ

る
映
鮎
あ
り
多
く

の
場
合

「
ア
ナ
プ
ト
ト

ル
」
を
併
用
す

(前
田
、
小
林
氏
)
。

臨
駄
…蘭嘗
験
談
叢

二
八
九



臨
淋
實
駿
談
叢

二
九
〇

濃
度
食
璽
水
は
急
を
要
す

る
場
合
に
用
ふ

く井
上
氏
)
。

濃
厚
食
璽
水
及
び
他
の
止
血
藥

(
「ク

ロ
ー

ル
カ
ル
シ
ウ

ム
」
「ゲ
ラ
チ

ン
」
、
葡
萄
糖
液
)
の
静
脈
内
注
射
を
行

へ
ど
も
確
敷
は
望

み
難

し

(永
井
氏
)
慰
安
的
意
味
を
兼
ね
て
注
射
す

(永
野
氏
)
。

濃
厚
食
璽
水
、
璽
化

「
カ
ル
チ
ゥ

ム
」
。は
小
喀
血

に
は
止
血
時
間
短
縮
す

る
如
し
、
大
喀
血

に
は
「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
の
作
用
疑
は
し

(有

馬
英

二
氏
)。

内
服
に
關
す

る
諸
説
は
次
の
蓮
り
で
あ
る
。

濃
厚
食
盤
水
の
経
口
的
大
量
囁
取
が
頗
る
有
致
に
作
用
し
得

る
こ
ご
は
俗
人
ご
錐
も
既

に
熟
知
せ
る
所

(小
澤
氏
、

西
氏
)
。

注
射
の
用
意
な
き
時

は
五
乃
至

一
〇
琵
の
食
璽
を
冷
水
に
て
飲
用

さ
す
。
内
服
に
て
は
嘔
吐
の
來
る
事
あ
る
を
附
言
す

(岩
井
氏
)
。

食
盤
五
・
○
琵

(満
載

一
茶
匙
)
を

三
〇
〇
琵
の
水
に
溶

か
し

て
頓
服
せ
し
む
、

二
十
分
毎

に
反
復
す

る
こ
ご
三
同
に
至
る
、
其
後
は
二

時
間
毎

に
牢
量
宛
を
内
服
せ
し
め
て
翌
日
に
及
ぶ
、
止
血
捌
の
静
脈
内
注
射
の
必
要
を
認
め
す

(高
田
氏
)
。

濃
厚
食
璽
水
、
静
脈
内
注
射
は

三
時
的
に
は
致
果
あ
り
。
中
或
は
大
喀
血

に
際
し
て
奏
敷
確
實
な
る
は
濃
厚
食
盤
水
の
久
し
き
に
亙

る
間
歌
的
内
服
な
り
、
孕
凡
な

る
も
致
多
し
、
内
服
の
持
長
は
厭
は
る

、
故

に
純

「ク

ロ
ー

ル
ナ
ト
リ
ウ

ム
」
三
.
○
琵
を

「
オ
ブ
ラ
ー

ト
」
に
包
み
、

二
一二
時
間
毎

に

一
包
を
與

へ
る
時
は
持
績
し
使
用
す

る
こ
ご
を
得

(原
氏
)
。

冷
食
璽
水
の
「
コ
.
プ
」
的
飲
用
は
良
果
あ
る
も
の

、
如
し

(永
井
氏
)
。

濃
厚
食
璽
水
大
量
を
飲
ま
し
め
、
醤
師
の
來
診
を
待
陀
し
む

(久
野
氏
)
。

説
明
も
疑
は
し
く
敷
果
も
槌

か
で
な
き
も
、
誰
で
も
出
來
る
事

で
あ
れ
ば
第

三
に
試
み
て
も
可

い
(熊
谷
氏
)
。

小
喀
血

の
連
績
す

る
際
数
日
間
臥
淋
時
そ
の
三
乃
至
五
琵
を
飲
用
せ
し
む
。
之

に
よ
り
止
血
す

る
こ
ご
少
な
か
ら
す

(服
部
氏
)
。

濃
厚
食
璽
水
の
多
量
飲
用
は
敷
疑
は
し
。
況
ん
や
嘔
氣
を
催

ふ
し
喀
血
を
助
く
る
場
合
も
な

い
で
は
な

い
(川
村
氏
)
。

内
用
法
に
就
き
食
璽
水
及
び
「
カ
〃
シ
ウ

ム
」
璽
類

「ゲ

ラ
チ
ン
」
「
ア
ラ
ビ
ア
ゴ

ム
」
等
を
軍
濁
に
或
は
冷
叉
は
微
温
牛
乳
又
は
豆
乳

に



混
じ
て
服
用
せ
し
む
。
内
用
困
難
の
時
は
他
の
藥
劃
ご
共
に
灌
腸
す

(竹
山
氏
)
。

序
に
内
服
法
に
就

て

○
舜
⊆
氏

の
記
載
を
紹
介
す

る
ご
、
固
形
膿

の
ま

、

三
茶
匙
程
を
舌
⊥
に
載
せ
、
次
で
三
分
の

一
杯
の
水
を
以
て

嚥
下
す
る
、
或
は

「
オ
ブ
ラ
ー
ト
」
に
て
飲
み
或
は
水
藥
ご
し
て
掻
る
。
血
液
凝
固
を
高
め
る
作
用
は
凡
そ

三
時
間

の
後

に
は
去
る
故
、

り

た
こ
ひ
出
血
は
止
ん
で
も
三
時
間
後

に
は
前

の
孚
量
を
與

へ
、
更

に
三
時
間
後

に
四
分
の

三
量
を
與

へ
て
豫
防
的
に
服
用

せ
し

め
る
。

胃
を
害
し
た
り
、
腎
臓
を
刺
戟
し
た
り
す

る
故
、
●之
れ
以
上
の
量
を
與

へ
る
は
過
多
ご
な
る
。

「
ク

ロ
ー

ル
カ
ル
シ
ウ

ム
」

「カ
ル
シ
ウ

ム
」
璽
類

に
就

て
は
多
く
は
食
璽

ご
相
列
記
し

て
同
様
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
全
く
「
カ
ル
シ
ゥ
ム
」
に
は
言
及
し
な

い
人
も

少
く
な

い
。

小
澤
氏
は
経

口
的

「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
璽
囁
取
に
て
血
液
中
の
「
カ
ル
シ
ゥ
ム
」
量
を
増
加
す

る
こ
ご
は
不
可
能
な
る
故
植
物
食
餌
不
充

分
な
る
時

に
補
映

の
意
味

に
て
使
用
す
ご
い
ふ
。

林
春
雄
氏
は

「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
璽
類
の
投
輿
は
血
液
凝
固
時
間
を
短
縮
す

る
働
あ
れ
ど
も
「
カ
ル
シ
ゥ
ム
」
の
血
液
内
含
有
量
が
生
理

的
充
分
な
る
場
合

に
「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
璽
を
與

ふ
る
こ
.こ
に
よ
り
血
液
凝
固
催
進
さ
る

、
.＼」
錐
も
其
働
き
著
大
な
ら
す
、
同
時

に
「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
は
大
循
環
系
の

血
厘
を
充
進
せ
し
む
る
作
用
あ
り
て
之
は
小
循
環
系
よ
り
の

出
血
に
は
不
良
の
結
果
を
來
す

べ
し
。

「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
璽
が
血
管
透
過
性
を
減
す

る
こ
ご
は
濾
蝕
性
出
血
に
依
る
小
喀
血
等

に
は
有
敷
な

る
べ
し

ご
説
く
。

高
報
氏
は
血
厘
上
昇
其
他
の
「
パ
ラ
ジ
ム
パ
チ

コ
ト

ニ
ッ

シ
ユ
」
状
態
の
來

る
こ
ざ
及
び
肺

に
鰐
血

の
來
る
こ
ご
よ
り

「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
注
射
を
狐
疑
し
、
若
し

「
ク

ロ
ー

ル
カ
ル
シ
ウ
ム
」
を
注
射
せ
ん
こ
す
れ
ば
濃
厚
食
臨
皿水
な
り

麻
酔
捌
な
り
を
注
射
し
た
後
に

極
あ

て
徐

々
に
、
注
射
す

る
を
勘

め
て
居

る
。

岩
井
氏
は
小
喀
血
の
場
合
は
璽
化
「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
に
て
充
分
な
り
ご
述
べ
、
鴻
⊥
氏
は
喀
血
に
封
し
て
「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
注
射
な
ど

は
大
し
た
奏
数

の
な

い
こ
い
ふ
例
を
翠
ぐ
。
佐
竹
氏
は
血
管
外
漏
曳
の
心
配
よ
り
往
診

の
際
は
食
盤
の
安
全
な
る
に
如

か
す
ご
言

臨
淋
審
験
駿
叢

二
九
一



臨
淋
審
駿
談
叢

二
九
二

て
居

る
。

川
村

氏

は

「
カ

ル

シ
ゥ

ム
」
注
射

は
寧

ろ
豫
防

剖

ε
し

て
有

致
で

あ

る
。
救

急
藥

こ
し

て
は

「
カ

ル

シ
ゥ

ム
」
よ
り
濃
厚

食

盤

水
叉

は

「ゲ

ラ

チ

ン
」
の
方

が

よ

い
ご
述

ぶ
。
井

上
氏

は

「ク

ロ
ー

ル
カ

ル
シ
ウ

ム
」
の
岬
脈

内

注
射

は
刺

戟

が
強

い
。

過

敏

な
人

に

は
臭

素

「
カ

ル

シ
ウ

ム
」
液

を

注
射
す

る
ご
栂
す

。

諸

氏

の
使

用

法
を
列

墨

す

れ

ば
左

の
通

り
で

あ

る
。

へ

盤
化

「カ

ル
シ
ウ

ム
」
液

(二
乃
至

三
〇
%
液
五
乃
至

一
〇
蝿
)
を
静
脈
内

に
注
射
す
。
内
服
よ
り
も
可
、
然

れ
ど
も
致
果
食
璽

に
及
ば

ざ
る
の
感
あ
り

(前
田
、
小
林
氏
)
。

璽
化

「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
を
四
%

の
割
合
に
生
理
的
食
璽
水
に
溶
解
し
た
る
も
の
五
乃
至

三
〇
琵
の
静
脈
内
注
射
は

三
時
的
に
は
凝
固
を

促
す
。

一
〇
%
の
食
璽
水
に
璽
化
「
カ
〃
シ
ウ

ム
」
を
二
乃

至
四
%

に
溶
解

せ
る
も
の
五
乃
至

一
〇
耗
を
八
乃
至
十
時
間
毎

に
反
復
注

射
す

(熊
谷
氏
)
。

「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
内
服
に
少
量

の
「ヂ
ギ
タ
リ

ス
」
捌
を
伍
用
し
て
有
利
な
る
こ
ご
あ
り
、
同
時

に
「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
静
脈
内
注
射
は
賛
成

せ
す
。
注
射
直
後
却
て
出
血
を
起
す
場
合
少

か
ら
す

(原
氏
)
。

「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
内
服
は
多
量
に
用

ふ
る
も
静
脈
内
注
射
は
殆
ど
用

ひ
す
、
之
れ
不
快
な
る
灼
熱
感
あ
り
、
且

つ
注
射
直
後
に
嘔
吐
叉

は
喀
血

の
再
來
を
見
る
事

あ
る
を
以
て
な
り

(西
氏
)
。

濃
厚
盤
化

「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
は
刺
戟
強
き
故
過
敏
な
る
人
に
は
臭
素

「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
液
を
注
射
す

(井
上
氏
)
。

内
服
に
は

「
ク

ロ
ー

ル
、

カ
ル
シ
ウ

ム
一を
も
用

ふ
る
人
あ
れ
ど
も
、
胃
症
を
起
す

(入
澤
、
國
崎
氏
)
を
以
て
、
多
く
は
乳
酸

「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
を
用

ふ
。
原
氏

は
何
れ
の
場
合
に
用
び

て
も
有
敷
に
し

て
差
支

へ
な
き
も
の
は
乳
酸

「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
な
り
ご
言

ふ
。
服
部
氏
は
乳
酸

「
カ

ル
シ
ウ
ム
」
は
他
の
石
茨
璽

に
比
し
吸
牧
殊

に
佳
良
な
り
こ
の
説
を
引
用
す
諸
氏

の
用
量
は

三
日
三
乃
至
⊥
ハ
琵
、
三
乃
至
⊥
ハ
同
に
分

服
す

ご
い
ひ
、
叉
は

一
日
五
琵
以
下

に
て
可
、

三
日

三
乃
至

二
屍
の
内
脹

に
て
常
習
牲
出
血

に
封
し
、
治
擦
豫
防
α
目
蘭
に
適
す

ご
炉



ふ
。
又
は
軍

に

三
日
二
三
琵
を
用

ふ
ご
記
せ
る
あ
り
。
叉
は

一
日
五
・六
琵
を
振
量
合
捌
こ
な
す

ご
い
ふ
説
あ
り
。

以
上
諸
氏

の
説

に
樹
し
「
カ
ル
シ
ゥ

ム
」
を
食
璽
よ
り
も
推
賞
す

る
説
を
相
封
照
す

右
ご
興
味

が
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら

O
『磐

氏

の
記

載
を
左
に
紹
介
し

て
お
か
う
。
曰
く
、
食
璽
よ
り
は

一
暦

に
有
致
な
る
も
の
は
「
ク

ロ
ー

ル
、
カ
ル
シ
ウ

ム
」
の
静
脈
内
注
射

で
あ
る
、

反
慮
の
少

い
こ
ご
や
賑
管
運
動
紳
経
障
碍
の
少
な

い
こ
ご
の
爲

め
に
は
食
璽
の
方
が
安
心
な
謬
だ
こ
い
は
れ
る
が

「ク

ロ
ー

ル
、
カ

Ψ

シ
ゥ

ム
」
に
も
左
程
恐
れ
る
べ
き
程

の
作
用
は
な
い
。
唯
注
射
を
誤
て
脈
管
内

に
漏
ら
す
ご
壊
疽
を
起
す

こ
ご
が
あ
る
故
、
注
射

に
も
能

く
注
意
し
、
又
若
し
漏
れ
π
時
は
布

の
上

か
ら
強
く
「
ツ
ソ
サ
ー
ジ
」
を
し
て
術
湿
布
を
し
て
置
ー
が
安
全
で
あ
る
。

用
量
は

三
〇
%
液

三
〇
琵
を
静
脈
内

に
注
射
し
、
其
同
数
は
最
初
は

三
日
二
同
こ
し
,
其
後
縫
績
し
て
全
騰
に
て
五
⊥
ハ
回
に
及
ぷ
。
叉

は

三
〇
%
液

五
琵
を
注
射
す

る
。

「
ク

ロ
ー

ル
、
カ
ル
シ
ウ

ム
」
注
射
ご
人
工
氣
胸
.こ
を
兼
ね
る
人
も
あ
る
。

臭
素

「ナ
ト
リ
ゥ

ム
」

之

は
精
紳
の
鎭
静
藥
こ
し

て
も
、
既

に
其
の
懸
用
を
述
べ
て
竃

い
た
所
だ
が
、
そ
の
目
的
の
外
省

ほ
血
液
凝
固
を
催
進
す

る
作
用
を
有

す

る
こ
ご
は
食
購
等

の
内
服
ご
同

じ
ズ
リせ
ら
れ
て
居

る
。
故

に
使
ひ
宜
き
藥
刮
で
あ
る
。
其
内
服
法
に
就

で
は

「ブ

ロ
ー

ム
一璽
類
は
過
敏
な
る
患
者

に
三
・
○
琵
宛

一
同
量
に
て

一
日
歎
同
用
ふ
。
若
し
食
塵
ご
混
用
す

る
ご
き

(濃
厚
臭
那
液
ご
濃

厚
食
塾
水
ご
交
互
に
間
歌
的
に
内
服
せ
し
む
る
時
)
は

三
日
量

三
二
・
○
乃
至

三
五
・
○
琵
に
達
す

る
も
中
毒
症
状
を
起

さ
す

(食
璽
量

も

一
日

三
五
乃
至
三
〇
琵
に
も
及

ぶ
)
(入
澤
.
國
崎
、
原
氏
)
。
又

曰
く
臭
素
「
ナ
ト
リ
ゥ

ム
」
は
凝
血
作
用

ご
鎭
静
作
用

ご
あ
り
、
興

奮
し
易
き
患
者

に
封
し

三
〇
%
液

三
〇
靖
を
用

ふ
、
然

れ
ど
も
凝
血
作
用
は
食
盤

に
及
ば
ざ
る
感
あ
り

(前
田
、
小
林
氏
)
。

其
他
臭
素
剣
の
使
用
は
宮
川
氏
、
近
藤
氏
、
久
野
氏
、
佐
竹
氏
等

の
記
載

に
も
見
え
て
居
る
。

参
考
こ
し
て
西
洋
人
の
記
載
の

三
、

二
を
墨
げ

て
見
や
う
。

曰
く

「中
等
量
の
出
血
だ
こ
、
な
る
べ
《
水
分
を
制
限
し
つ

、
食
魎
及
び
臭

曹

の
二
琵
宛
を
二
時
間
毎

に
交
互
に
與

へ
る
こ
い
ふ
人
も
あ
り
叉
は
先
以
て

三
茶
匙
の
良
璽
を
與

へ
或
は
食
璽
注
射
を
行
ひ
、
次
に
教

日
間

一
日
三
度
毎
同

一
琵
宛

の
臭
曹
を
内
服
せ
し
め
、
之

れ
ご
同
時
に
四
乃
至
六
時
間
の
間
隔
を
お
い
て
食
盤
注
射
を
勧

め
る
こ
い
ふ

臨
淋
實
験
談
叢

二
九
三



臨
淋
實
駿
談
最

二
九
四

や
う

に
す

る
人
も
あ
る
。

「ゲ
ラ
チ

ン
」

}ゲ
ラ
チ

ン
」
注
射
も
血
液
凝
固
を
催
進
す

る
も
の
、こ
し
て
通
常
多
く
用
ひ
ら

る

、
所
で
あ
る
。
余
個
人

こ
し

て
は
實
際
の
場
合

の
敷
果

に
就
て
は
確
實

に
答

へ
得
る
好

い
材
料
が
な
い
が
、
併
し
使
用
す

る
こ
ご
は
折
々
あ
る
。
先
人

の
説

の
中

に
は
著
し
く
血
液
凝
固
を
高

め
歎
時
間
持
績
す

る
こ
い
ふ
説
.こ
反
封

に
致
果
を
見
な

い
こ
い
ふ
説
ご
爾
説
が
あ

つ
て
、
今
同

の
諸
家
の
中
に
も
、
そ
れ
が
表
は
れ
て

居

る
。

今
同
の
諸
家

の
中

「ゲ
ラ
チ

ン
」
注
射
使
用
は
之
れ
を
掲
げ
た
人
の
方
が
孚
歎
以
上
で
あ

る
。
使
用
法
に
就

て
詳
述

さ
れ
だ
所
を

三
、

二

轄
載
す

る
ご
、

「ゲ

ラ
チ
ン
」
は
血
液
凝
固
作
用

あ
り
。

「
テ
タ

ヌ
ス
」
の
恐
れ
が
あ

る
故
製
品
の
佳
良
12
ひ
も
の
を
選

べ
、
濁
逸
の
「
メ
ル
ク
」
會
肚
の
も

の
安
全
な
り
。
三
共
製
品
も
使
用
し
得
。

三
〇
%
液

二
五
乃
至
五
〇
蝿
或
は

二
%
液

一
〇
〇
乃
至

三
五
〇
琵
を
皮
下

に
注
射
す
。
必

要
な
る
時

は

三
日
歎
同
反
復
す
。
注
射
部
位
は
大
腿
或
は
腹
壁
に
て
行
ふ
。
注
射
部
位

に
疹
痛
を
起
す
。
副
作
用

ε
し

て
紅
疹
、
輩

麻
疹
、
腎
臓
炎
を
起
す

こ
ご
あ
り
。

「ゲ
ラ
チ

ン
」
の
大
量
を
内
服
又
は
注
腸
す

る
こ
ご
あ
り
。
五
乃
至

三
〇
%
液
を
用
ひ
叉
は
牛
乳

に
混
じ
て
大
量
を
與

ふ

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

「
ゲ
ラ
チ

ン
」
は

一
日
四
乃
至
五
琵
注
射
し
な
け
れ
ば
敷
な
き
故

一
〇
%
な
れ
ば
四
〇
乃
至
五
〇
琵
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

蹟
か
ら

一
般

に
は
少
量
過
ぎ
る
。

注
射
後
六
乃
至
八
時
間

に
て
数
現
は
る

、
故
出
血
を
急
に
止

め
る
に
は
適
し
な
い
。
長

く
出
血
す

る
時
或

は
豫
防

の
目
的
の
時
用

ふ
(熊
谷
氏
)
。

大
中
喀
血
叉
は
久
し
く

持
績
す

る
喀
血

に
最
も
敷
あ
る
も
の
は

「ぜ
ラ
チ
ン
」
皮
下
注
射
な
り

(原
氏
)
。

持
績
的
喀
血

に
用
ふ

(井

上
氏
)
。

食
璽
よ
り
敷
力
持
久

(前
田
、
小
林
氏
)
。

「グ

ラ
チ

ン
」
の
皮
下

注
射
は
有
敷
で
め
る
、
之
れ
を
大
腿
内
側
に
行

ふ
、
丁
寧

に
按
摩
し

て
置

い
て
も
厘

ー
壊
疽
が
起

る
が
、
肩
脚



尚
部

で
あ

る
ご
之

れ

が
起

ら

な

い
。

時

こ
し

、
注
射
後

蛋
自

尿
を

招
來
す

る

こ
ご

が
あ

る
が
特

に
別

の
庭

置
を

せ
す

ど
も
多

く

は
直

ぐ

治
す

(高
鶏

氏
)
。

血
液

凝
固

を
促

進
す

る
や

否
や

充
分

明

か
で
な

い
が
使

用

せ
ら

る
。

皮
下

注
射

後

の
疹

痛

に
は
冷

灘
布
を

行

ふ

(宮

川
氏
)
。

疹
痛

あ

る
故
從

來

は

此
注

射
を
用

ひ
す

(永

野
氏
)
。

静
賑

内

注
射

は
行

は

す
。

そ

の
注
射

後

三
時

間
頃

に
時

々
悪
感

戦
懐

を
起
す

こ
ご
あ

り
故

に
内

服

に
用

ふ

(西
氏
)
。

使
用

は
す

る
が

敷
は

疑

は
し

(永

井
氏
、

有
馬

英

二
氏

)
、

而

か
も
急
場

の
役

に
立

つ
こ
ご
は
先

つ
な

い
。
・「ゲ

ラ
チ

ン
」
の
作

用

は
其

の
中

に
含

ま

る

、
「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
の
作

用

.・」
す

れ
ば
、

「
カ

ル

シ
ウ

ム
」
を
用

ふ
れ
ば

足
り

る

(有
馬
頼

吉

氏
)
。

「
ア
ナ

プ
ト
ー

ル
、

ゲ

ラ
チ

ン
」
を
用

ふ

(久
野

氏
、

近
藤
氏

、
盤

谷
氏
、

服
部

氏
、

佐
竹
氏
、

林
止
氏

、
前

田
小
林

氏
、
井

⊥
氏
等
)
。

久
野
氏

は
之

れ

を
愛

用
し

且

つ
稀

に
獲
熱
す

る
人

あ
り

ご
述

ぷ
。

別

に

「
ア
ナ
プ

ト
ー

ル
」
の
敷

を
認

め
な

い
。
寧

ろ
食

睡

水
叉

は

「ゲ

ラ
チ

ン
」
に
「
カ

ル
シ
ウ

ム
」
を
加

ふ
る
方

が
よ

い

(川

村
氏
)
。

「ゲ

ラ
チ

ン
」
ご

「
カ

ル

シ
ウ

ム
」
の
併

用

が
有

致
で

あ
る

ご
思

ふ

(藍

谷
氏
、
高

田
氏
等
)
。
「
カ
ル

シ
ゥ

ム
、

ゲ

ラ
チ

ン
」
液

が
あ

る

(熊

谷
氏
)
。

「
ゲ

ラ
チ

ン
㌧
使

用

に
就

て
は
前

に
述

べ
ら
れ
居

る
如

く

「
テ
タ

ヌ
ス
」
の
危
瞼

が
あ

る
の

で
、

兎

に
角

消
毒

に
就

て
信
用

の
あ

る
製

藥
所

の

「
ア

ン
プ

ル

レ
」
入

り

を

選

ぶ
を
要
す

る
。

大
腿

外
側

の
皮
下
深

く

に
注
射
す

る
が
可

い
。
高

熱

を
出
し

陀
り
病
竈

を
刺

戟
し

た
り
す

る

こ
ご
が
殊

に
重
症

の

場

合

に
は
多

い
か
ら
他

の
藥

剰

の
作

用
し

な

い
時

に
行

へ
こ
も
注
意

せ
ら

れ

て
居

る
。
艀

脈
内

注
射

で
は
悪
寒

登
熱
等

を

見

る

こ
蓬
が

勘

く

な

い
。

食
魎

、

「ク

ロ
ー

ル
カ

ル
チ

ウ

ム
」
「ゲ

ラ
チ

ン
」
等

を
兼

ね
用

ふ

る
こ

い
ふ
人

も
あ

る
。

「ゲ

ラ

チ

ン
」
内

服

で
は

止

血
作

用

は
望
ま

れ

な

い
氣

休

め
位

な
所

だ

こ

い
ふ
説

も
あ
る
が
、

近
來

は
叉

輕
度

な
丈
け

で
血
液
凝

固
催

進

作

用

が
あ

る
こ

い
ふ
説

も

あ

る
。

原
氏

は

「
ぜ

ラ
チ

ン
」
内
用

は
食

慾
を
減

退

せ
し

む

る
不
利

あ

り
こ

い
ふ
。

爾

ほ

「ゲ

ラ
チ

ン
」
に
果
汁

臨
淋
審
験
談
叢

二
九
五
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を
入
れ
菓
子
こ
し

て
調
理
す

る
が
多
く
行
は
れ
る
方
法
で
あ
る
。
食
餌
榮
養

の
條
下

に
譲
る
。

血
清
、

蛋
白
騰
溶
液
等

今
同
諸
家

の
掲
げ
ら
れ
た
る
所
を
見
る
に

阿
膠
液
血
清
、
蛋
自
騰
溶
液
膠
檬
金
属
液

の
如
き
血
液
凝
固
を
催
進
す

る
働
あ
る
こ
ご
は
實
験
上
確
實
な
る
も
其
原
因
は
余

の
未
だ

知
ら
ざ
る
所
に
し

て
今
研
究
中
な
り
。
是
等
膠
檬
液
は
皮
下
注
射

に
て
は
敷
砂
く
静
脈
内
注
射
に
て
致
力
大
な
り
、
唯
血
管
内
凝
固

に
よ
り
頓
死
を
起
す

こ
ご
あ
り
注
意
す
べ
し

(林
春
雄
氏
)
。

血
清
は
廣
ー
止
血

の
目
的
に
癒
用
せ
ら
る
。
其
作
用
は
繊
維
素
醗
酵
素
を
補
給
し
以
て
血
液
の
凝
固
を
迅
速

な
ら
し
む
る
に
在
り
、

故
に
出
血
素
質

の
如
き
に
は
最
も
適
當
参
り
、
叉
喀
血
に
も
し
ば
み
＼
使
用
せ
ら

る
、
血
清
は
新
鮮

の
も
の
を
可
こ
す
、
通
常
馬
血

清
を
用

ふ
、
得
ら
れ
ざ
る
ざ
き
は

「
ヂ
フ
テ
リ
ァ
」
血
清
を
代
用
す
、
即
ち

二
〇
乃
至
四
〇
蠕
を
皮
下
に

注
射
す
、
静
脈
内
を

避
け

る
。
血
清
の
代
り
に
「ペ
プ
ト

ン
」
を
も
用

ふ
。
同

三
作
用
を
有
す

「
ペ
プ
ト
ン
、

ウ
ィ

ッ
テ
」
を
生
理
的
食
璽
水
に
五
・
○
%
の
割

に
溶

解
し
、
煮
沸
し
、
濾
過
し
、
更
に
囁
氏

三
二
〇
度
に
て
滅
菌
し
、
其

三
〇
靖
を
皮
下
に
注
射
す

(入
澤
.
國
崎
氏
)
。

牛
乳

「
ペ
プ
ト
ン
」、
馬
血
清

の
偉
致
を
奏
す

る
こ
ご
あ
り

(佐
竹
氏
)
。

馬
血
清

「ヂ
フ
テ
リ
ャ
」
血
清
等
も
時
に
奏
敷
す

(永
井
氏
)
。

血
清
注
射
は
大
抵
の
場
合
著
明
の
敷
力
が
あ
る
、
度

々
繰
り
返

へ
し
得
な

い
の
が
映
黙
で
あ
る
(璽
谷
氏
)
。

馬
.の
血
清

「
ア
ム
プ
ー

ル
」
入
り
四
〇
・
○
琵
皮
下
に
注
射
し
て
敷
あ
り

(高
田
氏
)
。

正
常
馬
血
清
も
用
ひ
て
有
致
で
あ

つ
π

こ
ε
も
あ
る
。
併
し
結
核
患
者

は
血
清

に
封
し

て
比
較

的
過
敏
で
あ
る
爲

め
に
注
意
を
要
す

る
。
又
○
.
五
%
の
「
力
川
ボ
ー

ル
」
生
理
的
食
璽

水
中

へ

一
%
の
割

に
「
ペ
プ
ト

ン
」
を
溶
か
し
た
溶
液
を
も
用
ふ
る

(岩
井
氏
)
。

血
清

(人
、
馬
、
羊
等
)。
吾
等
の
少

い
纒
瞼

で
は
大
な
る
致
果
は
な

い
や
う
で
あ
る
。
患
者
自
身
の
血
液
注
射
も
同
様

(熊
谷
氏
)
。

我

々
の
療
養
所

で
は
血
清
は
以
前

に
は
多
く
用
ひ
て
見
陀
事
も
あ
る
。
そ
れ
は
傳
染
病
研
究
所

へ
依
頼

し
て
健
康
馬
の
血
清
を
得

て
使



用
し

た

の
で

あ

る
が

、
今

日
は

徐
り

行
は

な

い
。

但
し

無
数

こ
し

た
繹

で
は

な

い
。

次

に

「
ペ
プ

ト

ン
」
に
就
で

は
佐

々
虎

雄
氏

が
喀

血

に
蜀
す

る
作
用

を
槍

し

だ
成
績

を
摘
録

す

る
ご
左

の
蓮

り

で
あ

る
。

濁
逸
臨

鉢

週
報

に
於

け

る

=
磐

=
。・
弓
。
年

N9

二
●
ω
一コ
旨

Q∩
8
一N

の
報

告

に
基

き
余

は
東

京

市
療
養

所

に
於

て

「
ペ
プ

ト

ン
」
の
喀
血

に

樹
す

る
作
用

の
追

試
を

な
し

だ
り
。

方

法

ざ
し

て
は
五

%

の

「
ペ
プ
ト

ン
」
溶
液

を

二
琵

皮
下

に
注
射
す

、
患

者

は

二
十

八
例

に
し

て

各
病
期

に
亙

れ

る

が
多

く

は
重
症

者
な

り
、

喀
血

直
後

又
は
永

く

血

疾
持

績

せ

る
も

の

に

三
同
多

く
は
歎

同

に
亙
り

て
前

記

「
ペ
プ

ト

ン
」
を
慮

用

し
た

り
、

其

の
成
績

は
遺

憾

な
が
ら

特
記

に
値
す

る
も

の

三
例
も
な

か
り

き
。

・

購
脚…器
制
衣
劃

(
「ク

ラ
ウ
デ

ン
」
、

「
コ
ア
グ

レ

ン
」等

)

璽

類

及

び

「ゲ

ラ

チ

ン
」
以
外

の
血
液

凝

固
促
進

藥

に

て
、
今

同
最

も
多

く
畢
げ

ら
れ

た

る
は

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
で
あ

る
、

「
コ
ア
グ

レ
ン
」

も
折

々
記
載

せ
ら
れ

て
居

る
。

肺
組

織

よ
り
作

ら

れ
た

る
「
ク

ラ
ウ
デ

ン
」
及

び
血
液

の

「
リ
ポ

イ
ド
」
な
り

こ
せ
ら

る

、
「
コ
ア
グ

レ
ン
」
は
共

に

「
ト

"
ン
ボ

キ
ナ
ー

ぜ
」
の
働

き

あ
り

て

血
液

凝
固

を
催

進
す

(林
春
雄

氏
)
。

良

果
を
畢

ぐ

べ
き

止
血
捌

の
存

せ
ざ

る
今

日

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
注

射
剖

は
現
時
吾

人

の
使

用
す

る
止
血
藥

中

の
白

眉

だ
り
、

之

れ

の
艀

脈
内

叉

は
皮
下

注

射
法

に
於

て
原

則

.こ
し

て
は
副
作
用

は
な
き

も

の
な
り
、
之

れ

に
由
り

て
生
す

る
全
身

及
び
局
所

反
慮

は
何

れ
も

重
症

拉

に
病

勢

の

進
行

性

の

患

者
な

る
程
著

し
き
故
、

か
か

る
患

者

ご
認

む

る
時

は

注

射
前
或

は
直
後

に
「
ビ
ラ

・、、
ド

ン
」
○

.
二
を

服

用

せ
し

む

る
を

規
則

こ
す
。

皮
下

注

射

の
際

の
局
所

反
癒

に
は

一
%

鉛
糖

水
を
以

て
羅

法
す

。

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
し
の
錠
捌

は
後
出

血

豫

防

の
意
味
等

に

癒
用

す

(中

村
氏

)㌔

止
血

渕

こ
し

て
は

「
コ
ア
グ

レ
ン
」
「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
を
用

ふ
。
殊

に
後

者

が
経
験

上
及

び
理
論
上

最
も

良

い
ご
思

ふ
。
致
用

が

二
一二
日

間
績

く
場

合

も

あ

る

(璽

谷
氏
)
。

「
ク

ラ
ウ
デ

ン
」
は
濃

厚
食

璽

水
若

く

は

「ゲ

ラ

チ

ン
」
は
り
優

秀

で
あ

る
や
う

に
思
は

れ

る

(川
村
氏
)
。

臨
淋
實
瞼
談
叢

二
九
七
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比
較

的
有
敷
ご
信
す

る
ご
い
ふ
藥
捌
中

に
「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
を
翠
ぐ

(近
藤
氏
、
久
野
氏
、
前
田
、
小
林
氏
)
。

「ク
ラ
ウ
デ

ン
」
、

「
コ
ア
グ

レ
ン
」
の
奏
致
す

る
は
慢
性
的
血
疾
程
度

の
患
者
に
多
し

(永
井
氏
)
。

敷

か
糖
こ
い
ふ
人
も
あ
る
が
、
自
分
は
比
較

的
有
致
の
や
う
に
思
ふ
(岩
井
氏
)
。

「
ク
ラ
ゥ
デ

ン
」
は
持
績
性
喀
血

に
反
復
注
射
す

る
(井
上
氏
)
。

「
コ
ロ
イ
ー
ド
」
製
謝
中

「
コ
ア
グ

レ
ン
」
(チ
バ
)
は
致
不
明
、

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
は
可
な
ら
ん

(西
氏
)。

「
コ
ア
グ

レ
ン
」
は
歎
同
試
瞼
し

て
見
陀
が
あ
ま
り
致
果
が
あ
る
檬
に
思
は
れ
な
い
(熊
谷
氏
)
。

止
血
渕
で
安
心
を
得
た
も
の
か
な

い
の
で
、
自
分
は

凡
そ

三
回
に
三
〇
蝿
以
上
の
喀
血
を
し
陀
患
者
に
の
み
近
來
多
く

「
ク
ラ
ゥ
デ

ン
」
を
用

ふ
る
。
併
し
之
れ
は
豫
防
的
に
小
出
血

に
有
致
で
あ
る
べ
き
で
.
相
當
量

の
喀
血
が
あ

つ
て
か
ら
時
間
を
経
だ
者

に
利
く
ご

は
考

へ
ら
れ
な

い
(三
戸
氏
)
。

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
に
て
非
常

に
烈
し

い
悪
寒
登
熱
を
訴

へ
た
例
が
あ
る
。
叉
多
少
敷
果
が
あ

る
や
う
に
思
は
れ
た
事
も
あ
る

(宮
川
氏
)
。

川
村
氏
は
此
悪
寒
登
熱
を
掴
濁
液

の
静
脈
内
注
射
に
因

る
ご
言

ひ
、
叉
皮
下
注
射
は
多
少
疹
痛
の
あ

る
こ
ご
が
あ
る
が

「ゲ
ラ
チ
ン
」

程
で
は
な
い
ご
述

ぶ
。

「ク
ラ
ウ
デ

ン
」
は
小
喀
血

に
は
止
血
時
間
を
短
縮
す
る
如
し
、
大
喀
血
に
は
致
疑
は
し

(有
馬
英

二
氏
)
。

高
血
座
疾
患
を
有
す

る
患
者
の
喀
血

に

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
を
注
射
し
、
其
都
度
却

て
喀
血
を
誘
致
す

ご
の
訴
あ
る
患
者
を
見
だ
り

(佐

竹
氏
)
。

「ク
ラ
ウ
デ

ン
」
注
射
に
依

て
「
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ

シ
ー
」
様
登
作
を
起

せ
る
も
の

三
例
あ
り
、

反
復
せ
る
喀
血
に
在

て
は
此
危
瞼

に
遭
遇

す
る
こ
ご
な
き
を
保

せ
す

(服
部
氏
)
。

其
他
臓
器
製
捌

に
て
喀
血

に
封
す

る
使
用
を
報
告

さ
れ
た
る
も

の
こ
し
て

「
ス
ク
グ

ニ
ン
」
「
チ
ュ
レ
オ

ヨ
ヂ

ン
」
胸
腺
錠
等
あ
り

(入

澤
、
國
崎
氏
)
。



「
ア
ド

レ
ナ

リ

ン
」
は

脈
管

牧
縮

劃

こ
し

て
前

に
畢

げ
た
り
。

「
ビ

ツ
イ
ト

リ

ン
」
に
就

て
も

「例
外

こ
し

て
用

ふ
」
「奏

敷

せ
す

」
等

の
説

あ
り

(宮

川
氏
、

前

田
、

小
林
氏
)
。

「
ア

ゴ

メ

ン

ジ

ン
」

璽
谷
氏
は
月
経

ご
共

に
來

る
喀
血

に
「
ア
ゴ
メ
ン
ジ

ン
」
を
用
ひ
て
敷
を
奏
し
た
る
例
を
報
告
し
、
そ
れ
は
月
維
鉄
如
時
の
代
償
性
喀

血

で
は
な
く
、
、第

二
期
結
核
の
喀
血
な
り
し

こ
ご
を
述

べ
て
居
る
。

我

々
の
所
で
は
「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
に
就
て
多
数
馨
員
の
意
見
を
集

め
る
ご
、
前

に
宮
川
氏
の
記
載
に
在
る
如
く
悪
寒
戦
懐
を
來
し
た
も
の

が
少
く
な

い
。
殊
に
艀
脈
内
注
射

の
際

に
多
く
之
れ
を
見
た
。
皮
下
注
射
に
て
は
疹
痛
を
訴

へ
ら
る
る
こ
ご
が
あ
る
。
致
果
は
あ

つ
た

檬
に
思
は
れ
た
こ
.＼」
ご
無

か
つ
た
こ
ご
ご
あ
る
。

つ
づ

り

・
ブ
イ

フ

ロ

ニ
ン
」

大
縄

氏

は

「
フ
ィ
ブ

・

ニ
ン
」
を
賞

用
す

る
ご
言

ふ
。

我

々
の
所

で
も
四
時

間
毎

に

一
日
五
管
位

與

へ
有

敷

ご
見

る
べ
き

か
ご
考

へ
ら

れ

た

る
例

も

あ

る
が

未
だ

例
数

が
少

い
の
で
街

ほ
多

数

の
経
駿

を

積
ん

で
見

や
う

ご
思
ふ
。

「テ

レ
ピ

ン
」
油

有

馬
頼
吉

氏

は

「
テ

レ
ピ

ン
」
油
を
賞

用
す
。

「
テ

レ
ピ

ン
」
油
苦

扁
桃

油
各

一
・
五
乃

至
三

・
○
琵
、

「
.ハ
ン
ト

ポ

ン
」
○
℃
〇

一
乃

至
○
・
つ

三
死

「
ア
ラ

ビ

ア
ゴ

ム
」
及

び
軍

舎
各

三
〇
・
○
乃

至

一
五

・○

琵
を
乳

捌

三
〇
つ
乃

至

二
〇
〇
耗

こ
な
す
、

苦
扁
桃

油

に
は

「
オ

レ
ー

フ
」

油
を
代

用
す

る

こ
ご
を

得

ご
言

ひ
、

大
縄

氏

も
之

に
倣

ふ
ご
聡

す
、

服
部

氏
も

「テ

レ
ピ

ン
」
油
乳

渕

の
著
敷

を
認

め
、

「テ

レ
ピ

ン
」
油

に
は
血
液

凝

固
催

進
作

用

あ

る
も

の

.＼」
爲

し
、

叉

「
ア

ラ
ピ

ヤ
ゴ

ム
」
を
内

服
叉

は
灌

腸

に
懸
用
す
。

高

田
氏

は
肝

油

の
倍

量

に
和
し
膠

嚢

に
入

れ
て
用

ふ
。
井

上
氏

も

「
テ

レ
ピ

ン
」
油

敷

あ
り

ご
云
ふ
。
有

馬
英

二
氏

は

ノ
イ

マ
ン
の

「テ

レ
ピ

ン
」
油
乳

劃
説

を
紹
介
す

。
之

れ

に
反
し

て
岩
井

氏

は

「
テ

レ
ピ

ン
」
油

は
出
血

を
促

進
す

る

こ
ご
を
實
験

し

て
居

る
故

推
奨

し

な

い
ご
述

べ
て
居

る
。

爾

他

の
藥

捌

臨
跡
實
駿
談
叢

二
九
九



臨
跡
實
験
談
叢

三
〇
〇

「
ア

ン
チ
ゲ

ン
」

鴻
上
氏
は
氏
等

の
「
ア
ン
チ
ゲ

ン
」
に
就

き
喀
血
を
誘
螢
し
な

い
の
み
な
ら
す
却
て
有
致
に
作
用
し
た
例
に
就

て
述

京
。

四
肢

の
緊
縛

入
澤
、
國
崎
氏
、
宮
川
氏
、
岩
井
氏
、
熊
谷
氏
、
高
田
氏
、
佐
竹
氏
、
永
野
氏
、
林
止
氏
及
で
林
春
雄
氏
等

の
記
載
中

に
説
明
せ
ら
れ

居

り
、
大
縄
氏
、
前
田
、
小
林
氏
等
の
記
事

に
も
之

れ
が
列
塞
し
て
あ
る
。
永
井
氏
は
二
「二
+
分
叉
は

三
二
日
に
亙
り

て
喀
血
の
止
ま

ざ
る
者
に
劃
し

て
は
四
肢
緊
縛
最
も
有
致
ご
述

べ
て
居

る
。
諸
氏

の
記
載
を
参
酌
し
て
其
方
法
及
び
作
用
を
次
に
説
明
し
て
置

か
う
。

大
出
血
の
起

る
時
に
は
四
肢
を
緊
縛
す

る
。
之
れ
は

大
腿

の
中
央

(或
は
上
部

こ
も

い
ふ
。
高
田
氏
は
恥
感
を
慮

り
女
子
は
下
端
ご
言

ふ
)
叉
は
」
臓
を

三
方
或
は
雨
方
共
「
ゴ
ム
」
入
り
の
彊
力
性
の
紐
叉
は
布
に
て
緊
縛
す

る
の
で
あ
る
,

(高
田
氏
は
先
づ
雨
⊥
博
中
央
次

で
雨
大
腿
を
縛
す
)
。
動
脈
血
流
を
妨

げ
る
程
に
強
く
縛
す

る
の
で
は
な
く

足
背
動
賑

(叉
は
嶢
骨
動
脈
)
の
ま
だ
燭

れ
る
位

の
度
合
に

止
め
置
く
。

四
肢
に
中
等
度
の
鰐
血
が
起
り
潮
紅
を
呈
し

て
腫
れ
て
來
れ
ば
可

い
の
で
あ
る
。
此

の
時
四
肢
は
ま
だ
淵

か
い
。
そ
れ
が

蕨
冷
し
、
脈
搏
を
鯛
知
し
得
ざ
る
如
き

に
至
れ
ば
緊
縛
が
強
き

に
過
ぎ
た
徴
で
あ
る
。
時
間
は
人
に
依

て
は

三
度

に
二
時
間
位
縛
す
る

こ
い
ひ
、
叉
は
三
十
分
乃
至

三
時
間
こ
い
ひ
、
人
に
依
て
は
叉
十
分
乃
至
三
十
分
行
ふ
ご
い
ふ
。
そ
れ
は
縛
し
方
に
も
依

る
こ
ご
ご
思

ふ
が
、
要
す

る
に
鯨
り
長

い
こ

い
ふ
よ
り
は
短
い
方
が
よ
い
。
此
緊
縛
を
解
く
は
徐

々
に
行
ふ
方
が
好

い

三
岩
つ

つ

一
側
か
ら
段

々
に

取
去

る
の
で
あ

る
。

四
肢
緊
縛
の
作
用
は

三
つ
は
小
循
環
系

へ
行
く
血

流
を
減
す

る
に
在
り
こ

い
ふ
が
、
之
は
肺

の
病
種

重
く
心
腱
衰
弱
し

て
肺
臓
の
血
液

量
が
過
多
に
な
つ
た
時
な
ど
ば

殊

に
此
意
味
で
作
用
し
や
う
。
併
し
叉

一
方
に
は
四
肢
緊
縛
の
作
用
は
暢
血

に
依
て

「ト

ロ
ン
ボ
キ
ナ

ー
ゼ
」
が
循
環
血
流
中
に
流
れ
込
み
血
液
凝
固
を
催
進
す

る
に
因
る
の
だ
こ
も
云
ふ

(フ
ォ

ン
、
引

、

ペ
ル
デ

ン
)
。

榮
養
、
食
餌

(
一
)
胃
腸
障
碍

に
關
す

る
注
意
は
諸
家

の
畢
げ
居

る
所

で
あ
る
が
、
就
中
便
通
に
關
す

る
意
見
が
多
い
。



腎
症
歌
豫
防

に
就
て
は
食
餌
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
居

る
。

便
秘
は
喀
血

の
誘
因
こ
な
り
、
努
責

は
血
趣
充
進
を
來
す
。
下
醐
は
必
す
し
も
避
く
可
き

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
嘔
氣
を
起
す
如
き
も
の

を
用
ふ
可
ら
す
。
寧
ろ
灌
腸
を
賞
揚
す

ハ前
田
、
小
林
氏
)
。

高
血
趣
疾
患
を
有
す

る
患
者
の
喀
血
に
野
し

て
は
下
剃
、
利
尿
捌
、
臭
素
捌
等
を
與

へ
、
直
接
止
血
の
目
的
を
以

て
注
射
特
に
静
脈

内
注
射
の
如

き
は
行
は
ざ
る
を
可
こ
す

(佐
竹
氏
)
。

食
璽
水
の
内
服
は
止
血
作
用
以
外
に
便
蓮
を
軟
化

せ
し
む
る
か
ら

三
墨
爾
得
で
あ

る
(井
上
氏
)
。

便
通
を
良
く
せ
よ

(岩
井
氏
、
久
野
氏
)
。
灌
腸
又
は
墜
類
下
剖
で
も
可

い
、
他
の
下
捌
で
も
よ
い
(岩
井
氏
)
。

便
秘

に
封
し
石
鹸
灌
腸
を
選
む
べ
き
で
あ
る
(大
縄
氏
ゾ
。

二
日
に

三
同
以
⊥
排
便
す

(高
田
氏
)
。

(二
)
普
廼
食
ご
流
動
食

輕
度
の
喀
血

に
は
普
通
食
ご
攣

化
す

る
を
要
せ
す

.こ
錐
も
,
多
量
の
喀
血
に
は
流
動
又
は
孚
流
動
を
用
ひ
咀
噛
を
避
け
し
む
.
少
量

つ
つ
数
同

に
分
與
す

べ
し

(入
澤
、
國
崎
氏
、
前
田
、
小
林
氏
)
。

無
刺
戟
性
の
も
の
を
與

ふ
る
も
必
す
し
も
流
動
食
な

る
を
要
せ
す
。
牛
乳
は
何
時
も
重
實
な
る
食
餌

で
あ

る
(服
部
氏
)
。

輕
症
時

に
は
粥
位
を
許

せ
ど
も
、
大
喀
血

に
は
初
め
の
中
丈
け
流
動
食
を
與

ふ
(久
野
氏
)
。

其
他
流
動
食
に
就

て
は
「出
血
後
二
同
位
冷

へ
π
る
液
食

」
(岩
井
氏
)
、

「大
量
の
喀
血
時

に
は
流
動
食
」
(高
田
氏
)
等

の
説
あ
り
。

咀
噛
運
動
で
安
静
を
妨
げ
す
。
胃
腸
に
攣
化
な
き
限
り
、
な
る
べ
く
早
く
充
分
の
食
物
を
與
ふ
る
が
よ
い
(近
藤
氏
)
。

(二
)
食
餌

の
淵
度
に
就
て
は

微

温
の
も
の
を
良
し
ご
し
、
除
り
熱
き
も
の
又
は
極
く
冷
た
き
も
の
を
不
可

.こ
す
。
胃
に
障
碍
を
與

へ
、
叉
反
射
的
に
肺
循
環
系
の

血
厘

に
影
響
す

る
故
な
り

(入
澤
、
國
崎
氏
、
前
田
、
小
林
氏
)
。

臨
淋
賓
験
談
叢

三
〇
一



臨
跡
實
駿
談
叢

三
〇
二

冷
牛
乳
を
少
量
宛
数
同

に
與

ふ
る
外
、
微
温
の
粥
様
食
物
を
與
ふ
る
が
最
も
適
當
な
り

(佐
竹
氏
)
。

冷

い
液
食
を
與
ふ

(岩
井
氏
)
。
低
温
流
動
食

(有
馬
英
二
氏
)
。

(三
)
食
餌

の
分
量
に
就
て
は

大
出
血
後
に
は
多
く
は
食
餌
の
分
量
を
減

じ
、
又
数
同
に
分
食
せ
し
む
る
を
可
し
ご
す
。
兎
に
角

三
度
に
多
量
の
食
餌
を
囁

る
を
避

け
し
む
。
液
艦
の
量
に
就

て
は
囁
取
除
b
に
多
く
徒

に
尿
量
を
大
な
ら
し
む
る
こ
ご
は
却
て
障
碍
あ
り

(佐
竹
氏
)
。

少
し
出
血
し
た
こ
て
減
食
す

る
人
が
あ
る
が
、
食
餌
を
多
く
撮
る
こ
ご
な
ど
は
出
血
の
誘
因

ご
は
考

へ
ら
れ
な

い
(熊
谷
氏
)
。

(四
)
刺
戟
性
食
物

血
墜
を
高
め
、
精
神
を
興
奮

さ
す

る
食
物
飲
料
は
禁
す
ご
云
ふ
。
例

へ
ば

咳
噺
を
起
す
や
う
な
刺
戟
性

の
も
の
叉
は
粉
末
は
禁
す

べ
き
で
あ
る
(岩
井
氏
)。

「
ア
ル

コ
ホ
ル
」
(但
し

「
ア
ル
コ
ホ
ル
」
も
強
心
刮
こ
し
て
少
量
に
與
ふ
る
は
別
な
b
)
、
茶
、
珈
曉
等
凡
て
興
奮
性
の
も
の
及
び
炭
酸

を
含
有
す

る
飲
料
は
之
れ
を
避
く
可
し
。
胃
腸
障
碍
を
起
す

や
う
な
食
物
は
固
よ
り
禁
ぜ
ら

る

(入
澤
、
國
崎
氏
、
前
田
、
小
林
氏
、

佐
竹
氏
)
。

(五
)
推
賞

さ
れ
た
る
食
餌
の
特
殊
な
る
も
の
こ
し
て
は

膠
質
を
含
有
す

る
食
品
は
血
液
の
凝
固
を
促
す
を
以
て
、
之
を
適
當

に
調
理
す

る
時
は
、
喀
血
患
者

に
推
賞
す

べ
き
食
品
た
り
。
叉

膠
質
は

三
面

に
於

て
禮
内
の
蛋

白
分
解
を

防
遇
す

る
を
以
て

特

に
喀
血
患
者

の

有
熱
時

の
食
品

(菓
子
)
こ
し

て
適
當
な
る
も
の
ε

す
。
飲
料
に
酸
類
は
避
く
る
を
可
し

ご
す

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

「ゲ

ラ
チ
ン
」
を
菓
子

に
作
り

て
食
用

せ
し

め
て
も
よ
い
。

二
〇
乃
至
五
〇
乃
至
二
〇
〇
琵
も
食

べ
さ
せ
る

(熊
谷
氏
)
。

血
液
凝
固

の
基
質
な
る
繊
維
素
源
の
源
泉
を
多
量
に
供
給
す

る
陀
め
食
物
中

の
蛋
自
質
量
を
増
加
す

る
を
要
す

る
所
以
を
説
き
、
爾

抵
「ヴ
ィ
タ

・、
ン
」
C
供
給
の
た
め
食
後
の
柑
橘
類
等

を
推
賞
し
、

「
カ
〃
シ
ウ

ム
」
補
給
等

の
陀
め
、

「ゲ
ラ
チ
ン
し
の
「ゼ
リ
ー
」
を
可



ざ
す
。
叉
食
璽
供
給

の
意
味

に
て
食
慾
催
進
作
用
を
兼
ね

て
毎
朝
食

に
璽
肴
、

「
ハ
ム
」
、

「
べ
ー

コ
ン
」
、
盛
漬
叉
は
味
噌
漬

の
牛
肉

等

を
撮
取
せ
し

め
、

「ヅ
ィ
タ
ミ
ン
」
及
び
魎
類
補
給
上
毎
食
事
新
鮮
な
る
野
茱
及
び
新
漬
を
取
ら
し
む
る
も

亦
得
策
な
b
こ
す

(小

澤
氏
)
。

新
鮮
な
る
果
實
汁

の
如

き
は
清
原

の
外
一ヴ

ィ
タ
ミ
ン
L
關
係
よ
り
度

々
與
ふ
る
必
要
あ
り

(佐
竹
氏
、
服
部
氏
)
。

「
パ

ン
ト
ポ

ン
」
を
用

ふ
る
ご
き
は
、
食
餌
の
減
少
、
便
秘
等

の
來
る
を
防
ぐ
爲

め
牛
乳
、
生
菜
、
坐
藥
等
を
忘
れ
て
は
な
ら
の

(三

戸
氏
)
。

我

々
の
所
で
も
大
禮
前
記
諸
家

の
説

の
通

り
で
、
帥
ち
輕
度
な
喀
血
な
れ
ば
普
蓮
食
を
可
こ
し
て
憂
化
し
な

い
。
や
や
重
き
喀
血

こ
な

る
ご
粥
状

の
食
を
理
想
ざ
す

る
が
流
動
食
も
與

へ
る
。
食
事

の
温
度
は
微
温
を
良
し
ご
す

る
。
食
事

の
分
量
は
や
や
重
き
喀
血

に
は
少

く
も
最
初

三
日
は
か
な
b
嚴

に
制
限
し
、
其
後
も
少
量
宛
何
同
も
與

へ
る
や
う
に
す
。
液
騰
の
量
を
制
限
す
る
や
う
に
し
、
流
動
食

の
時

は
殊
に
注
意
す
。
刺
戟
性
の
食
物
や
不
清
化
の
食
物
を
避
け
る
こ
ご
も
固

よ
り
前
に
掲
げ
ら
れ
居

る
ご
同

三
で
あ
る
。

「ゲ
ラ
チ

ン
」
の

「
ぜ
リ
ー
」
も
出
來
れ
ば
推
賞
す

る
。
消
化
し
易

き
榮
養
に
富

ん
だ
食
餌
を
輿

へ
胃
腸
を
害
せ
の
や
う
に
注
意
し
、
榮
養
状
態
、
貧
血
等

.
の
速

に
恢
復
し

て
本
病

だ
る
肺
結
核
の
維
過
に
封
す

る
影
響

の
悪

る
く
な
い
や
う
に
努

め
る
こ
る
は
勿
論
で
あ
る
。

便
通
に
も
牲
意
し
、
努
責
を
要
し
な

い
や
う

に
す
。
藥
刮
で
は
散
藥
は
な
る
た
け
避
け

る
か
叉
は
「
オ
ブ
ラ
ー

ト
」
を
用

ひ
て
上
手
に
與

へ
る
を
安
全
こ
し
て
居

る
。

止
血
後
の
注
意

(
A
)
止
血
後
の
安
静
期
間

肺
出
血
の
治
療
法
こ
し
て
は
安
静
乃
至
絶
封
安
静
が
そ
の
根
本
方
針
で
あ
る
こ
ご
は
固
よ
り
論
を
侯
た
な

い
。
然

る
に
身
禮
安
静

の
程

度
に
就
て
は
多
少
説
が
岐
れ
た
り
す

る
は
實
際

の
。場
合
こ
し
て
は
第

一
に
は
止
血
後

の
安
静
期
間
の
問
題
な
ど
か
ら
起

る
こ
蓬
ご
思
は

れ

る
。
輕
微
の
出
血

の
止
ん
で
後
他

に
何
等
の
理
由
も
な
く
し
て
、
徐
り
長
く
嚴
重
な
安
静
を
守
ら
せ
陀
り
す

る
は
異
論
の
起

る
べ
き

臨
淋
實
験
叢
談

三
〇
三



臨
跡
實
験
叢
談

三
〇
四

所
で
あ
ら
う
が
、
此
期
間
を
定
め
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
随
分
困
難
な
問
題
で
あ

る
。

大
縄
氏
は
喀
血
止
み
て

三
週
間
も
全
く
疾
中

に
血
液
を
見
ざ
る
に
至
れ
ば
静

か
に
起
坐
を
試
み
、
室
内
歩
行

よ
り
漸
次
運
動
に
移

る

べ
き
で
あ
る
ご
言
ひ
、
岩
井
氏
は
喀
血
が
止
ん
だ
後
で
も
勘
く
こ
も

三
週
間
乃
至
十
日
間
位
は
臥
鉢
安
静
を
守
ら
し
む
可
き
で
あ
る

ご
述

べ
て
居
る
。
高
田
氏
は
氏

の
所
謂
危
瞼
性
あ
る
輕
微
の
喀
血

に
て
は
離
淋
及
び
外
出
は
止
血
後
五
日
以
後

こ
し
、
著
量
中
量
及

び
大
量

の
喀
血
に
て
は
離
淋
及
び
外
出
は
七
日
及
び
十
日
以
後

こ
す

る
。
久
野
氏
は
止
血
後

一
週
間
乃

至
十
日
間
位
は
安
静
を
守
ら

せ
る
。
佐
竹
氏

は
大
凡
止
血
後
二
週
間
を
経
て
徐

々
に
起
淋
叉
は
離
鉢
せ
し
め
、
永
野
氏

は
大
喀
血
に
て
は
少
く
も
止
血
後
省

ほ

一

週
間
位
は
極
度
の
安
静
を
持
績

さ
せ
る
。
井
上
氏
は
喀
疾
中
に
血
痕
を
見

沁
様

に
な

つ
て
か
ら
、
通
常

一
週
間
後
に
躰
上
に
坐
す
る

を
許
し
、
漸
次
室
内

の
歩
行
を
許
す

こ
ご
に
し

て
居

る
。

解
剖
的
に
云

へ
ば
血
管

口
に
血
栓
が
形

成
さ
れ
、
そ
れ
が
更
に
有
機
化
す

る
に
至
れ
ば
固

よ
り
安
全
で
あ

る
が
、
實
際
の
病
鉢
に
臨

ん

で
、
ど

の
位
の
日
歎
の
間
臥
躰
安
静
を
守
ら
し
む
れ
ば
、
先
づ
安
全

ご
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
之
に
就

て
は
前

に
少
し
く

「安
静
」
の

條
下
に
も
述

べ
て
置

い
た
。

濁
逸
の
文
獄
で
は
喀
疾

に
全
く
血
液
が
出

な
く
な

つ
て
か
ら
五
乃
至
六
日
間
を
維
て
騰
温
は
引
績

き
正
常
温
度
な
る
時

に
至
て
初

め
て

病
淋
を
去
る
を
許
す

べ
き
で
あ
る
が
、
喀
血
の
原
因

こ
な
つ
た
急
性
炎
症
性
憂
化
で
も
あ
れ
ば
そ
れ
の
全
く
去

る
迄
嚴

重
な
安
静
療
法

を
要
す

る
ご
い
ふ
人
も
あ
る
し
、
又
は
止
血
後
患
者
に
多
少

の
自
由
を
許
す
は
少
く
こ
も

一
週
間
を
経
だ
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

療
養
所

へ
の
族
行

の
如
き
多
少
骨

の
折
れ
る
運
動
を
許
す

は
二
三
週
間
後
の
こ
ご
で
あ
る
こ
も
い
は
れ
て
居

る
。
そ
の
後
に
於

て
も
喀

血

の
再
襲

に
封
し
て
は
勿
論
充
分
豫
防
的
注
意
を
怠
ら

ぬ
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(B
)
本
病
肺
結
核
の
経
過

に
關
す
る
注
意

ハ

止
血
後
は
本
病
た
る
肺
結
核
そ
の
も
の
の
経
過
如
何

に
充
分

の
注
意
を
彿
は
ね
ば
な
ら
な

い
こ
ご
は
勿
論
で
あ

る
。
(血
墜
及
び
安
静
ざ

な

蓮
動

の
利
害
の
條
下
参
照
)。
喀
血

の
治
療
期
間
ご
見
る
べ
き
間
に
も
精
棘
、
心
臓
等

の
状
態

の
外
、
登
熱
、
食
慾
、
便
通
等

に
も
注
意



を
怠

る
こ
ご
は
出
來
な

い
が
、
止
血
後
肺
結
核
症
状
の
増
悪
す

る
こ
ご
は
多
く
見

る
所
で
あ
る
か
ら
.
是
等

の
全
身
朕
態

に
は
李
常

よ

つ

り
は

三
層

に
注
意
を
要
す

る
、
出
血
量
が
大
で
あ
つ
た
場
合

に
は
貧
血
を
補

ふ
方
法
も
考

へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(C
)
再
出
血

の
豫
防

止
血
後

の
注
意
の
第

三
は
喀
血

の
再
來
に
樹
す

る
豫
防
で
あ
る
。
止
血
後
ご
云
て
可

い
か
間
歌
時

、こ
云

て
可

い
か
は
日
時
を
経
て
後
に

云
ひ
得

る
こ
ご
故
、
喀
血

の
治
療
は
殆
ど
凡
て
皆
之
れ
再
襲

の
豫
防
ご
云
て
可

い
の
で
あ
る
か
ら
、
止
血
後
の
豫
防
も
所
謂
治
療
即
ち

間
歌
時
の
庭
置
の
延
長
に
過
ぎ
な

い
。
嚴
密
に
云
ふ
ご
小
出
血
な
ど
で
は
喀
出
時
が
既

に
出
血
時
で
は
な
い
繹
で
あ

る
。
故
に
治
療

.こ

云
て
も
鵬
の
表
面
で
現
に
出
血
し

つ
つ
あ
る

局
所
を
庭
置
す
る
ご
は

蘇
程
趣
が
違
ひ
最
初
か
ら

豫
防
こ
し
て
見
る
べ
き

黙
が
多

い
の

で
、
私
は
嘗

て

肺
結
核
治
療

三
般

に
就

て

述

べ
た
如
く
,
喀
血

の
治
療

に
就
て
も

豫
防
的
治
療
ご
呼
ぶ
が
適
當
だ
こ

思
ふ
の
で
あ
る

が
、
殊

に
止
血
後
は
再
出
血

の
豫
防
に
充
分

の
注
意
を
彿
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
之
季
素
ま
で
諸
種
の
喀
血
誘
因
を
去
る
に
努

め
て
再

出
血
を
防
げ
ね
ば
な
ら
な

い
。

三
度
喀
血
し

だ
も
の
は
再
び
之
れ
を
來
す

こ
ご
が
多

い
。
而
し
て

三
旦
喀
血
が
襲
來
す

る
や
其
治
療
的
庭
置
の
有
力
に
し
て
鷹
用
の
廣

き
方
法
は
殆
ど
全
く
求
め
得
な

い
歌
態
な
る
に
加

へ
て
、
喀
血
は
精
紳
的
に
も
病
竈
關
係
上
よ
り
も
本
病
肺
結
核
の
経
過
に
影
響
す

る

所
が
大
で
あ
る
故
、
豫
防

に
封
し
て
は
十

二
分
の
注
意
を
彿
は
ね
ば
な
ら
の
。
喀
血
の
止
血
後
を
喀
血
の
間
歌
時
ご
見
れ
ば
喀
血

の
豫

防
は
喀
血

の
治
療
的
豫
防

ご
言
て
も
可

い
。

か
く
治
療

に
關
聯
し

て
考

へ
る
ご
李
素

に
於
け
る
豫
防
上
の
注
意
も
除
程
周
到

に
な
つ
て

來
る
の
で
あ

る
。

(D
)
喀
血
誘
因

の
除
去

今
同
の
諸
家

の
中

に
も
豫
防
法
及
び
治
療
法
に
就
て
別
々
に
述

べ
た
人
も
あ
る
が
、
叉
そ
れ
を
匠
別
し

て
抜
鎌
す

る
こ
ご
の
出
來
な
い

人
も
多

い
。
豫
防

の
前
提
ご
見

る
べ
き
事
項
ご
し
て
は
、
病
因
、
素
因
、
誘
因
、
成
因
等

に
就
き
宮
川
氏
、
青
山
氏
、
渡
邊
氏
、
竹
山

氏
、
中
村
氏
等
が
述

べ
て
居

る
。
更
に
是
等
の
事
項
ご
豫
防
法
ご
に
關
聯
し
て
大
縄
氏
、
服
部
氏
、
川
村
氏
等
が
救
べ
て
居

り
、
豫
防

臨
淋
審
験
叢
談

三
〇
五



臨
跡
實
駿
叢
談

三
〇
六

法
に
就

て
は
久
野
氏
、
林
止
氏
、
入
澤
、
國
崎
氏
、
村
尾
氏
、
小
澤
氏
、
松
田
氏
、
熊
谷
氏
、
川
村
氏
、
井
上
氏
、
三
戸
氏
等

の
記
事

に
掲
げ
ら
れ
て
居

る
。

-

大
縄
氏
の
記
事

の
中

に
は
過
勢
を
避
け
、
運
動
後
は

三
定
時
間
安
静
卒
臥
を
命
す

る
を
可
こ
し
、
刀
根
山
療
養
所
患
者
全
部

に
甥
し

て
特

に
定

め
た
る

一
週
間
の
安
静
準
臥
後
諸
症
状
減
退
し
、
久
し
く
僑
ま
さ
れ
陀
る
血
疾

の
止
み
た
る
實
例
あ
b
、＼」
述

ぶ
。

川
村
氏
は
出
血
素
質
あ
る
者
に
李
素

か
ら
持
績
的

に
「
力
〃
シ
ウ

ム
」
等
を
艀
脈
内

に
注
射
し

て
豫
防
し
陀
實
例
を
報
告
し
て
居
る
。

三
戸
氏
は

三
年

に
幾
同
こ
な
く
小
喀
血
を
來
す
患
者
に
、
喀
血
季
節
に
先
ん
じ
て
「
テ
ラ
ツ
ー
テ

ン
」
を
注
射
し
、
約
三
十
人
中
孚
歎

以
上
に
於

て
幾
分
豫
防
が
出
來

た
か
ご
考

へ
陀
ご
言

ふ
。

其
他
豫
防
上
特
に
畢
げ
ら
れ
だ
る
事
項
を
列
翠
す

る
ご
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

(イ
)
蓮
動
に
就

て
、
運
動
直
後
に
反
雁
な
く

ざ
も
後
反
鷹
若

く
は
集
積
反
慮
を
恐
れ

る
べ
き
も
の
な
り
.＼、
総
…す

(近
藤
氏
)
。

入
院
後
叉
は
轄
地
後
の
暫
ら
く
の
時
期
は
比
較
的
喀
血
多
き
故
、
其
取
扱
ひ
及
び
心
身
安
静
な

る
生
活
を
得
せ
し
む

る
に
殊
に

注
意
を
要
す
。
止
血
後

の
試
験
登
山
な
ど
を
嚴
禁
す

(服
部
氏
)
。

身
膿
過
勢
、
精
棘
興
奮
、
興
奮
性
食
餌
殊

に
飲
酒
、
喫
煙
の
制
限
叉
は
禁
止

(諸
氏
)
。

「ヅ
ィ
タ
ミ
ン
」
C
鉄
乏
な
き
や
う
に
す

(服
部
氏
)
。

(
ロ
)
日
光
浴

の
働
用
に
就
て
の
注
意

(林
止
氏
、
服
部
氏
、
熊
谷
氏
、
井
上
氏
)
。

人
工
太
陽
燈
注
意

(熊
谷
氏
)
。

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
透
視
鳳
小
出
血

に
も
禁
す

べ
し

(原
氏
、
熊
谷
氏
)
。

(
ハ
)
室
温
の
高
か
ら
ざ

る
こ
ご

(原
氏
、
前

田
、
小
林
氏
)

(
二
)
戚
冒
を
防
ぐ

べ
き

こ
ご

(林
止
氏
)
。

(
ホ
)
氣
候
の
憂
換
期

(春
秋
)
に
は
殊

に
安
静
に
す

べ
し

(松
田
氏
、

三
戸
氏
、
川
村
氏
)

初
多
初
春
の
候
に
多

い
(大
縄
氏
、
川
村



氏
)
、
氣
候
の
劇
憂
特

に
秋
冬

の
候
に
警
戒
せ
よ

(入
澤
、
國
崎
氏
)
。

(
へ
)
月
経
時

に
は
喀
血
し
易
き
故
注
意
す

べ
し

(入
澤
、
國
崎
氏
、
盤
谷
氏
、
服
部
氏
)

(ト
)
出
血
を
起
し
易
き
藥
剖
こ
し

て
畢
げ
ら

る
る
も
の
は
金
、
沃
度
捌
、
砒
素
剃

「
ツ
。ヘ
ル
ク
リ

ン
」
剤

「
リ
ポ
イ
ド
」
蛋
白
性
非
特
殊

的
刺
戟
刮
等

「
サ
リ
チ
ー

ル
」
酸
剤
特

に
「
ア
ス
ピ
リ

ン
」
及
び
「
ク

レ
オ
ソ
ー

ト
」
(入
澤
、
國
崎
氏
、
鴻
上
氏
、
服
部
氏
、
井
⊥

氏
、
久
野
氏
)
。

鎭
咳
及
び
呼
吸
練
習

喀
血

の
治
療
に
當
て
は
鎭
咳
は
最
も
重
要
な
る
事
項
で
、
而
か
も
な

る
べ
く
「
モ
ル
ヒ

ン
」
の
如
き
強

い
麻
醇
剤
を
用
ひ
す
に
致
果
を
牧

め
た
い
の
で
、
前
に
「
モ
ル
ヒ
ン
」
問
題
の
條
下
に
於

て
、
之
れ
を
述

べ
て
置

い
た
。
喀
血
豫
防
の
場
合

に
は
治
療
の
場
合
.＼」
異
り
て
、

窒
息
死
だ
の
吸
引
性
肺
炎
だ
の
こ
恐

る
る
心
配
は
減
少
し

て
來

る
の
で
、
麻
酔
捌
使
用
は
徐
程
手
心
が
違
て
來
る
で
あ
ら
う
。
要
は
其

病
例

々
々
の
歌
況
に
櫨

る
こ
ご
で
あ
る
。

呼
吸
練
習
は
鎭
咳

ご
關
聯
し

て
述

べ
ら
れ
る
所

で
あ

る
。
今
同
の
諸
君
の
記
載
の
中
に
も
三
戸
氏
は
呼
吸
歎
を
節
減
し
て
喀
血

に
致
あ

り
し
實
瞼
を
述

べ
、
久
野
氏
は
可
及
的
腹
式
呼
吸
を
静
か
に
行
は
し

め
肺
の
運
動
を
制
限
す

る
や
う
に
す
ご
云

ふ
。

へ

呼
吸
に
は
歎
の
外
に
省
ほ
顧
み
ね
ば
な
ら
な
い
因
子
が
種
々
あ
る
。
胸
式
呼
吸
ご
腹
式
呼
吸
の
別
が
あ
る
外
に
深
い
呼
吸
ご
淺
い
呼
吸

ご
が
あ
る
が
之

に
は
又
長

い
呼
吸
ご
短
か
い
呼
吸
、
強

い
呼
吸
ご
弱
い
呼
吸
を
匿
別
す

る
こ
.こ
が
出
來
る
。
此
呼
吸
練
習
を
庭
方
の
形

に
し

て
諸
種
の
疾
患

に
癒
用
し

て
居

る
も
あ
る
。
所
で
喀
血
豫
防
の
上
か
ら

い
ふ
ご
強

い
呼
吸
は
最
も
危
瞼
で
あ
る
。
肺
臓
内

に
於
け

る
室
氣
厘

の
突
然
な
る
動
揺
な
凡
て
不
利
で
あ

つ
て
暴

い
咳
噺
、
高
聲

の
呼
び
聾
は
勿
論
呼
吸
膿
操
な
ど
を
精
細

な
分
量
方
法
等
を
無

親
し
て
行
ふ
の
も
甚
だ
危
瞼
だ
。
呼
吸
制
限

こ
い
ふ
上

に
於
て
は
第

三
に
強

い
呼
吸
を
制
限
し
、
叉
呼
吸
式

こ
し
て
も
例

へ
ば
肺
の
上

方

に
病
竈

の
あ
る
人
は
な
る
べ
く
横
隔
膜
呼
吸
に
依
る
楳

に
す

る
こ
い
ふ
が
安
全
な
繹

で
あ
る
。

喀
血

に
關
す

る
解
剖
的
憂
化
及
び
統
計

臨
跡
實
験
叢
談

三
〇
七



臨
跡
實
騒
叢
談

三
〇
入

喀
血

ご
病
理
解
剖
的
墾
化
こ
の
關
係
に
就

て
は
熊
谷
氏
、
服
部
氏
、
三
戸
氏
等

の
記
事

の
中

に
も
叙

べ
ら
れ
て
居

る
が
特

に
岡
氏
が
專

ら
之
れ
に
就

て
記
載
し
て
居
る
。

諸
種
の
誘
因
等

に
關
す

る
統
計
的
親
察
は
大
縄
氏
、
服
部
氏
等
之

れ
を
掲
げ
又
別
に
鈴
木
氏
が
專
ら
之
れ

に
就

て
詳
述
し

て
居

る
。
今

回
諸
氏
の
記
載
中
に
散
見

せ
る
喀
血
死
の
統
計
等
を
左
に
掲
げ

て
お
か
う

(此
中

に
は
窒
息
死
も
含
ま

る
る
こ
ご
.し
思
ふ
)
。

大
縄
氏
は
脱
血
死
に
就
き
て
西
洋
の
統
計
を
墨
げ
、
刀
根
山
療
養
所

の
十
年
間
に
於

て
喀
血
が
直
接
死
因

こ
な
り
し
例
は
殆
ど
な
し

ご
稔
し
、
服
部
氏
は
西
洋
に
て
も
近
時
看
護
が
行
き
屈
ー
や
う
に
な
つ
て
か
ら
頻
度
は
著
し
く
減
退
し
陀
ε
云
ふ
説
を
紹
介
し
名
古

屋
市
八
事
療
養
所
に
て
は
死
亡
者
二
七
三
名
中

二
名
な
り
ご
述
ぶ
。
雨
氏
の
畢
げ
陀
西
洋
の
統
計
で
は
最
大
は
九
〇
〇
人

に
四
人
最

小
は
二
つ
○
○
人
に

三
人

こ
な
つ
て
居

る
。
永
井
氏
は
噴
水
状
大
肺
出
血
で
帥
死
し
た

三
例
に
就

き
其
状
況
を
述
べ
て
居

る
。

綜

覧

(
一
)
安
静
。
精
神
安
静

の
問
題
は
諸
家
の
意
見
能
く

三
致
せ
る
も
、
身
禮
の
安
静

に
就

て
は
其
程
度
期
間
等

に
就
て
意
見

が
匠
々
に
岐

れ
て
居

る
、

最
も
中

に
は
意
見
は
岐
れ
て
居

て
も
、
實
際
の
場
合
こ
し
て
は
雨
者
の
實
行
程
度
は
略

ー
同

三
に
な
り
は
せ

ぬ
か
ご
思
は

る
る
向
き
も
あ
る
が
、
要
は
其
方
針

の
差

で
あ
る
。
戦

々
競

々
絶
封
安
静

か
ら
、
な
る
べ
く
多
少
の
自
由
を
許
さ
う
こ
す

る
方
針

ご
、

最
初
か
ら
梢

ー
寛
大
に
所
謂
絶
封
安
卸
を
持
績
し
て
居

る
の
こ
は
實
際
⊥
に
は
略

ー
同

三
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
其
方
針
は
、

(イ
)
な
る
べ
く
完
全

に
ど
考

へ
て
安
艀
を
守
ら
せ
や
う
こ
す

る
の
こ
、

(
・
)
他
の
障
碍
を
顧
み
て
出
來

る
丈
け
は
自
由
を
許
さ
う
こ

い

ふ
の
こ
は
徐
程
相
違
し

て
居

る
繹
で
あ

る
。
勿
論
そ
れ
は
患
者

の
性
質

周
園
の
状
況
等

に
も
よ
る
こ
ざ
故
、
軍

に
喀
血

の
量
ご
胸
部

の

所
見
等

の
み
に
依
て
讐
師

の
方
針
を
途
行
す
る
課
に
は
行
か
の
こ
ご
が
多

い
の
で
、
實
地
⊥
に
は
複
雑
な
問
題
こ
な

る
の
で
あ
る
が
、

兎
に
角
今
回
の
諸
家

の
意
見

の
中
で
は
最
も
多

く
論
議
せ
ら
れ
た
部
分
で
。
叉
最

も
興
味

の
あ
る
部
分

で
あ
る
。

(二
)
馨
師

の
診
察
に
就

て
も

二
三
興
味
あ
る
意
見
が
出
陀
。

(三
)
泳
嚢
.
砂
嚢
、
絆
創
膏

に
就
て
は
多

く
論
ぜ
ら
れ
π
。
人
工
氣
胸
に
就
て
は
反
樹
者
は
な

い
。
要
は
慮
用
の
範
園
如
何

で
あ
る
。



(四
と

モ
ル
ヒ
ン
」
問
題
、

「
モ
ル
ヒ
ン
」
其
の
他
の
麻
酔
捌
使
用

は
上
掲
の
安
静
問
題
ご
關
聯
し
て
最
も
論
議
せ
ら
れ
陀

る
事
項

の

三
つ

で
あ
る
。
濫
用
の
禁
止
は
凡
て
の
場
合
の
蓮
則
で
あ
る
が
、
普
通
の
謝
用

こ
い
ふ
よ
り
は
逡

に
嚴
に
「
モ
ル
ヒ
ン
」
使
用
範
圃
が
限
ら
れ

居

る
こ
ご
は

三
般
の
趨
勢
で
あ
る
。
從
て
種
々
の
代
用
品
が
椎
賞
せ
ら
れ
て
居

る
。

(五
)自
然
止
血

の
妙
機
を
期
待
す
べ
し
ご
い
ふ
説
明
も
能
く
救
述

せ
ら
れ
て
居

る
。
之
れ
は
蓋
し
喀
血
治
療

に
於
け
る
眞

理
の
大
部
分

を
言
ひ
表
は
し
居

る
言
で
あ
ら
う
。

(六
)
鰐
血

に
因
を
有
す

る
喀
血

に
強
心
捌
を
用

ふ
べ
し
ご
せ
ら
る
。
之

れ
に
就

て
余
は
其
雛
血

の
語
は
か
な
b
廣

い
範
圃

に
亙
る
べ
き

所
以
を
説
明
し

て
置
い
た
。

(七
)
吐
剖

の
懸
用

に
就

て
は
種
々
興
味
多
き
記
載
が
登
表
さ
れ
だ
。

(八
)
出
血
し

つ
つ
あ
る
血
管
を
牧
縮

さ
す

る
藥
捌

の
非
難
さ
れ
た
る
は
固
よ
り
然

る
べ
き
こ
ご
、こ
思
は
れ
る
。

(九
)
局
所
止
血
捌

の
大
禮
に
無
致

こ
い
ふ
こ
ε
も
明
瞭
な

一
致
鮎
で
あ
る
。

(
三
〇
)
血
液
凝
固
を
催
進
す

る
藥
捌
を
有
意
義
こ
し
有
敷
、こ
せ
ら
れ
た
る
も
當
然
の
所
論
で
あ
る
。
食
璽
は
第

一
に
椎
賞

せ
ら
れ
、
又

有
敷
時
間
短

か
し

ご
せ
ら
る
。

次

て
「
カ
ル
シ
ウ

ム
」
及
び
「グ

ラ
チ

ン
一に
就
て
も
多
く
論
せ
ら
れ
た
。
臭
素
剖
は
精
棘
鎭
静
を
兼
ね
て
使
用
す

る
人
が
多
く
、
叉
臓
器

製
刮
で
は

「ク
ラ
ウ
デ

ン
」
の
推
賞
者
が
多

い
。

其
他
の
臓
器
製
捌
及
び
血
清
、

「
ペ
プ
ト

ン
」
に
就
て
は
種

々
の
意
見
が
あ
る
。

(
一
一
)
四
肢
緊
縛
は
大
喀
血
時

に
樹
し
て
推
賞

さ
れ
て
居

る
。

(
一
二
)
食
餌
榮
養

に
就

て
の
意
見
は
胃
腸
症
状

の
豫
防
就
中
便
秘
の
腱
置
、
普
通
食
若
く
は
流
動
食
、
微

淵
食
、
減
量
叉
は
頻
同
囁
取
、

刺
戟
性
食
餌

の
禁
忌
及
び
特
殊
食
品
の
推
賞
等
に
纏
め
て
置

い
だ
。

〈
=
二
)
止
血
後
の
就
鉢
安
静
期
間
は

三
週
間
乃
至
十

日
ご
言
ふ
が
多

い
。

臨
跡
實
駿
談
叢

三
〇
九



臨
淋
審
駿
談
叢

三
一
〇

(
三
四
)
豫
防

に
關
し
て
は
誘
因
の
除
去
に
就
て
述

べ
ら
れ
た
る
各
種
の
記
載
が
取
纏

め
て
あ
る
。

(
一
五
)
豫
防
的
治
療
又
は
治
療
的
豫
防
の
意
義
を
述
べ
、
省
ほ
本
病
肺
結
核
の
経
過
を
考

へ
つ
つ
喀
血
治
療
に
從
は
ね
ば
な
ら

の
所
以

ご

三
二
の
止
血
後
の
注
意
事
項

.こ
を
附
記
し

て
置

い
た
。




